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高 分 子 化 学 が 生 ん だ 完 全 防 水 材

( E ・ p ・T ゴムシート )

本7t./1- ーヌヤd 也j

. “ 万能合成コ. ム" と い わ れ る E ・p ・T ( エ チ レ ン ・ プ ロ ピ レ ン ・ タ ー ボ リ マ ー ) ゴ ム の 開

発 に よ って つ く ら れ た ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ - E Bは 、防 水 の 問 題 を い っ き に 解 決 し ま し た

. 工 法 は 簡 単 に 、性 能 は 一 段 と 向 上 し ま し た 。

い ま ま で の ブ チ ル ゴ ム 系 、 ネ オ プ レ ン 系 の も の に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗 性 、 耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

・ 建 築 物 の 屋 根 防 水 、地 下 防 水 、 地 下 鉄 防 水 、橋 梁 防 水 、 な ど 用 途 の 広 い 完 全 防 水 材 と し

て好言平をいた だ い て い ま す 。

三 ッ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会

札 幌 ( 株 ) 浜 建 T EL ( 0122) 26- 5  6  7  6 代

東 京 日 本 綜 合 防 水 ( 株 ) T E L  (03) 292- 2  6  6  1 代

東 京 高 山 工 業 ( 株 ) T E L  ( 03) 251- 0161- 3  1301- 2  

東 京 ( 株 ) 三 柏 商 会 T E L (03) 251ー 75 17 ・8867

東 京 ( 有) 金 岡 興 業 T E L (03) 363- 4  3  4  1  

" 岡 ( 株 ) 三 井 工 業 所 T E L ( 0542) 85- 9  1  5  1  

富 士 ( 株) 三井工業所富士営業所 T EL (0545)61ー 1 6  8  8  

名古屋 中 央 建 材 工 業 ( 株 ) T E L  (052)251 - 3  5  4  1  

金 沢 北 川 涯 膏 工 業 ( 株 ) T E L  (0762)41ー 1 1  3  1 代

福井北川渡膏工業( 株) 福井営業所 T E L ( 0776) 23- 1134 ・8847

富 山 北 川渥膏工業( 株) 富山営業所 T EL ( 0764) 21- 22 18 ・41 - 0391

新潟北川涯青工業( 株) 新潟営業所 T E L ( 0252) 45- 0  9  8  1  

大 阪 ( 株 ) 久 保 商 庖 T E L (06) 364- 0  2  0  6 代

大 阪 ( 株 ) 木 下 謹 三 商 底 T E L (06) 443- 0  1  1  5 代

大 阪 日本線合防水( 株) 大阪営業所 T E L (06) 329- 1  0  2  3 代

大 阪 高 山 工業( 株) 大阪営業所 T E L (06) 364- 9  0  1  5  

大 阪 ネ オ ・ルーフィング防水( 株) T E L 伶6) 341ー 7 6  0  8  

神 戸 石 井 建 材 有 限 会 社 T E L (078) 51 - 5  3  5  3 代

広 島 青 盛 建 材 ( 株 ) T E L  (0822) 21- 2  2  8  1  - 6  

岡 山 膏 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 T E L (0862)  23- 8  2  8  5  - 7  

福 岡 青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 T EL (092) 28- 5  5  6  6  - 8  

福 岡 ( 株 ) 工 材 社 T E L (093) 38ー 1 4 6 8 代

松 山 ( 株 ) 山 本 商 会 T EL 仰899) 3  - 6  2  6  1  

A 三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社

本 社 神 戸 市長 田区浜 添 通 4 T  E  L  ( 078)  6 7 - 5071 大 代 表

支 広 東 京 ・ 神 戸 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 大 阪 ・ 金 沢
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法 令 コ ー ナ ー

日本建築協会法規委員会

質疑などの投稿をお待ちしております。

。 都市計画法改正案の問題点 ( 続)

，6. 開 発 許 可

開発許可が実質上は土地利用に対する制限で

あって，乙の段階では当該土地に予定されてい

る建築物の用途が許可の条件として審査される

乙とになっているので，市街化区域内では一定

規模以上 ( 0 . 5 h a 以上か) . 市街化調盤区域で

はほとんどの敷地造成行為まで規制され許可を

受けられない乙ともある。それならば，市街化

区域内では 0. 5h a 以下の建築敷地は野放しかと

いうと，恐らく建築基準法の改正に伴って都市

計商法同様の規制を受けるとととなるのではな

し、か。

なお新都市計画法制定の上は ，現行「住宅地

造成事業に関する法律」が廃止されるとととな

るが，宅地開発に際して相当の公共的施設の設

置が要求されている今日 ，民間宅地造成業者に

相当の公共施設設置資金が要請されるので，何

らかの助成対策を必要ではないかと考えられて

いたのが，具体的には法案4 8条の内容が明確で

ない。乙の乙とは ，法案第 3 条「国，地方公共

団体および住民の責務J においても双方の責任

において良好な都市環境の形成に務めるよう規

定されているが. 住民の責任にのみ負担をかけ

られる乙とになりそうであるので，今後乙の条

文の内容を明らかにする必要がある。

7. 開 発 登 録 簿

法案46条に開発登録簿の調獲，保管を知事 lζ

義務づけている 。現在市街地化の現象を抗日仮す

るについては公共事業，宅地事業法なとが正確

な土地関係図を作製しているが，建築基準法に

よる昨認 ｾＳｾｗ 沓では建築敷地図の正般を期待で

きない。 ( 大阪府における確認申請告の% は建

築士の設計である ζ とを必要としない。) したが

って地図上において市街地化の傾向を腿1-*し，

あるいは街区内の敷地割状況を犯鑑す る乙と も

不可能であ る。一方には ，建築基準法では敷地

面積を単位とする容積地区制度がII i'J 杓J 39年より

発足している有織であるので，特 K 初¥d1周辺郎

なと では土地利用の合理化を図るために も敷地

なお現在の登記簿との関係については一面で‘ イ) 乙の湯合の危険物の数量は，同一敷地内の

は公法と私法との迷いという乙とで割切るとし 総合計量をいいます。

ても ，作製方法においては何 らの協同化を考慮 ロ) 貯蔵置は最大の場合をいいます。

しなければなるま い。 ハ) 処理母は作業場内の機械 ・管 ・貯蔵場ーなど

8. 都市計画案の縦覧 の中 iζ 存置する瞬間における最大停滞祉をい

都市計画の案を決定しようとする ときはあら います。

かじめ， その留を公告し . 2 週間公衆の縦覧に ニ) 危険物の二磁類以上を同ーの敷地内で貯政

供する乙と とされ，さらに住民など は意見書を しようとする湯合は，問(1)のロ) の方法を準

提出する乙とができる乙ととなっている。 この 用して数量の限度をきめます。例えば，住居

案は当初案では公聴会を開催する乙とをなって 地威内で . 第一石油類3∞e.第二石油矧2. 0∞r

いたのを変更しているが，外国で・は十分に活用

されている制度であるのに本法案で採用されな

かった。住民側に都市計画に対する知識が浸透

していないから無意味だというととで採用され

ない という乙とであるらしいが，官民共双方大

いに反省すべき乙とであろう 。

X  X  ×  

以上都市計画法案の問題点の概要を説明した

が，都市子画法改正峨しては建築基準法も大

改正を行なう必要があるので，基準法も ζ の機

会κ 全面改正が行われる予定である 。改正内容

は単体規定， 集団規定共 大巾な改正であろう

が，都計法案との l刻述か ら土地の使用について

の規制は強化される乙ととなろう 。

( 大阪府組築部市街地強築謀長 柄mi iEf言)

。 法 令 相 談

問 (  1  ) 法第27条 (耐火建築物または簡易耐

火建築物としなければならない特殊建築物)

第 2項第 2号の危険物の貯蔵または処理の用

途に供する建築物における危険物の数量の限

度について説明して くださ い。

答 令第 116 条( 危険物の数量) 第 l 項の表 lζ

危険物品の種類別に貯蔵と処理別の数量の限度

( 以下指定数量ということにします) が示されて

います。乙の場合次の点 lζ 注怠してください。

イ) 危険物品の数lU: は線引' ] f C 算定してくださ

し、。

ロ) 危険物の二種類以上を同ーの建築物に貯蔵

しようとする場合は，危険物の種類別の数量

を，それぞれの指定数量で除し ，それらの商が

l を ζ えたときは . 危険物の数量の限度を ζ

えた乙とになり簡易耐火建築物とする必要が

生じます。第一石油煩500e.第二石油類4. ∞Oe

のときの算式の例を次に示 しておきますc

第 一 石油類 Ｋ 第 二 石油煩 ］ 三 旦 ｾＫ ι 旦 ｬｏ ｴ
1. oooe  .  5. OOOe  

= 0 . 5+ 0 . 8 =  1. 3 となり. 指定数量を乙して

いる ζ とが解ります。

問 ( 2) 法第49条 (用途地域内の建築制限) 第

1 - 第 3項による住居地主主，商業地織，準工

業地織内の危険物の数量の限度について説明

を同一敷地内で貯蔵するときは

第 一 石油類 Ｋ 第二石油類 ］ ＭＲ旦 ιＫ ｾ Ｎ ∞ ｏ ･
5∞e  .  2. 5∞r  

= 0 . 6+ 0 目 8 = 1. 4 したがって ζ の場合は商の

和が 1 を乙えますので住居地域内の許終日限度

を乙える乙とになります。

( 註) ロ) ハ) の注意は前記問(1) の場介に も

適用されるものです。

問 (  3  ) 地下貯蔵槽とは?

答 地下室におけるタンク財磁でなく ，地中に

埋設されるタンク貯蔵をいいます。ピノレなどの

地下室内における重油のタンク貯蔵は数誌によ

って用途地域制l授にふれるので ζ 注意くださ

し、 。

問 ( 4 ) 石，由の定義について

答 消防法別表世ii 考lζ 明記されておりますの消

防法の石油類になるベンゾーノレ， トノレオーノレ，

キシローノレを建築基準法令第 116 条( 危険物の

数量〉の表で石油類とは別扱いにしています乙

とにど注意ください。

( 大阪市建築局 建築館審査線長 竹口信夫)

用途地担UI J の危険物の数量の隈度の褒

忌 抗 亙 る t - ! - ど| 住 居 | 商 業 | 単工業

第 一 石 油 額 ω 0&  1. ∞oe  5. ∞oe 

第 二

"  
2.500&  

5. 0∞t  25.∞oe  

第 三
"  10.0∞4  20.000&  100.∞oe  

車 業 酸 耳 巨 額 50kg 100kg 1. OOOkg 

過 甑 紫 般 塩 類 50kg 100kg 1. OOOkg  

硝 酸 ll.l 額 1.∞okg 2. ∞Okg 20. ∞Okg 

賞 語草 20kg 40kg 4∞kg 

赤 自民 50kg 100kg  1. 0∞kg 

国L 化 焼 50kg 100kg 1. 0∞kg 

金 属 カ リ ウ ム 5kg 10kg l ookg 

金 属 ナ ト リ ウ ム 5kg 10kg lookg 

マ グ ネ シ ュ ー ム 500kg  1. OOOkg 10. 000kg 

過 酸 化 水 素 水 50kg 100kg 1. 0∞kg 

過 般 化 カ リ 50kg  100kg  1. Oookg 

過 般 化 ソ ー ダ 50kg 100kg 1. OOOkg 

過 般 化 パ リ ウ ム 50k召 100kg  1. OOOkg 

ニ 硫 化 炭 窯 50&  looe 1. oooe 

メ タ ノ ー " 〆 200&  400& 4.000&  

ア ル コ ー ル 200&  400e 4. 000e  

エ テ J レ 50e  looe 1. oooe 

ア セ 卜 ン Icoe 200e 2. 000e 

昨 政 エ ス テ ル 200e 400e  4. 000e 

ニ ト ロ セ ル ロ ー ズ 10kg  20kg  200kg  

ベ ン ゾ ー ル l ooe 200& 2. 000e 

ト ル オ ー ル 100& 200e 2. 000& 

キ シ ロ ー ル 500& 1. 000& 10. 000e 

ピ ク リ ン 駿 200kg 400kg  4. 000kg 

ピク' } ン 般 担 額 200kg 400kg 4. COOkg 

テ レ ピ ン 500e I. oooe 10. 000e 

マ

マッチトン マ γ チトン マ γ チトン

台帳を作成し ，常時補正整備しておく必嬰があ してください。

チ!ノ

15  30 150 

セ Jレ ロ イ ド 75kg  150kg 750kg  

る。今回の/ ) 日発笠録簿は個々の敷地単位となる 答 令第 130 条の 4 ( 危険物の貯蔵または ，処

かど うか不明であるが，当然必要な姶iEと考え 理に供する建築物) の表によ って，各地域別に

られる のただし技術的には非常に囚燥が伴 う乙

とおよび，都道府県知事と市町村長のと ちら が

盤IlIIiし 易いかのよ尽に今後の問題を残し ている 。

2  

許容される危険物の数日:の限度が計算で= きるよ

うになっています( 表参照) 。 乙の湯合次の点

lζ 注意してください。

圧 者同 ガ ス 350ni 700ni  3. 500ni  

液化プf ス ( プ ロバ ン) 3. 500kg 7. 000kg  35.000kg 

可 燃 性 ガ ス 35ni  70ni  350ni  

カ - r ( イ ト 300kg 600kg  6.∞Okg  

( 往} なお ，地下貯磁柵 IC より貯蔵 される第二石油鎖お よび，

第 三石油矧ならびに 容貨の合計が50. 000&以下の地下貯厳栴

IC より 貯蔵 される第一石油類は許可の対象にな らはも 、。

ｾ＠

ぜ

4  
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常温で使えるアスフアルト

コ ｾｊ トコート

屋根防水工事に

世界各地で40年間の実績があり、

その安全性には定評があります。

床工事に

セメント、砂、砕石と混合した独

得の床で、 一例をあげると各地日

本専売公社の倉庫の床に採用され

ております。

(株 ) シェル石油大阪発売所

大阪 (302) 5937

東京 (535) 5616

福 岡 (29 ) 8631  

己IJL眉j自

シェル石油ア スフ アルト部 東京都千代田区丸の内2- 3 T E L (212)4371大代表

3  



- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

、d

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃圃 圃圃 圃 圃 圃 圃 ・ -白 骨 諸 冨

- 本品は特に各部品の材料を吟味し、表面が錆

びないようボンデラ イジング加工を施した上

に防錆塗装 をしております。

. m付塗装仕上製品の他に、 f也の持出 し吊の腕

音11 ( 吊込後扉か ら露出する部分) に s U  S  27 

( 18. 8) ステンレス製ヘア ーライ ン仕上の化

粧カノミーを付けであります。

• @] mi; 告11分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを 似入しであ ります。

. 別製の設計製作をも歓迎致します。

- 弊 社 製 立 枠 付

ピポッ トヒ ンジ

1;1: .。

実 用 新 実 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触致 し て お り

ま せ ん 。

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 つ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

苛すニ;，.z..， ・・ ・・

牢軽快なワンタ ッチ

従来のゴム戸当りと違 って 、ワンタ y チ

で軽〈接触するだけで、ホールドします。

牢強い磁気力

磁気力が強力なため、風力などであ ふら

れて離れるよ うな ことは全然ありません 0

. 設備場所を床にお求めの場合、 床周デ

ザイン のものも用意しております 。

民

υ

民

υ

広

υ

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 田T一 五 番 地

大 阪 (7 5 1) 3  6  5  3  - 5  

4  



、ザ

者の

役摘をおまちしております。掲 . の

分には粗品進呈いたします.

口 インドの構造屋さん 口

構造屋さんは文字通り縁の下の力持ちで. 素

人のほとんどは建築設計の中に椛造計算という

分野があるのを知らない。それと同じように ，

イン ドというだだっぴろい遅れた国に構造屋さ

んがいるとは夢にも考えなかった私の所K ，先

日R ・L ネネ氏と R ・H 7 ヒムツラ氏およびマ

ニア J レ氏が訪れた。ネネ氏は 10年. マヒムツラ

氏は 19年ボンベイで構造計算事務所を経営 し，

マニアノレ氏は土木建築会社の重役である。イン

ドでは地践はほとんとなく ，liJ;:高36階建，平 均

20階建の建物が多いそうだが，近年ごくゆっく

りした周期の大陸的地i主が起乙るの で，地 位 係

数として R = 0. 005 とる そうである。また イン

ドの北方地域では R = O. 1 とるとの乙と 。 構 造

材は主 として，西の ボンベイでは R ・C ，東の

カノレカッタで鉄骨造。 い ず れ も 製 産 地 の 都 合

で，カノレカッタの近郊では巨大な製鉄所があり ，

最近日本の目立製作所が技術提般に乗り出して

いるそうである 。

さて第 l 日目は，私は彼等を久保 i日鉄工の G

コラムを見せる乙 とにした。英語の G コラムの

映画を見. 久保悶鉄工のお世話により ，現場の観

察。 また私が G コラムを使用して設計した岡崎

橋角の 10階建 J .  K ビJ レの施主にあった。乙れ

がイン ド人であるが，鋼構造物の微仮! I i Ij l Cよる

弊害 について苦情が出たのて‘，かえって逆五伝。

高陪物の日本における研究はまだまだと思う。

2 日目 ，富士製鉄のプ レハブフレ ームおよび

コーノレテン鋼の見学。ハイテンションボノレトに

ついて，不ネ氏相当の造詣ある らしく専門的質

問の矢をはなっていた。同日 ， 日東ノマイノレの吉

本さんや，松井建築事務所の所長 とともに ， 日

東ZJj ノマイノレおよび無振動コンクリ ー卜 抗打オ ー

ガ工法などを見る。 外人 エ ンジニアたちは特に

乙れのインドにおける利用を考えている らしく

娘婿3主婦の質問。

大阪での日本技術の案内は 2 日で終ったが，

東京では鹿島建設が相務めるとの乙と。

イン ドでは構造計算 K とんな方法を使うかと

いう私の幼稚な質問 lζ 対し ，彼等は ， ラーメン

解法には固定モ ー メント法と 計算尺を UIこう と答

えた。それ以上は詳しく聞けなかったが ，Ii ii 子

計Z;1-機の利用は普及し てないらしし 、。

とにかく ， にの分で はI U . 界中ど乙の国に も同

業者の椛造反さんがおるらしいという ζ とは ，

楽しい乙とではある。

いろいろお世話になった ，久保 JJI 鉄工G コラ

ム諜の方々や富士製鉄の方 lζ 誌 Illi を通じて，お

礼を1 ¥1上げます。( 鴇造デザイ Y センター 中西広全)

口 食器のモデュール 口

建物を設汁するためには人間をよく知る乙と

である。 ミ人!日1とは何であろう ミ最近の建築学

会の設計計画 ｬｾｓ 門の論文では乙のテ ー Ｗｋ つい

て!日f ｾ先されているのがよく見 ら れる 。

私もm誌をぶし て乙の | 問題についていろいろ

と考えさせ られた。た とえば住宅の設計で台所

を考える場介. 食1; 主や配! 日台の大きさがわから

なくてはならないの食 1:1や配JI:!¥台の大きさを決

めるには食 a..; の大 きさが問題となるだろう 。

食器tの大 きさ は多 f'u多段であ るよう K 思える

が，その年半 l止についてはあまり変らないのでは

ないだろ うか内湯飲みや コップを l つ取出して

考えてみる場合. 人間の l秩が乾いた場合とれく

らいの idの協やJKを飲むと ，日侯の乾きが潤うの

だといった乙とはすでに経験的に モデュ ーノレ化

されているのではないだろうか。茶碗を取出し

てみても . 人! 日jの iVの大きさなどから ，一回の

食事にとれだけ日食べるかなとはすでに医学の方

面から研究されているだろう。乙のような乙と

から茶械の大きさも . われわれの気つかないう

ちにモテ' ュール化されたのである。日常使用し

ている食: r .";ICはおEI(Ur . : . . ; のような大きさのもの は

ないだ ろう内また低のようなものも酒を飲む場

合にのみ伏えるのであって，茶腕の代用 lζ する

乙とは不 "J 能であるといえる。

ｩ 止が決まれば必然 ＨｉＧｾｉ ζ 大きさが決められて寸

法が具体化してくるのである。乙のように食擦

の大きさが決まれば， それを並べた場合のスペ

ースなとが決まり ， 乙れから食卓や配JI 善台の大

きさが決定されてくる。乙の食卓や配踏台の大

きさが決められると台所のスペ ー スなども ，炊

事作業の空間を収入れてどれ位の広さがあれば

よいか，家族』ζ 応じて広さが決定されるのであ

る。乙のよう な食器 l つを考えても建物の設計

とは . 人間というものとの結ひ‘つきを十分理解

していなくてはできないと考えさせられた。

( 1967. 10. 9  大阪工業大学問等学校教諭 脇本啓一)

口 大阪都市計画・

大淀南特定街区について 口

大阪市における特定街区第 4 号と して「大淀

南特定街区」が II Il狗J42年 10月 19 日の大阪都市計

画地方策談会で議がとされました。その慨要は次

のとおりですの

.nJ SdJ 計ii1ij 決定の内容

位 in 大阪市大淀区大淀南 2 J TI .lt!!内

地 桜 約 卜7ha

容主!i 率 40/ 10以下

ｾ Ｎ ｾさの限度目 ｩ 肥郎 Ｑ Ｐ Ｒ ｭ 以下Ｈ既存テレビ椛Ｉ

78m以 F ( 新設ホテノレ)

小Ａ日 ｬｾｓ 32 m以 下 ( 既 存 欣 送 局 )

2 1 m以下( 放iき) ，ふホテノレ)

18m以 下 ( 放 送 日 )

16. 5m以 下 ( ホ テ J レ)

低j百i司S 9. 5m以 下 ( 放 送 } " j )

6. 0 mJよn' ( テ レ ビ 椛 )

壁面の位I(i 図I(J1ぷ示のとおり

建築物の概ｾ

建 物m途 既 存 歓 送}"j ，テレ ビ椛

新設 ホテノレ ( 約ωo室)

建築而f J 'i 10，287 m'  ( 内既存 6，230m' )  

延床 l侃般 80，472 m'  ( 内既存 30，215 m')  

ｲｵ ぺ いヰ ｾ 61. 496 

有効:1;);也，-f 38. 696 

全容以4，; 48096 

階 数 新設ホテノレ地仁22隣 地 下 3 階

駐 車 場 325台( イ，l i丘ぷ務 142fi' )

事 業 主 朝日放送株式会社

設計施工 大) &i ! l 設株式会社

建 設 Y'l 約501.0:

完成時 ｊｾｉ 1I{i和44"下秋

Ｈ火 阪 ｉＡ ｩ 総作， Ｑ ｴｬＢＧ ｩ ｬＢｪ ， Ｑ Ｑ ＧＱ Ｑｉ 柵 何 ｉ ､ Ｂｬｨ ｪ ｩｪＮＧ ｾ 上田隆夫)

配 置 図

5  
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衛生設備器具は

すまい設計での大切なポイントです

「明るく 清潔な住い」をテーマに 50年 、東洋陶器は、

洗面所 ・お台所 ・トイレ ・浴室など、毎日たくさんの水

を使い 、 「明るく、清潔」なことが最も 強〈要求される

衛生設備器具について 、数多くの優れた製 品 を生み 出 し

てまいりました 。

※ さわやかな朝に … …

洗面器 ・メディシンキャビネット 化 粧鏡

※ 快適な「水洗式トイレ」に …

腰掛便器 ・和 風 便 器 ・小便器 ・手 洗 器

※ 一日の寂れをいやすお風呂に ・

トートライトパス ・ホー ロー パス ・外焚用 ・内焚用

ガス釜

など 、暮しを豊かにする「住いの衛生設備器具」のこと

なら、すべて東洋陶器におまかせください 。

衛生設備器具総合メーカ一

一ノ0 9
0ι

ol<i

洗 面 所 / ト イ レ / 浴 室 用 の 衛 生 設 備 器 具 に つ い て

詳 し く は お 近 く の 営業 所 ・取 扱 庖 で ご 相 談 下 さ い 。

東洋陶器|

本 社 北 九 州 市 小 倉 区 篠 崎 町 4 5 8

営業所 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋

札 幌 仙 台 富 山

T E L 大代 ( 53) 5  1  5  1  

北九州、| ・ 広 島 ・ 高 松

v  

ｾ＠
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-
・・・田・・

建 築 と 社 会

ユ
-・・・圃

ニュース原摘をお送りください。

ス

. 英訳・四会連合協定・工事請負

契約約款頒布

凶会辿合協定約款 の英訳についての要望が強

いので，連合四会了承のもとf C . 建設工業経営

研究会において作成され，乙れを定 訳として頒

布するとととなった。

また日本万国博覧会工事 ，特f C 外国出展者と

の建築訪負契約の標準として，四会迎合協定約

款に特記条項を加えて用うる乙とについて，速

合四会の了承，日本万博協会，通 産 省，建設省，大

阪府の承認，推奨を得たので同時に頒布する。

・ 日 ・英 対照 四 会連合協定 ・工事請負契約約款

付 工 事 請 負 契 約 書

￥ 3∞ ( 〒 35)

四会迎合 協定約款の英語定訳を日 ・英対照と

• i 鉄の新しい使い方と用途J

アイデア懸賞募集

鋼材倶楽部では「鉄の新しい使い方と用途J

についてのアイデアをつぎの要領で募集 してい

る。募集区分として. 第 l 部・実施可能な具体

的内容，第 2 部 : 実施が可能か否かはっきりし

なくてもよいアイデアだけの 2 部門があるが，

応募資格は制限はない。

募 集wl 限は昭和43年 2 月15日までで，提出先

は. 東京都中央区日本橋来場町 3 - 16 鉄鋼会

館内 社団法人鋼材倶楽部市場開拓諜( 屯東京

669- 4811 ) 。

賞金は ， 第 1部では 1等 ( 1点) 1  ∞万円，

2 等 ( 2 点) 30万円 3 等 ( 3 点) 10万円，

佳 作 ( 5 点以上) 3 万円 で，第 2 部では . l '等

(  1点) 30万円 . 2 等 ( 2点) 10万円 3 等

( 3 点) 5 万円，佳作 (10点以上) 1万円であ

る。審査委員は，池辺陽( 審査委員長) . 竹中

はる子，三輪大作ほか 10名。説明問合せは . 上

記 鋼材倶楽部へ。

. 関西を訪問したソ連青年建築家

の一行

一一日ソ青年建築家懇談会で交流一一

日ソ ・ツーリストビュ

ーロー と日ソ協会の招き

したものと日本語および英語を正文とした工 で， クロ ギヲ ス氏，オプ

事請負契約省。
チャレンコ氏 らソ速の青

・ 日 ・英 対 照 万 博 工 事 用 約 款 ￥ 350 (〒 35) 年 建 築 家26名の一 行 が，

上記の四会連合協定 ・工事請負契約約款に日 さる 10月 5 日より来日し

本万国博覧会工事の場合の特記条項を加えた 東 京，箱根，熱海をへて

もので，万侍工事特に外国出展者との請負契 京 都 ( 10月12日) . 奈良

約 約款 として万博協会、通産省，建設省，大 ( 10月13日) . 大 阪 ( 10

阪府の承認，打t奨f C よるもの。 月14日) を訪問 した。

0 注文申込は建設工業経営研究会( 東京都中央 乙の一 行は ，モ スクワ

区西八丁掲 2 - 16. 東 京建設会館内) へ。 第 l 設計事務所，同第 2

設計事務所， ソ連科学 アカデミー全ソ国立設計

研究所，都市建設中央研究所，工業建築物中央

研究所，商業建築中央設計研究所，高等教 育 機

関設計研究所の30才前後の青年建築家たちで女

性建築家も 4 名参加 していた。

京都では ，京都大学て‘ 西山研究室の若い人が

中心となって. 交流会を聞き大学建築科の現況

なと交換 しあった。大阪では10月14日の午前中

小雨ふるなかを，中之島 ，御堂筋の新建築を見学

した。化学繊維会館， 大阪カd ス ピノレ，日本板硝

子ピノレ，明治生命館，新朝日ビノレ，電 通 ピノレ，

ｾ住友ヒツレ ， 関電ビノレなどを，橋本喬行 ， 出江

ZE，松井 l沼光の各氏 らが案内した。

午後になって，御堂ビノレを見学したあと ，午

後 2 時より ，竹中工務活会議室で，日本建築協

会若い会員の集い ，大阪府建築士会青年部会の

共催で聞かれた「日ソ青年建築家懇談会 J IC出

席した。塩路寅雄氏，能勢次郎氏らの司会で，

お互に ， 伝統の 問題， 都市計随， 創造活動の

問題なと意見を交換しあい . 51時半頃終った。

その間ソ連側より古建築のカラ ー スライドを見

せてもらったり ， 日本側からは「日本の建築J

( 竹中工務庖提供) を見せたりして ，和やかに懇談

した。出席者は，ソ連の青年建築家 19名 ， 日本

の青年建築家38名であった。

日 ソ 背 年 建 築 家 懇 談 会

日 本 建 築 協 会 会 告 川 川 削 川 川 川 川川 川川川川川川川川川川川11111: 1111111111111111111111川川川川川川川川川川川川川州川川川川川山川川川川 illitl.llllll lllllillllllllll llllllllllll lilllll ll

4 アデュー 1967年 ・ 忘 年

懇親会

会員皆様の乙健闘に ，感謝を乙めて本会独自

の新企闘による忘年懇親会を下記要項で|jk催 い

たします。申込期間中にお早くお申込下主るよ

うと案内申しあげます何

日 時 12月14 日 ( 木 ) 1m会 ・午 後 61時→/ ; f J会

• 811与

会 場 太閤園 Ｈ ビュ ッ フエ ・ スヲイ ｊｾ のパ ーテ ィ Ｉ

大阪i/i 都仏区東野 1112- 1 1tl 351- 8201  

Ｈｾ寄駅Ｚ ili' ，山守IIIT • ]!kJ1I' IU/ 京 阪片

IIIT/ 徒歩 5 分)

会 費 1，500円( 別に補助があります)

申 込 会l ' l を添えて事務局 へお錯し下さも、。申込者 IC 1;1. 

忘年l ' . 't見会怠加鉦をお慌しします。 fl ! L ，巾 込加i

H ・12月 l 日- 7 日まで ， 111込取消は 8 臼まで ，

9 日以後は会 l'l をお返しいたしません。

定 員 500 名

余 興 一 流芸能人による新しいパーティ ・シ

ヨ』ー

お土産 出席者全員に贈与主( 会員有志の寄贈品)

抽せん 当せん者f C 会員有志の寄贈品進詰

- 忘年懇級会開{ 臨 C ;t; 内の「はがき」は 11 月25自に全会員 IC

発送いたしました。

4 建 築 6 団 体 合 同 新 年

交礼会

恒例により ， 6 団体合同の新年交礼会を下記

により開催いたします。相互廻礼の煩を省くよ

う一 堂に会して年頭の祝詞を交換いたしたいと

存じますの

日 時 昭 和43年 1 月 4 日( 木 ) 午後 111寺 21侍

会 場 コクサイホテル 7階宴会場

( 大阪市東区内本日IT)

会 費 800 円 ( 当日 欠席されても会費をいた

だきます)

申 込 12}J 15 日までに会7!t を添えて各便宜の

l週休へお申込み下さし、。名簿を作成い

たしますので締切日を厳守願います。

口 II{{ 和42年に建設関係功労者として顕彰された

生存叙勲者と褒章受章者を乙招待して栄誉を

祝します。

口共 催 団 体

大 阪 府 建 築 士 会 大 阪 建 設 業 協 会

日本建築学会近畿支部 日本建築家協会関西支部

日 本 建 築 材 料 協 会 日 本 建 築 協 会

4 第13回工高生デザイン

コンクール入選者発表

設計課題「博覧会場 Iζ 建つ公衆休憩所J

応募校 25校 ・応募作品 123点

。入選 ・i詰優秀賞

谷口 好孝 名古霞市立工芸高等学校 3 年

入選 山森 正 名 古屋市立工芸高等学校 3 年

神谷 吉孝 名古屋市立工芸高等学校 3 年

小西 久 雄 神奈川県立 神奈川工業広等学佼 3年

福祉| 広治 大阪市立部品工業高等学校 3 年

小山 イ言昭 大阪市立部品工業高等学校 3 年

小杉 敏 夫 静岡以立島問工業高等学校 3 年

三津原秀樹 静悶県立島問工業高等学佼 3 年

J小杉 敏 夫 静岡県立島田 工業高等学校 3 年

( 共同作) 1松 本 笠 静岡以立島 凶工業高等学校 2 年

伊久美新一 静岡県立島岡工業高等学校 3 年

・入選作品，審査級要，作品批評などは来年 l 月

号 に掲載いたします。

司 会 員 受 賞

日本建築協会名誉正会員 ・村 野 藤吾氏はとのほ

と‘ 文化勲章を受けられました。 乙の栄誉をおよろ

乙びいたします。

7  



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー

言 ＢＧｉｉｾ レ Ｑ Ｎ，ＧＷｾ

車至 量 (比重 O. 5コ ン ク ト ト% の重量 )

断 熱 ( コンクトトの 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

@ シポレックスは工場、住宅カ、ら超高層ピ、ルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

8  

旭硝子( 株) 尼崎独身寮

設計 シポ レ ァクス販売株式会社

大阪支庖一級建築士事務所

施 工 株式会社柄 谷 工務庖

使用場所 屋根 ・床 ・間仕切 ・畔

唖豆亘亘P

5，ポレ1I/'7"'A販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ 1 ノ 16 ( 森 )11ビ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 J苫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125 ( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 面 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  

、v
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口 写其と概裂をどしどしお送りください。

凡例 a. 所在地 b 建築 面 積 c 延而f i ' ! d. 情造 規 純 e 工 期

280. 三 重 県 農 協 ビ ル I 281 . 新 和 印 刷 株 式 会 社 I 282.  

設計 日 建 設 計 工 務 K K  

施 工 。清 水 建 設 K K  

a  三 重 Ｙｔｾｾｾｴ 市栄町 Ｑ 丁目 ＱＷＹ 番地

b. 1， 828. 160m'  

8，635. 135m'  

d  日! 日開I R C B I ，5 F ，P 2  

低層部 (l C  B  1 ， I  F  

e.  11目fj14J.f 1二7 月- 1昭和142i l三7 月

設計 : K K設計事務所ゲンプラン

施 工 K K 松 村 総

ι 大阪市旭区大宮町3丁目 19番地

b. 944. 054m'  

c. 4，207.  765m'  

d.  R C ， 5 F ， P 2  

e. 1昭和J41 i l' 6 月-11自制142
i
jO7 月

浜 地 ビ J レ

設Jt . 地 工 。K K 竹 中 工 務 庖

a. 神 戸市生凹区中山手通

5 丁目 15の17

227 . Im'  

c. 1，665. l m'  

R  C ， B  1 ， 7  F  

e.  1昭和41年 6 月~昭和42年 5 月

283 . 丸 善 ( 株 ) 京 都 支 庖 I 284. 聖 ハ ン ナ 病 院 I 285. ホ テ ル ニ ュ ー 東 海

設計 ・施工 清 水 建 設 K K  

a  京都市中京区河原町

蛸薬師i上 ル奈 良屋町

53缶n'

c.  3，827m

2  

R  C ， B  1 ， 6  F  

e  昭 和41年 6 月~昭和42年 8 月

特 徴 。正 面 7 1レ キ ャ ス ト カ ー テ ン ウ オ ー ル

設計 ・地 工 大 日 本 土 木 K K  

a. 茨木r I i 竹橋町 31番地

b.  444 .31m'  

c. 1，952.23m'  

R  C ， 5  F ，' P  2  

e. 1昭和41年 12月~昭和42
S
l' I0月

設;H 施 工 K K 竹 中 工 務 l吉

静岡県伊東市| 珂 5 4  2  

b  。701. 1m '  

c.  4，269.7m

2  

d.  R C ， B I ， 6 F  

e  昭 和41 i f 9 月- 1昭和42年 7 月

286 .  R  C  A 基 礎 研 究 所 ! 287 夙 川 学 院 生 徒 寮 I 288. 堺 金 岡 郵 便 局

設計 ー施 工 : K  K 竹 中 工 務 庖

a  東J ?: 者11町l 11i 1 i 図師町平3の661

1，188. l m'  

c. 1，188. l m'  

R  C ， 1  F  

e. 11自利41年 II 月- 1昭和142年 5 月

設 計 施 工 K K 竹 中 工 務 底

西宮市神回l田T

534. 4m'  

1，840.  4m'  

R  C ， 4  F  

e. 昭和41年 7 月~昭和42年 3 月

設計 : 大阪郵政局建築部第二設計課

続 工 : K K 新 工 務 所

a  堺 市 新金 岡町 4 丁目 1 ー 1

1，474. I Om

2  

c ♀，993. 28m'  

d.  R  C ， B  1 ， 2  F  

e  昭和41年 9 月- 1昭和142年 9 月 9  



2!.支積

3 段 積 可 能

大 形 ビ ル な ど の 400V級配電方式に-

H 重量旭日; - _ ' ' ' ぐBヨーE 菅対内

・ お 問 合 せ は ・一

. 4 0 0 V級配電の変圧器です 。

く プランチャ > は、 4 0 0 V級 配電 を 100V級 200V級 に 円 滑 に

降 圧 。三相 200V級 と 単 相 100. 115V の同時使用ができますので

ピル ・工 場 ・学 校 ・病 院 な どの 400V級 配 電 方 式 の 合 理化 に

大きく 貢 献 し ま す 。

・ 積 重 ね 式 が 特 長 で す 。

分 岐 室 を 有 効 に 使 用 す るため、 難 しい 条 件 の 積 重 ね 式 と結 線

方 式 の 技 術 を 解 決 、イ ンピー ダ ンス電圧 と位 相 角 を 合せて、

異 種 容 量 ( 5 K  V  A と10K V  A ) 及 び ( 2 0 K V  A と3 0 K V  A ) の

並 行 運 転 ができます 。

. 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す 。 配電方式の合理化に

より材料費・工事費 が減少 。 また、小形で取扱いが

簡単なため設備費・保守費も大へん経済的です。

三相・乾式 ( H種絶縁) ・ ニ港線変圧録容量 5 ・10 ・20 ・30 ・5 0 K V  A  

一次電圧 4 4 0 V ( 609ち) 4 1 5 V  ( 50'iも) 二 次電圧 2 1 0 V ー 1 0 5 V

結線方式ムー Y ノーヒュー ズプレ ーカ、 防護ゴ‘ ム取付可能

札 脱 ( 24 ) 9271 東 京 (453) 3111 富 山 ( 21  )  8561  名古屋 ( 951) 6211 広 島 ( 41 ) 5111 小 倉 ( 53 )  5221 

松 下 雷 雲

仙 台 ( 25 )  8111 燐 浜 ( 68  )  0743 金 沢 ( 61 )  2125 大 阪 (362) 5151 高 松 ( 2 ) 1194 鹿児島 ( 3  ) 侃71

宇 都 宮 ( 3  )  3235 静 問 ( 54 ) 1241 新 潟 ( 45  )  6386  神 戸 ( 39 ) 8011 福 岡 ( 28 )  3331  
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クラスメー卜

〔京大 昭 和 2 ・3 年辛〕

左より (敬林略)

井 手 正 雄

( K K fi 'l 和建築設計事務所代表取締役・ 0 ・H目3 卒)

吉田清三郎

(吉田主n築設計ヲl' 務所長 ・・ ー日目 2 卒)

樫 根 英 郎

( K K大林組主主築本苦11次長 ・ H目3 $ )

中 村 綱

( 共同設計 K K専務取締役目… 目・・ 0 ・..1凶 3 2n

本 多 正 道

( 石本建築事務所 ー ・ • • • • • • .  • 1沼2 $ )

纏 利 夫

( K K三郎建築事務所代表取締役所長… 昭 2 卒)

安 図 勇 吉

( K  K il 'l 和建築設計、1>務所常務取締役 IIs 2 卒)

北水 ( 大阪・北浜) にて

協兵捕

七

H召和 2 年、 3 年の京行1¥大 学:J建 築 学 卒|の 卒 業 生 の集り 。 大 学 卒 業以 来 す で に 40年 で 好 々

爺ばかり、| 比Jllli 在 住 の 方 々 の う ち 半 数 の 集 り で 少 し 寂 し か っ た。

複 Ａ｝ｈｾ 所行 ｉｊ 立も古Ｈｪ也擦もできたのでゅうゅうたるもので、かえ っ てこの頃 他

康 を 筈 し 養 生 し て い る と の こ と 。 錦 鯉 に こ っ て 数 万 円 も す る も の が 百 数 十 匹 も 池 に 泳

いでし、る由。 そ の他 抹 茶 茶 碗の よ い も の を 集 め 、 そ の 数 は 五 百 に 及 ぶ と の こ と 。

本 多 一 見 ず ぼ ら に 見 え て そ の 実 は 大 変 其 而 自 な 人。 石 本 建 築 事 務 所 の 大 阪 支 府 長

を 静 め て 今 は 服 問。数年 前 か ら 洋I扱] を作り、品li 室 も 持 た れ て 今 で は 日 仰1なも の が 咲 い て

いるそうだ 。 先般ロー＿に 一 ヶ月 ｎ 日在、 仔 ｬ 太 平 ｬｊ ｧｴｾ の 研究 もして来たとのこと 。

吉 田 昔の男前も今は白髪となり、その而; ; 診がなし、。 天王監教関係の仕事ばかりして、

な か な か|亡 し い ら し い。 み ず か ら 設 計 し て 製 図 も す る と い う 努 力 家 だ。 家 に は 高 価 な

鯉 を 飼 い 、 し ず か に 眺 め て 楽 し ん で い る そ う だ。

樫 根 過 日 ソ 述 へ 出 必 、 プ レ ハ ブ 住 宅 を 視 察 し 、 各 国 を 廻 っ て 帰 国 、 プ レ ハ プ 住 宅

の 施 工 に 専 心 し て い る 。 芦 屋 に 家 を 建 て 奥 様 と 二 人 で 落 ち つ い た 生 活 を し て い る 幸 福

な人。

中 村 も ち ま え の 強 'J 1 さ で 仕 事 を 取 っ て く る l主l。 趣 味 は 山 岳 、 京 都 府 山 岳 連 盟 の 公

認 指 導 貝 、 老 い て ま す ま す 盛 ん な と こ ろ が あ る 。

安 田 今 で も 自 分 で 設 計 図 を 書 く ま め な と こ ろ が あ る 。 こ の 頃血 圧 が 高 く て 養 生 中

だ が 、 す き な 淵 は や め ら れ ぬ と の こと 。

弁 手 日 本 建 築 協 会 の 京 都 支 部 長 、 財 団 法 人 生 産 開 発 科 学 研 究 所 の 役 民 、 自 分 の 学

園 の 理 事 長 等 、 仕 事 が 大 変 多 〈 忙 し い が 、 そ の 割 に 笑 舶 が 挙 ら ぬ う ら み が あ る 。 趣 味

は 油 絵 と 写 真 。 ( 井 手 記 入

11 
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西 沢 文 隆

坂倉噂三 麹績研究所大阪支房長

堀 内- 郎

京 書E 大 学 級 授 ・ 工 博

中 出 俊 .

) ( J ( 竹中工嘗庖神 戸 営業所長

一ー 村 降

須 賀 工 業 阪 取 締 役 技 術 侮 長

7 月号より 12月号まで上

記の 4 人の執筆者で但当

してもらいます。

‘ 世 の 中 と い う も の

目 下 私 は 日 本 の 庭 園 と 建 築 に 関 す る 本 を 書 こ う と し て 、 デ ー タ ー 蒐 集 中 で あ る 。 庭 が 庭 の

み で 存 在 す る も の で な い こ と を 、 一 般 の 人 に Vi si ble に感じて貰 う た め で あ る。 慨 に 笑 ilill さ

れ た 庭 園 や 建 築 の 図 面 を う ま く ア レ ン ヂす れ ば 、 能 因 法 師 の よ う に 居 なが らにし て 思 う 本 が

で き る と 考 へ て い た の は 大 変 甘 か っ た 。 印 刷 に な っ て い る 諸 先 生 の 図 面 は 正 し い も の と 漠 然

と 考 へ て い た こ と が そ も そ も の 誤 り 。 人 そ れ ぞ れ に 意 図 が あり、 図 面 は そ の 意 図 を 表 示 す る

だ け の も の で あ る か ら 、 ス パ ン が 巡 って い ようが、 8 帖 が10帖 に な っ て い よ う が 、 方 位 が 少

々 狂 っ て い よ う が 、 諸 先 生 に は 問 題 で な い ら しい 。 桂離 宮 に 関 す る 著 書 は 多 い が 、 方 位 は 一

冊 々 々 く る っ て い る 。 同 じ 著 者 の 本 で も 図 面 に よ っ て 方 位 が 違 う 。 一 般 に 正 し い と 信 じ ら れ

ている 地 図も問機で、 比 較 的 正 確 と 一般 に 信 じ ら れ て い る 航 空写 真 か ら 作 成 し た 1 / 2500の

地 図 も 出 鱈 目 で あ る 。 屋根 伏 が プ ラ ン と し て 投 景 さ れ て い る 筈 の も の が 、 樹 木 が 屋 根 に な っ

た り し て い る 。 渡 廊 下 等 勿 論日欠飛んでしま って いる 。 京都 の 市 中 の 姉 の 家 等 コー トハウ スど

こ ろ か 、 奥 庭 も 離 れ 屋 も な い 四 角 い 家 に な っ て し ま っ て い る 。 等 高 線 は何 点 か を プ ロ ットし

て 手 の 赴 く ま 、 に 書 い て い く も の ら し い 。 地 図 の 便 りな い 話 を あ る 友 人 に し たら、 『そらそう

だよ 。三角 点 さ へ 怪 し い ん だ よ 。 三 角 点 を 決 め る に は 基 点 か ら 、 ト ラ ン シ ッ ト で 出 し て い った

の で は 怪 し い か ら 、 天 体 の 星 か ら 天 文 学 的 に 計 算 し て 出 す の だ そ う だ が 、 そ の 三 角 地 点 へ 建 築

す る 必 要 が あ っ て 、 そ の 筋 へ お 伺 い を 立 て に 行 っ た 所 、" ; 1 ' 1 . . 達は天文学的に 出 し て い る の だ か

ら、 1 0 Mや 20M動 い た っ て 、 ど う と い う こ と は あ り ま せ ん。 構 い ま せ ん よ か と い う 話 、 実 に

恐 れ 入 っ た こ と だ』 と 聞 か さ れ た 。 不 路 実 な も の ば か り を 基 準 に し て 動 い て い く の が 世 の 中

と い う も の ら し い 。
( N i )  

‘ 煙 に 巻 か れ る

ど こ か で 火 事 が あ る と 、 「煙 に 巻 か れ て O 名 焼 死 」 と い う よ う な 記 事 が 新 聞 に よ く の る よ

うにな っ た。 最 近 の ビ ル 火 災 で は 火 災 の 熱 よ り も 煙 と 有 害 な ガ ス な ど の た め に 一 命 を 失 う 場

合 が 多 く な っ た の は 事 実 な の で 、 色 々 と 模型 や 実 大建 物 に よ る 実 験 を 行 な っ て 研 究 さ れ て お

り 、 各 種 材 料 か ら 火 災 時 に 発 生 す る 煙 の 量 な ど も 、 お よ そ 予 測 で き る 段 階 に な っ てきたが、

そ れ が 人 間 に 与 え る 影 響 と な る と 未 だ 不 明 確 な 点 が 多 い 。 た と え ば 実 験 で は 1 0 m位 前 方 の 物

が 見 え る ほ ど の 薄 し 、 煙 で も 、 量 が 多 い と 人 聞 は 立 ち す く ん で し ま う 。 ま た 、 身 体 の ー苦[i が 焼

け て い る 焼 死 者 の 場 合 は 、 焼 け る 以 前 に 一 酸 化 炭 素 の 中 毒 で 死 ん だ の か 、 酸 素 の 欠 乏 で や ら れ

た の か 、 あ る い は そ の 両 方 の 影 響 が 致 命 的 だ っ た の か は 仲 々決め難し、問題である 。そ こ で 「煙

に 巻 か れ て 」 と い う 、 い か に も 巧 み な 日 本 語 的 表 現 で 片 付 け ら れ て し ま う こ と に な る ら し い

が 、 こ ん な 表 現 で 『 煙 に 巻 か れ て 』 し ま わ な い よ う 、 大 い に 努 力 し な け れ ば な ら な し 、 。 ( H o)

‘ ベ テ ラ ン

図 面 ど お り に 施 工 す る の は 当 然 、 の こ と で あ る 。 し か し 施 工 経 験 の 盟 12J なベテランになると、

決ま っ た 予 算 の 中 で 合 理 的 な 結 果 を 生 む た め に 設 計 者 と 話 し 合 い 有 効 に 変 更 す る こ と が あ る 。

た と え ば 鉄 筋 コ ン ク リート の 躯 体 工 事 に お い て 他 の 条 件 に 支 障 を き た す こ と が な い 場 合 、 梁

の 位 遣 を 少 し ず ら す こ と に よ っ て ス ラ ブ の ベ ニ ヤ パ ネ ル を 切 ら ず に す ま し た り 、 仕 上 工 事 で

は 便 所 の 腰 壁 タ イ ル の 段 数 を 種 々 の 観 点 か ら 判 断 し て 無 駄 と 思 わ れ る 個 所 を 削 減 し 、 そ の 分

を 限 付 き 洗 面 総 の 回 り や ガ ス ー探 具 の 回りにf ! 占 っている。

施 工 担 当 者 の 中 に は 設 計 図 に 描 か れ て い る も の を 最 上 だ と 思 っ ている人が多し、が、施工の

ベ テ ラ ン は 図 而 を チ ェ ッ ク し 施 工 の 立 場 か ら 工 夫 を 凝 ら し て 合理 的 な 作 品 を 作 り 出 し てしゅ。

しかしベテラ ンは 、 と も す れ ば 、 自 己 の 経 験 を 発 表 し た が ら な い し 、 人 に 仕 事 を 任 せ た が ら

な い よ う で あ る 。 体 験 し た こ と を 正 し く 、 早 〈 教 え 伝 え る 人 こ そ 真 の 「ベ テラ ン」 で は な か

ろ う か。

( Na )

‘ ス モ ッ グ に 蔽 わ れ て

大 都 会 で は ス モ ッ グ 発生 情 報 に よ っ て 冬 の 訪 れ を 知 ら さ れ る 。 四 季 の 風 .mも誠に l味気 な い

次 第 で あ る 。 ス モ ッ グ形 成 の メ カ ニ ズ ム は 解 明 さ れ た が 、 こ れ を 雲 散 霧 消 さ せ る に は ま だ ま

だ 年 数 が 要 る 。 以 前 は 無 限 に た だ で 供 給 さ れ る の で 、 そ の 存 在 を す ら 意 識 し な か っ たのに、

今 で は空 気 の 良 し 悪 し が 気 に か 、 る 。 回 舎 の 空 気 の う ま さ と 、都 会 の 空 気 の ま ず さ を 誰 で も

が 臭 ぎ わ け て い る と 思 う。 都 会 地 に は も 早 や 新 鮮 空 気 は な い 。 わ れ わ れ は 自 分 の 周 囲 だ け で

も 健 康 な 環 境 を 保 持 し 、 絡 腿 な 空 気 引 呼 吸 し て 長 生 き し た し 、 。 外 気 が だ め な ら ば 建 物 内 の 空

気 だ け で も 締 腿 で あ っ て 欲 し し、 。 空 気 調 和 に は 温 湿 度 調 整 と 塵 挨 粒 子 の 除 去 に 止 ら ず 、 竿 頭

一 歩 を 進 め て 央気 や 有 害 ガ ス も 除 去 で き る よ う に 、 も っ と 金 を か け 場 所 も ml J し、て、 完 全 空 気

清 浄 装 置 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 時 代 に な っ て き た 。 現 代 建 築 に と っ て は や む を 得 な い 必

要 経 費 である 。
( Mi )

13  



ω  
東 ・ 西 ア ス 協 組 統 一 年 限 仕 様 確 立。

ヰ寺 言守二

a・
r  

• 

ν  

ギ

ル

・

ア

ス

防

水

は

世

界

の

防

水

の

九

O

%

以

上

を

し

め

る

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

防

水

の

安

定

し

た

実

績

と

長

い

伝

統

の

上

に

開

発

さ

れ

た

〈
強

力

ギ

ル

ソ

イ

ド

・

ア

ス

タ

イ

ト

防

水

〉

の

略

称

で

す

ず

ば

ぬ

け

た

耐

候

・

耐

久

性

幅

広

い

温

度

特

性

下

地

亀

裂

に

順

応

す

る

延

伸

性

き

わ

だ

っ

た

柔

軟

性

・

:

な

ど

建

築

防

水

と

し

て

必

要

な

か

ず

か

ず

の

苛

酷

な

実

験

に

耐

え

あ

ら

ゆ

る

面

で

現

代

最

高

の

防

水

で

あ

る

こ

と

が

実

証

さ

れ

て

い

ま

す

合 成 維 繊 の 不 織 布 に ア ス タ イ ト を タ ッ プ リ と 含 浸 さ せ た 特 許 製

品 で 、 い わ ば ア ス タ イ ト の 層 に 維 繊 が 内 在 す る 〈 プ レ ハ ブ 防 水

被 膜〉 と も い え る 防 水 補 強 材 の 決 定 版 で す 。

地 亀 裂 に 順 応 す る 延 伸 性 の ほ か 、 低 温 で も 脆 化 し な い 柔 軟 性 、

粘 り と 強 制 性 、 腐 朽 ・老 化 し な い ず ば ぬ け た 耐 候 ・耐 久 性 な ど

補 強 材 と し て 理 想 的 な 持 性 を も っ て い ま す 。

毛主命 ＮＢ￞ Ｂ，ｾＢ ド

⑪ <秒

特 殊 な 製 法 に よ ってっく り だ さ れ る 最 高 の 防 水 材 で 、 一 般 の 合

成 樹 脂 に も ま さ る 画 期 的 な 特 性 を も ち 、 〈黒 い プ ラ ス チ ック 〉 と
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日 本 の 国 立劇 場 … . . ..... . . . . . . . . . 小泉努 四 郎 ... 1  

建 設 機 械 特 集 ヲ貨

建 築 工 事 の 機 械化・・・・・・ー- 橋本 慎 蔵… 2

わ が 国 の 建 設 機 械 工 業 の 現状 と そ の 育 成

- 中 山 高 2

基 縫 工 事 に お け る 新 ら し い 施 工 機 械

・・ーー太 田 進 一… 2

建 築 工 事 用 と し て 最近 使 用 さ れ て い る コ ン

ク リ ー ト ポ ン プ に つ い て

一 一 コ ン ク リ ー ト 工 事 に お け る がf ら し い

施 工 機 械一一. . . . . . . . . . . . . . . . . 一 藤 宗 範 保.. . 2  

鉄 骨 工 事 に お け る 新 ら し い 範 工 機 械 に つ い て

.. .... 楠 瀬 泰 雄... 2  

新 ら し い 仕 上 工 事 用 の 荷 揚 機 械

… 一 中 村 登 久 雄 . . 2  

左 宮 工 事 に お け る 新 ら し い 飽 工 機 械

ー… 山 田 幸 一… 2

日 本 建 築 協 会 創 立50周 年 記 念 号 大

50年 回 顧

第 1 回 座 談 会 ・創 立当 初~ 大 正 時 代 を 語 る

自 杉 嘉 明三 ・竹 腰 健 造 ・東 畑 謙 三 ・松 本儀 八 ・池

田 宮 彦 ・石 J l I l ' l 三 ・作 間 日 出 生 ・白 石 登 喜 男 … 3

第 2 回 座 談 会 : 昭 和 前 期 ( 昭 和 初 年~ 終 戦 )

を 語 る
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下王

竹腰健造 ・河合貞一郎 ・篠原太郎 ・岡田孝男 ・

堀口甚吉 ・小林清・宮飼克二・森川喜代之助 . 3  

2花3 回座談会 : 昭和後期( 終戦~今日) を語る

西 山卯三 ・f結尾健三 ・岩崎甚太郎 ・小川正 ・

白石博三 ・内田成之 ・沖田誠一 ・木村博己 ・

山本茂 ・松井昭光一 … … ・…・・・・ … ….. . . . . . . . . . . 3  

( 以上司会 : 滝沢文弓 ・政問怠次〉

年 表

建築界と建築協会50年の歩み

- ーーー担当 島田 勝次. . . 3  

創立委員 ・歴代会長 ・歴代副会長 ・名誉正会

員肖像・・・….. . . . . . . .… い

員会活動- ーーー ーーー 担当 i政岡 基次… 3

日本建築協会支部活動

-担当 . 宮飼克二 ・各支部長. . 3  

関述団体との関係.. .. . 担当 : 野々村五四男 .. 3  

「建築 と社会」誌の変遷担当 : 松井昭光. . 3  

総 目 録

建築と社会( 昭和28年 ・第34集~昭和41年 ・

努147集) 総目録 ー..

社 会 と 建 築 特 集 4町

私の見る建築観一一建築家へのフ。ロポーズ一一

- ー原口忠、次UII... 4  

わが建築鋭. . . . . ・・・・ u ・工藤 友泌 .. 4  

合理性と伝統美のある住まいを一一乙れから

の建築に思う一一. .... . .. ・…・松下幸之助 ... 4  

建築と社会的美観 . . . … - 掘回 庄 三 . . 4  

新社屋 Ａｃｾ 多し一 ... ……. . . 日比野恒次 .. 4  

私の見る建築観 ー.. . ・e ・・ー佐伯 爵 . 4  

再開発地域の住民として一一社会人のみた主主

築 ・都市計画一一一ー ーーー… 野辺 順一… 4

社会と建築とのつながり

一一新らしい「地域の計画科学」を/ 一 一

新建築家集団 ( NA C) .. .  4  

アンケ ー ト: わが日本建築協会の将来のピジ

ョン . . . " . . . . . ……. . . ……… … .....".. . . . . ・ 4  

回答者 : 山本純孝 ・猪沢徳忠 ・石川久男 ・島

村昇 ・宮飼克二 ・山本耕一郎 ・谷山昌之 ・藤

木工務庖H K . 古林義敦 ・一井栄一 ・西村栄

一 ・)11島繁三 ・政間基次 ・鹿島建設グループ ・

長谷川哲之助 ・岩下久裁・近藤義雄・T H生 .. 4  

都 市 と 流 通 空 間 特 集

*  
最近の流通革命 ー ーーーーー 一 林 信 太 郎 .. 5  

東大阪 トラ ックタ ーミ ナJ レの計画について

… 梶原 明 5

大阪7 ーチャンダイズ ・7 ー トと船場

大 槻 四 良[1... 5  

建材流通と建築生産 ..... … 城谷 12 ・ 5

流動時代への都市計画

一一疏通コンビナ ー トの提案一一ー

京 大 上 回 研 究 室 ( 上回篤 ・高口恭行ほか) ー 5

住 宅 と 設 備 特 集

*  
生活環境の現状と改善ー…・・・・野々村五四男 .. 6  

住宅の建築設備一一資用と方式一一

・2言吉志乃武 ー 6

住宅における設備共同化一一地域暖冷房を中

心としてその現状と将来一一 三 輪 泰 司 ー 6

設{l1Ii 1ζ 関する ユニット の吐産化

・・・・上林

サニタリ ユニ ット ーー一一・・・・・ 0 ・・0 百木

前房ユニッ卜化の方向 ....•. 勝

住宅用 エレベ ータ・0 ・・ e ・・ー- 佐藤

博雄. . 6  

茂雄. . 6  

研一… 6

鉄夫 .. 6  

生 産 施 設 特 集

座談会 : 生産施設における建設計画の現状と

あり 方

出席者: 園田正吾 ・福田道章 ・北沢勲 ・木村

喬夫 ・多国英之 ・田中孝男

テーマ : 生産施設の価値における建築の位置

公害 ・環 境 IC対する諸問題

生産施設における建築空間

l ある鉄鋼部門における建設工事の現状

一一神戸製鋼所の場合一一… 山本元次郎… 7

2 電器産業における生産施 設一一 松下電器本

社施設部の建設工事 lζ 対する考え方一一

...... 平 清 . 7  

3. 自動車工業における工場建設

一一トヨタ自動車の場合一一・・・森本 真澄 . 7  

4 生産施設における建築計画一一サントリー

工場の場合一一一 ・・ サントリ 一郎工務部… 7

モ ン ト リ オ ー ル 万 国博 特 集 大

モ ントリオー J レ万国博アノレパム

・……・写真撮影 : 恒 成 ー 訓 . 8  

日本建築協会モントリオー J レ万国博視察団 IC

参加して

1. E  X  P  0 - 67をみて ー ーーー 西 山 タ[J 三 . 8  

2 モントリオー J レ万博の構造について

高橋 1if夫 8  

3. モントリオー J レ万博の建築施工について

… 谷 口 尚 武 … 8

4. モント リオール万博の電気設備

- 梁 瀬 正 男 . 8  

5. モントリオ ーJ レ万博の空調衛生設備について

… 中 本 弘 夫 . 8  

座談会 ・モ ントリオ ーノレ万博会場計画とデザ.

インについて

出席者 . 今西茂雄 ・鈴木洋也 ・富田勇 ・内藤

一真 ・中原茂 ・三輪泰司 ・山本純孝 ・ ( 司会)

武曽一郎 .... •.. ••...... •...•..•.....•......••....•.. 8  

アンケート: モ ン トリオー J レ万博を見た感想

日本建築協会モントリオール博視察団現地セ

ミナ ー抄録ー…・……・

建 設 資 金 特 集

建築資金と融資 ーーー ーーー ・ 斉 藤 太 一… 9

大都市再開発と建設資金 ... 古包 昇吉. . 9  

住宅と建設資金. . . . . . . . . . . . .... . .. 山 崎 恵 一 . 9  

一般建築と建設資金( 主として大企業の場合)

・…一 日本生命保険相互会社財務課 . 9  

建設資金融資一覧去

第 1 表 . 住宅建設資金一覧表 ー ・・・… ・… 9

1. 公的機関による住宅建設資金・ ・ー・ー ーー 9  

2 民間事業体による住宅建設資金一…・. . . . . . 9  

第 2表 ・中小企業特別融資一覧表 .. •...... 9  

第 3 表 . 建物種別融資機関( 制度) 一覧表 9  

オフィスヒツレの建設資金計画・・宮本 好富一 9

中高間耐火建物の建設資金計画

.. ID奪 回 邦 昭 ・9

商庖の建設資金三| 函と実務... .. 山 永 明 博 9  

最 近 の 外 装 特 集 女

外装材の変遷と現代の傾向

ーー- 小川 正 ・北 村 隆 夫10

最近の外装材各論

1. アルミ鋳物パネル・ ー・・ ー 藤田 忠雄 .10

号

一

大

号

実例 . 千代田生命本社 ・西阪神阪 ピJ レ

2. 耐 l良性高張力鋼 ……・…・…藤 田健次郎一10

実例 ・浪花組東京支応

3. フ。レキャスト コン クリ ートノマネノレ

浅 賀 博 澄. .. 10 

実例. 日生東舘

4. 銅および銅合金パネノレについて

恩 国 雄 弘・ー 10

実例・百十四銀行本庄

外渡材一覧表ー…・ ーー .... 坂 井 茂 信 .. 10

外装材についてのアンケ ー ト… ・・・……・・・・・・・・・10

第14回 青 年 建 築 家 特 集 責

伊 藤 敬 祐

石) 11 功

植 田 寿 章

太 田 隆 信

岡 本 良 三

小 林 昭

酒井 荷掌

鈴 木 雅 夫

辰 巳 淘 二

田中 香

田畑 弘

辻 野 純 徳

藤 川 重

山 下 信 夫

山国 後 信

三市共同園田配水場本館他 .. .11 

京都府段協会館 ・・・・ … 11 

武庫川学院公江記念図館ー..・・ ・・・・11

住宅 6 点 ー …ー・ ・……・・・…… ー11

東海銀行春日井支庖 ・… - ー. ..11 

三菱銀行池袋東口支庖他. . . . . . .11 

ある都市住区一大阪環状都市一

-一 11

高密度住区開発計画・…・… … … 11

67- 5 P  C-2D  K  - 1. 1型品産 公 営

住宅 ー . . . . . . . . . . . . . . . . . .  .11 

近衛ホ ーJ レ・・ …  ー - … ... .11 

京都市青少年科学センタ _...... 11

倉敷国際ホテル他・・・ 0 ・・ ... ...... .. .11 

千里メゾネッ トー …・・・ー ・ー・・ ー11

字部興産問〈堺工場一. . . . . . . ・・… 11

明石舞子団地 .  .  .  .  .  .  .  .  • .  .  .  . ・・… 11

建 築 と 生 命 特 集

*  

*  

ビJ レの生命 ーー ーー ー- 一 小 林 清 周 .. .12 

「建築的生命」の美学について一一建築恩惣か

らみた「ライフ」の問題一一 ー向 井 正 也 .. .12 

事務所建築のデザインと生命…伊 藤 宗 文 … 12

技術の進歩と建物の生命 ・ ..白石登喜男 一12

材料および工法の進歩と 建物の生命

ー黒 岩 博 之一12

設備の発展からみた建築の生命

ー高 橋 談 議 . ..12 

「耐用年限」おぼえがき. . ...... .三輪 雅久・ー12

税法上かるみた建物の耐用年数

一槻 木 開 次 .12

技 術 の 頁

*  
53. 材料郎門 : 国立劇場外壁コンクリー 卜に用

いたケミカ J レステイニングー ー久保田浩典 . 1

54. 構造部門 被覆消耗 ノズノレ併用 エレ ク トロ

. スラグ溶接法 ( S E  S 法)

… 村 井 一 夫 ・中 村 成 宏 2  

55. 材料郎門 ・合成 ゴム防水について

建材委員会( 担当 : 伊 藤 幸 一 ) ..• 4  

56 構 造部門 テ ン ト 建 築 ・ ・ 磯 野 義 人 5  

57. 設 備 部 門 生 物化学処理による大型汚水処

理装1l I ! [ ついて ーー ー一 ー鍋 谷 信 一.. . 6  

58 施 工部門 ある官庁における標準工期 の き

め方一一兵庫県営繕課の場合一一

・・..・ e ・久留主 親男 7  

58 設備部門 : 規格ダク ト・・・; 臨見 浄 8  

60 構造部門 ・鋼構造の問題点

ー鷲 尾 健 三 9  

61. 原爆ド ーム保存工事に使用された エポキシ

注入接首工法 … ーーーー・… … 金子 敏雄一 10

町

血
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62 構造部門 : アルミニウム合金と立体構造

…松下宮士雄・ .11

63. 設Il ili 郎門 ・ill 築照明技術の最近の傾向

.. .Jlij i  大成… 12

建 設 業 界 史 話 市町

建設業界史話の初めにー ーー……・ ・… … … … 4

1. ' * 門の提灯一一屋根屋三右衛門のこと … 4  

2 花山院. . . . 一… . ... . ・・ ・ - ー・…・… ・… 5

3. 御大工頭中井大和守の謎. . . ... . . .・. . . . . . .. .... 6  

4. 屋根笠工史話(l ) i 草葺屋根工…一 ー.......... 7  

5 屋根茸工史話(2) 桧皮葺史話( その 1) .・ ・8

6 屋根主主工史認イ2) 桧皮葺史話( その 2) …・ 9

7 屋線茸工史話(2) 絵皮茸史認( その 3)  …・10

8. 毘綴廷工史話(2) 桧皮葺史話( その 4 ) ー11

9 屋根茸工史話(3版主1・史認( その 1 ) ・ 12 

以 上 ・ 常 村 次 郎

海 外 写 真 ( 欧米建築写; rl 旅 EI :l己) 女

1. ヱノレ ・ヱスコリア J レの宮殿( スペイン) … 1

2. リスポン郊外の墓地の様相( ポルトガル) . . . 2  

3. カノレダーのモビーノレ( ニューヨーク) ・ ー 3  

4. 坂のある舗道( リスボン) ー……ー .. 3  

5. ある別荘の舗石( フォンテンフツレー ・パリ

郊外) ー…… ...ー …・ ・ - ー… … 4

6. サラセ ンの装飾文機( コノレトパ ・スペイン)

5  

7. 総雨情れのアルハンブラ宮殿( スペイン ・

グラナダ) . 一・… ・..・ ー... ・.... . . . . .・・・ 6

8. 吊り府の部分( ニューヨーク ・ハドソン河)

7  

9. 燃える ゴシック ill 築( スペイン ・セピリヤ)

.  8  

10. 互の終りの海( ポルトガノレ・エストリア

J レ海岸) … . .. ・・・… .... ・e …・ ー..... .. 9  

11 ロンドン塔の壁面( ロンドン) ー… ・… . 9  

12. ノレーパーのある壁面( ロサンゼルス ・ブ

ノレバード通り) ー…一 .•...... …・・・ーー .... .10

13. 民家の壁( 卜レド ・スペイン) ー……… 11

14. 聖堂のアーチにある彫像( シヤ J レトノレ ・

ノマリ 郊外) ……・・… ー・・ーー… ・… ー・・ ー…・12

以上写真と文 . 徳 永 正 三

ク ラ ス メ ー 卜

*  
20. 大阪市立都品工業 Ht3利 13年卒( 吃亮三

・平原E己資 ・奥山清治郎ほか〉 …… ..•... 1  

2l. 東 京 工 大 昭 和 8 - 10年卒( 伊藤貞亮 ・

矢野也作 ・小林約周ほか) …. . . . . . . . …・・… 2

22. 京 大 大 正12- 15年卒 ・大正会( 村田治

郎 ・大倉三自1I ・設楽貞三 ・東畑謙三ほか) .. .  3  

23. 大阪市立都品工業昭和14年卒( 浅井貞

治 ・川崎敬三ほか) ……ー・・・ ー……. . . . . . . . 4  

24. 県立和歌山工業 大正期卒業( 井原国三

・島村佐次郎 ・架林一馬ほか〉・・……・ … ・ 5  

25. 神戸高等工業学校神戸大 学 昭 和 4 年

- 23年卒( 野田武雄ほか) …… ・・・ - … … 6  

26. 福井商工 昭 和13年卒( 八十島健二 ・前

回大二郎ほか)

27. 日本大学専門部工科建築科昭和12- 16

ｾ三卒 ＨＱ 刻正義 ・ 藤井信一 ・ 竹口信夫ほかＩ ... 8  

28. 大阪工業大学専門学院大正12年~昭和

5 年卒( 道岡泰治郎 ・大津敏晴 ・大下順三郎

・星広文ほか) ... 

29. 徳島県立工業学校( 現徳島県立工業高校)

昭和元年~昭和 8 年卒( 間程 ・青木茂一 ・武

W

川

号
号

内勝 ・野田武 ・松永崇志ほか) ・・…・・ー・ーー 10

30 東京工大町{ 和 19年平( 尾崎育文 ・liS秋

利! 享 ・恒成ー訓ほか) •• •.....• ••• •• •... ー11

31 京大 昭和 2 - 3年半( 本多正道 ・井手
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三笑主義 ・建築と精度 ・博覧会建築のイメ ー
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日 本 万 国 博 覧 会 本 部 ビ ル 設 計 競 技 入 選 作 品

財団法人日本万国博覧会協会の主催による、日本万国

博覧会本部ビル設計競技は、 134作品の応募を得て、 9

月15日に締切られた 。審査の結果、最優秀作品 1点に

根津耕一郎氏 、優秀作品 2 点に渡辺洋治、山岸清両氏

のほか、佳作品に 7 氏が選ばれた。 ニこに、入選作品

10点を、模型写真 ( パース ) と主図面で紹介する 。複

写原稿のため、不鮮明な個所があるニとをおことわり

する 。
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最 優 秀 作 品

根 湾 耕 一 郎 ( 板 湾 建 築 事 務 所 ・ 大 阪 )

協同制作者: 三好庄三、河野邦昭、

米山殺、膿永晶男、奥山茂量、関谷

美 幸 、 有 臓 浩 、 島 田 勝 志 、 金 四 仁 弘
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優秀作品

山 岸 清 ( 消水越 殻 ・東京 )

協 同 制 作 者 : 吉 井 国 雄 、 高 橋 精 一 、

渡辺良平、間宮昭朗、， 'J 、田巻茂、 f山

石 忠 賞 、 森 隆 、 原 因 好 和
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中 田 直 道 ( 大成遮股・東京)

協 同 制 作 者 : 吉 本 孝 、 秋 山 哲 也 、 嵐

屋 佐 兵 衛 、 加 旗 啓 介 、 七 字 祐 介 、 野

村 郁 夫 、 一 戸 英 男 、 石 金 伸 夫 、 打 越
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イ圭 作

杉 重 彦 ( 杉建築設計事務所 ー東京)

協同制作者: 中村達雄、西尾秀穂、

飯島征男、渡辺悦朗、岩旗↑ 尊、佐蔵

王 己 、 戸 田 憲 章 、 浜 田 東 一 郎 、 土 屋

女 杉 、 寄 疎 嫡 弘 、 他 鈴 木 建 築 ・ 構

造 研究所、 曜 建 築 設 備 研究 所

1階



佳 作

鹿 山 富 士 夫 ( 大成建a投 ・東京)

協 同 制 作 者 : 佐 久 間 宏 、 番 困 直 能、

進 臓 繁、桜 井 凱昌 、 エ 臓 孝

"  

/義務

鵡

義務

7胃 雪 己 主 = -
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佳 作

大矢根雅弘 ( 炉建警築事務)
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佳 作

佐江木了治 (号算委書デ芸品)

協同制作者佐々木悟、. 濡; 也勇夫

名 届 街 日航

配置図
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イ圭 イ乍

伊 議 功 ( 佐藤秀工務脂 ・東京)

協同制作者: 大竹政宏、落合雅晴、

菊地都喜夫、喜多邦子、木村道也、

葛 谷 理 俊 、 飯 田 熊 、 佐 疎 安 信 、 須 臓

よ そ の 、 大 様 紘 一 、 西 片 ミ ナ ミ 、 深

沢 治 男 、 茂 呂 昌 昭
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建 築 と 生 命 特 集

国 建 物 の 生 命 〈 総 論 〉

ビ ル の 生 命/ 小 林清 周

国 デ ザ イ ン 上 よ り み た 建 築 の 生 命

「建 築 的 生 命 J の 美 学 に つ い て / 向 井 正也

事 務 所 建 築 の デ ザ イ ン と 生 命/ 伊- 藤 宗 文

国 技 術 の 進 歩 と 建 物 の 生 命

技 術 の 進 歩 と 建 物 の 生 命/ 白 石 登 喜 男

材 料 お よ び 工 法 の 進 歩 と 建 物 の 生 命/ 黒 岩博 之

設 備 の 発 展 か ら み た 建 物 の 生 命 / 高橋 誠義

固 社 会 経 済 的 に み た 建 物 の 生 命

r 耐 用 年 限 J お ぼ え が き/ 三 輪 雅 久

税 法 上 か ら み た 建 物 の 耐 用 年 数 / 槻 木 開 次

33 
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林 周清

は じ め に

建物の件命といっても人間と桂って生存の限界が切るかす『な

いためｾ， ζ ， その命数を決めることは難しい。借地法 Ｈ ｔ .10. 4)  

第 2 条 [ζ は「借地権の存続期間は堅固の怨物の所有を同的とす

るものについては 60年，その他のものは30年」とあり ，建物の社

会通念として Worki ng L ife の目安を決めている。 しかし乙

の年数をもってすべてを律することはできず，早期の寿命につ

いては ，同条 !C i 期間満了前に朽廃したるときは借地権は之に

よりて消滅す」と追記し ， さらに寿命の延長 lζ ついては ，第 3

条で「借地権消滅の物会 lζ 於て建物ある場合! と於ては前契約と

同ーの条件を以て更に借地権を設定したるものと石ーなす 一 J

として前条を補っている。また法人税法 ( S. 22.  3) 第21条の固

定資産伯却に使う耐用年数についてはビ ノレの場合65年と定めら

れている。実際に建物が「朽廃」した状態であろうとも ，( 彦濯

を加えれば相当 lζ 命数の回復が行なわれるもので，その反対に

収益の挙がらない建物などは本来の余命があろうとも ，解里見さ

オア改築されてし まう 。 乙のように命数は いろいろの面かる考え

なくてはならないが，本稿においては ，まず構造による物理的

な命数を中心とし ，それに対し社会的，経済的な諸要件を「プ

ラスJ ， i マイナス」させていく乙とによって命数の分析を試

みてみたいと思 う。 なお本稿における建物の種績は鉄筋 コンク

リー 卜造を主 とし ，特 lζ 商業ビ J レ!ζ 中心をおいたものである コ

1 . 物 理 的 命 数

現在建築学界を支配している説としては「 コンクリ ー ト中性

化」であろう。 コン クリ ー トは施工当時は強い アルカ リ性 (PH

= 12- 13) を示し ，その内部! と埋め込まれた鉄筋を腐食から防

護するが，空気中の炭酸ガスにより表面から内部 [ζ 向って逐次

アルカ リ性が減少して，防腐作用が薄れていく 。 したがって，

7.1<，酸素等が供給される条件にあると欽筋は腐食 し，3置の膨脹

力に よってコン クリ ー トを押し出し ，その表面 !ζ 亀裂や主IJ 離の

現象が起きる。

普通施工さ れて いるような W/ C = 659払 カ ブ リ 厚 さ 4 cmの

場合には 巾性化が鉄筋 !ζ 達するまでには約 110年， 施工の悪い

W/ C  = 7596， カブリ厚さ 3 cmでは約60年 という計算! となる。

しか しζ れ とても乾燥亀裂が多かったり ，空隙があれば竺気が

よく入り込むので早く中性化するし ，逆 lζ コンクリ ー ト芸高 lζ
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タイ J レ，石等を貼れば中性化の進行が拒まれ るとと は当然であ

る。わが国も鉄筋 コンクリ ー ト工法が導入されたのは大正初期

であ忌ことから ，現在の経年としては早いものでも 50年程度で

あるので，中性化のみの寿命の到来は稀である筈である。 創刊

聞もない本誌の大正10年 2 月号の「神戸市 における小学校々舎

建築のー進歩 - 郊郁生」に当時すでに建設さ れていた鉄筋 コ

ンクリ ー ト造の小学校18校の記事が掲載されている が， 乙れら

の現状について神戸市教育委員会! こ調査をお願いしたところ ，

このうち 13校が戦時に焼い弾による火害を受け たにもかかわら

ず，若干の修理により現在も使用中であり ，その他 もすべて現

存し ，当初の学校の用途に供せるれている乙とが判った。

ただしそのうち 1 校のみが，かなりの亀裂が発生しているの

で注立をしているとの管問者の話であった。

一方「朽廃」により解捜した例として，筆者一の承知している

ものは ，旧大阪高等学校々舎( 現在住宅公団阪南団地〉で，乙

の建物は大正10年の建設にもかかわらず，内部の鉄筋 ( 輸入角

鋼) が腐食し ，その膨) 振によるコンク リー トの亀裂が全面的 lζ

発生したものであるが， これなども道路側の一部が火災にあ っ

たため，中性化が促進し ，無数の亀裂が発生 したものであって，

いわば純中性化理論からみれば例外的なものである と思ってい

る。このよ うに中性化による命数の実例としては ， カブリの浅

い「万代塀」くらいのもので，その他は未だ寿命が来ていない

とみてもよいであろう。

2. 塩分等 による急激の老化

fじ学薬品 lζ より鉄筋が腐食するものとしては ，薬品製造所，

製塩工場にその例を見るが，市中の煙突などもこの例 lζ 洩れな

い。特に海岸線の多いわが国においては ，塩分 !ζ よって鉄筋が

腐食する例が非? 市 [ζ 多い。筆者の関係したものの一例 と して

は，神戸の和田岬 ICある検疫所であるが，僅か25年経過したの

にも拘らず鉄筋の腐食が急激に進んだため ，構造体が危険にな

り，ついに解段の止むなき! こ至ったもの である 。 乙の例では コ

ンクリ ー 卜の P Hが未だ付 1性( 本当は炭酸カ ノレ シウム化で P H

=  9  - 10 程度〉化せず ，P H= ll 以上で腐食が発生 しているも

のである。海岸近くの建物が，施工の状況に よっては25年程度

の短命の場合も十分に有りうる乙とを承知しておいていただき

たい。なお大阪地方のビ J レてほ地下室の浸水 !ζ より ，地階のみ

の鉄筋が}11化している例をよ く見かける。
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高さによる建築単価割増率

5  : 建 築 単 価

f  

g  貸面積当り協力金

l ' 借 入 金 利

造ー. .. .M : 組積造

W: 木 造

S : 鉄骨造

号 … 0 ・・現 存

ム ー現 存 ( 大 改 修 )

×  ー解 ｾＮＡｚ＠

・調査方法 ・ビノレ協会員，区役所等による

なお，誤りがあればど教示願いたし。

ム

R C : 鉄筋 コンクリ ー 卜造

S R C 噂主主'胃鉄筋 コンクリ ー ト造

( 注) ・構が旧 ビ/レ(P
2

)  

N : 償 却 年 数

新旧ビソレが同じ敷地にあって新ビノレ の 荒 利 益

( P
1

) の そ れ と 同 等 以 上 で あるための条件を上去によっ て求 め

.  ?，守

て みる と，現在のビノレ界の収支の平均値により，

V 2/V 1  = 2.15  からqz = O. 31P2  P 2I P 1  = 1. 6  

すなわち旧ビノレを解鼓して新ピノレの延面積を 2 倍 以 上 とすれ

は，同利益( 税引前利益) が得 られるこ とを 意味する 。 も し 現 在

のビノレが敷地一杯 lζ ，地 下 1 階 地 上 4 階程度のものであれば，

地下 Ｒ 階 ， 地上 Ｘ ｾ Ｙ 階とすることで採算にのる乙とを示すが，
大正年間に建設されたピ} [ . . . の生命4. 

逆に現存のビ ノレが地上 5 階 以 上 の 場 合 に は ，現 行 の 建 築 高 さ 制

そ れ な ら ば 実 際 の 建 築 の 生 命 は 統 計 的 に 見 て 如 何 な っ て い る限 ( 31m) Iこより地上は 9 階 が ほ ぼ 限 度 で あ る た め ，特 別 の 条

す べ
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であ ろ うか。それに は現存の もの以外に解捜し た も の が ，

て判っ て い な け れ ば な ら な い 。 幸 い に 木 誌 の 大 正11年 7 - 8 月

件 す なわち地下街 等 へ の 連 絡，家 賃 の 特 別 上 昇 等 が な け れ ば ，

改 築 は 一 般 的 に は 引き 合わない計算となる。



号「大阪のビルデイング細見( 上 ，下) … ・一撃城閑人 J Iζ ，当

時の貸ヒソレが網緩されているので ，それらを追跡するととによ

って何等かの統計的な手掛りを得ょうとしたものである。乙の

とろは ，前述のように ，従来の木造，煉瓦造，鉄骨造 {ζ 対し ，

新しく鉄筋 コンクリ ー 卜造，および鉄骨鉄筋コンクリ ート 造が

数多く取り入れられている。前頁の表からみて特 [ζ 注目すべき

点は次の通りである。

① 現 存 率

階 … ) I ビ: 数 1 m. b  ｾ＠ IC有用現存率(平 )

2  4  2  2  50  

3  11 8  3  27 

4  6  3  l  2  50  

5  3  4  I  20  

6  5  5  J OO 

7  

8  I  l  100 

9  l  I  100  

10 1  l  100 

ト
-
r
n
 

24 17 6  11 

上表で 6 階以上は現存率 100労 lζ 反し ， 5 階以下は3596でめ

る乙と ! ζ4寺! と注立を要する。

② 鉄筋 コンク リート 迭のビルもかなり解殴されている。

③ 解盟理由として判明しているものは ，すべて新ヒソレ建設の

ためであり ，道路計画によって撤去されたものはない。

@  戦災のために解殴 した ものはないようであるが，その後大

改修を加えたにもかかわらず，新ビソレ建設のため解盟した

ものもある …ー No. 6

以上の事実からも ， ビ・ J レの生命は相当経済的な理! 由によって

支配されるもので，前項のような階数の増加のビノレも多いが，

それ以外 [ζ 致地の全面的利用のために解盟されている例もあ

る。

容積率の綱が未だ冠せられていない大阪市その他の都市にお

いては ， 日j 政者も土地利用者も乙れらの経済的理念をよく J! ll 解

して処聞して口いたいと思う。

5.  陳腐化による命数 ( モダニゼーシ ョン)

大改修のビノレは前表においても ，25961ζ 昇っている。本体は

十分強庄がありながら ，外装は旧式で，内部設備もエヤ コン が

なく ，エレベ ーター も遅い。改築する乙とはテナン 卜関係がj山

介であり ，高さから見て従来より階数もあまり増加できない割

合にはモダニゼーション が行なわれる。米国のように古いビノレ

の多いところでは新築と同件数以上 lζ 昇り ，わが国でも逐次乙

の方法が採られる乙とが多くなろ う。隙 j商化により W orki ng

L ife の到米したものが，モダニゼーション l [ よって生き返っ

たと見るべきであろう。
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6. 修繕経済から見た命数

建物の償却費は使用する年数が多ければ，その割合で減ずる

が，修繕費の方は経年 lζ よって漸次増加していくものである。

いま年聞における償却費と修繕費との和が最小となるような経

年を経済的命数とすれば， 乙の命数を超えると経費が割高 とな

って行く。

A  Y  

- 一一+ 一一一 = t"  f) 
t  t  ... 

J LtEθ = 0 の t を求めればよい o

dt 忌

経年一→ t

筆者の計算によれば

ビ) レの本体については T = 139年

設備を含め た場合 T = 70年程度 となる。

実際 lと修絡 によって減粍を回復するよりも ，その場合にさら

に改良を加えられる乙とが多く ，ビソレは木造と違って修繕経済

命数は問題となる乙とは少なく ，むしろ前項の陳腐化と同時に

併行して考えられるべきであろう。

む す び

以上でど J レの命数 lζ 影響する諸要因について列挙し ，商業ビ

ノレのようなものにあっては ，物理的よりも経済的理由 lζ 支配さ

れて解殴され ，モダニゼーションが行なわれて命数を終るもの

であるが，学校等にあっては ，経済的理由にはほとんど関係な

く物理的命数によるものである乙とを論じた。

しかし ，さらに乙の他にも重大な要素が存在している。筆者

は前表 lζ 記 1践しである各ビ・ J レをlli った際 lζ ，その跡には林立 し

たビノレ群を見るものがある反面，古い倉庫や町工場に取り固ま

れて淋しく建っているビ、 J レも見た。建設時には ，いずれも貸 ビ

ノレとして段通の場所を選んだものと思うが，50年の歳月は地域

を ζ のように変ぼうせしめたものである。ヒソレは長期にわたっ

た投資であるので ， 乙のような地域の命数 ζ そ最も大切な要素

といわねばならないであろう。

( in者 大阪工業大学教授 ・工関)



「建 築 的 生 命」の 美 学 に つ い て

- 建 築 思 想 か ら み た 「ライフ」の問題- 向 井 正 也

今朝の新聞に ， I帝国ホテルの解体をやめて」という見出し

で，故 F ・ライト未亡人オ J レギパンナさんが，アメリカの建築

家 9 人 とともに来日して ，帝国ホテル旧館の保存を呼びかける

ととになったという記事が出ていた。アメリカ 人が乙んなとと

に力 コブをいれるのは ，ずい ぶん異例の乙とといわねばならな

い。なぜならアメ リカ人ほど建築の保存! とつ いて無関心，無頓

着な国民もないからである。 v . バッカードはある雑誌の次の

ような記事を 引用している。 I少 しもいたん でいな い高層ビノレ

が，ただ新しいものにかえるという乙とだけで取り乙わされる

という乙と は，世界中 アメ リカでしか起乙らない。」よくアメ

リカの大都市でのヒソレの寿命は十数年だとか，アメリカでは新

しいビ、 J レの竣 T. 式のときにはすでに ，その同一敷地 lζ 次 lζ 建て

られるべきヒリレの計画ができ上っている ，などと言ーわれたりす

るが ， そうしたアメ リカでし かお乙らない ζ とが ， 早 ｉｾｾ ， U オ立

にもお乙り得る可能性がそろそろ見え山してきたようである。

ライト未亡人がわざわざやってくるのもその乙とと決して無縁

ではないといえるが，それにしても帝国ホ テル旧 館は衆目の見

ると乙ろ ， もはや寿命のつき果てた建築である。そういうもの

をもなお保存しようという保守的な願望が一方の極なら ，上の

アメリカでの例のように ， 建築をまるで自動車か何かのよう

に，どんどん新しいものと取替えて行乙うという急進的な開発

の願望が他方の極である。どちらも「建築的生命」に関する問

題をふくむものだが， 乙うした両極は今日 ，経済の高度成長下

のわが国において正面から激突して火花を散ら してい る。いわ

ゆる 「開発と保存」の問題が乙れである。

永 久 建 築 の 思 想

帝国ホテ ル旧 館を永く保存したいという願望は ，建築を記 4 、

TJl¥!的 (Monument al ) な造形芸術だと Jf える 古い立場での永久

建築の思怨にもとづくものである。森岡慶一先生による と， 建

築の記念性とは ， I時間的に持続するある程度の永遠性，単 lζ

過ぎ去るー|坪からは自由であるような願いをふくみ ，過去から

現在へ，現在から未来へのつながりを要求する J ものといわれ

る。事実建築はあらゆる製品の中で，多くの理由から最も耐久

性 lC富んだ l耐久消1 ' i R1である。だか ら建築について「生命」が問

題になるとき ，誰しもまず念頭にうかべるのは ，その第一義的

な意味での仕命と しての耐久々あるいはその期間一寿命であろ

う。古今東西を問わず，どれほど多くの人々が建築に永久保持

のねがいを託した乙とであろうか。それは今日「文化財の保存J

というかたちで，建築 として の本来の機能を喪失した ，寿命の

つきたものにも何とか して 生命を維持させようとするいわば

「剥製づくり」的な努力の中にもうかがわれ るのである。と乙ろ

で， とこで注目すべき乙 とは， 乙うした建築への永遠持続のね

がいは ，その素材が石のような「時の裁き」に耐え うる 場合ばか

りに限られたのでは ないという ζ とで ある。わが国 の大陸伝来

の木造寺院建築の場合にもそれは明らかによみ とれるものであ

って，相11亮氏は ， 乙うした事実を式年遷宮 という「日本的な」

建物の更新手段と対比させ， I大陸的系統 lζ 属する寺院建築に

は殆んど木材の負担にあまるほと、の永久性への仮惣が負荷され

ており ，持杭の戒律は非常な，¥1M; さlζ 置かれてい る」とのべ，

乙れら寺院佐築の木部 lζ 赤色塗装をほど乙したのは ，単なる美

23、識からだけではなく虫筈 lζ 対する用意であったとして ， さら

に「材質の腐蝕による部分的な修理，あるいは継木や! 絞め木の

適用など，すべては永久性への附託と希望を語る虚妄な努力を

示すものに他ならぬ。」と述べている。

要するに永久建築の恩怨は時と処を 問わず，材料の性質とは

無関係に ，造形文化的に過去の建築の本質にかかわるものだっ

たと考えてよし、。そういう建築のモニュメンタノレな本質が根底

からゆさぶられ，何等かの危機 lζ 向う兆候を示しているわけで

ある。そのl Y ' i穿はもとより遠く産業革命にさか上りうるのはも

ちろんだが，一般に考えられるように ， 乙の危機はーがいに材

料やて法などいわゆる テクノロジ ーの進歩とのみ直結 して考え

るべきではなく ，む しろ独占段階 t Cjきした資本主義の ，社会経

済的構造の中での商業主義とのつびきならぬ結びつきからくる

ものであろう。 ζ 乙ではまさに ，上記永久建築の思想を哀がえ

しにした考えが，建築の材料や技術とは一応無関係に ，建築に

新しい本質をお しつけようとするかに見える。永久建築の思想

が，用 lζ 耐えないものまでもなお生き延びさせようと努力する

のに対して， 乙乙では ，十分用 lC耐えるものをも死 lζ 追いや ろ

うとするのである。

脆 さ の 肯 定

もとより ，建築的生命 !ζ 関する考え方の ζ のような革命的な

転換が建築の外側だけからの影響と考えるのはあやまりであ

る。 20世紀の近代主義の建築理論がその「革命J rc 際して現代

建築 lζ 』ヲ: えた， ソフィスティケート な性格 {ζ 根ざす「脆さの iY

定」が，建築から生命の持続性へのねがいをキ レイサッ パ リ取

りあげてしまったのである。
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ろう。渡辺保忠氏はその後Z の立場 lζ 立って，サヴォア {Eは今日見るかJ レ・コJ レビュジエの初期の代表作，

年連壬( の制度が神宮にあるのは，神殿という ものが，

新しく，

げもなく比廃していると伝えられている。だがこれはもっと令

1，号浄な美しさである乙とを現! 忽としているた めであインターナショナル ・スタイル全イ本にからまる問題いわゆる，

H年とともに円熟さを満す( さる。」と述べ，神医の史し台は，体の - f L f l の悲劇] 1 とつらなるものである。その典刷例としての，

「料! ?主(びがつく) のでなく ，次第 lζ 減ずる方 lζ 向うと巧える。ヴァイセンホーフ ・ジ一ドルンクを訪れた， 'I'n己氏は「とき

数年前のかがを訪れてみて時閣の経過を思いしらされるのは，うす1[j れた怪面が灰色の空どき 小雨の| 降る 52z り 11 だった設か，

ゃくばかりに木肌の美しく毘根の形のきびしく終っていたネ1:殿よりもずっと重吉. しく感じられ… … 近づくにつれて汚れや壁の

カヤ屋根の線にくずれのきざ

しを見せている ζ とである。そのうつろいの速さから舵測して

神宮の珪築がその美しさの政り呑を保てるのはせいぜい20年だ

が，すでに肌のかがやきを失い，破損や塗装の最IJ 離がはっきり見えて くると 1f Hの面影は消えて

くる。 ζ れまで抱いていた私のイメージは竣て咋の写買による

ものであった 0 ・ 」と語 1') . この荷の建物は，何よりもメン

ということは理解できる。・・ ・・・・」しかしながら「つねにま新し
たとえ去り日テナンスが大切であり，r おそら く完成した問は，

く ｩｴＧ［ＭＨｦ Ｇ な夫 しさ」が有 ＱＱＯ �ＭｾＧ のｊＡ ｈ 位、だというなら， ＲＰ ｾＱ てという間期

はすこし長すぎると思われる| に，何数よりによって 111キの倣

被」の影響のいちじるしい「ぷ木J を用いねばならなかったか

という疑問が当然うかんでくる 。こ こにおいて栢u克氏い，

であったとしても J ，I師かしく新鮮であったであろう< 白 > J

をたえず保って行くための下人れを怠つてはならないむねの

とに言及していみじくもこうのべている 。 l ! . c の顔のように，

門Eリ'J'I( のように ，高f} のように，絶えず下入れをして化粧をしな
式イr::

i翌日に「さび」の概念を導入寸る c 円木; 人は「さび」のよさを
デザイナーのイメージが無残に削れて消滅していくの

がインタ ーナショナル ・スタイノレのひとつの性格である。」

くては ，

「材町の 1-.1ζ 円

然に加味せられる時間的な変化をてきるだけ 純粋にで' / 宅し

ようとする心持がはたらいている」として「系ぶJ のtfJHのい

「空間形式の H年間的発

知るめづみしい民族だと与える氏は，

ソフィなおさず，とり以下同じ) その性絡とは，( 傍点 ]̂Lf'i ， 

言にしていえば，みを説明し，1 これを

震> についての用，むと深い関心とを語るものに他ならぬ。」と

いい「伊勢神7苛について rjl せば20年円ごとに更新せられるとい

スティケ ー トな性栴で あることはいうまでらな L 、。参考ーまでに

これについての I ・M . リチャーズの言拡を引用しておこう。

その効果を口然との対比に求め

る範チュウに属するものである。石造の民家の fl 然材料のよう

その背景にとけこむのとｾがって， 彼 が 用 い る 人 工 材 料

「ノレ ・コノレビュジエのw七は，

つ

の単位として ，その空間 (11 な持続を限定し ていることであり，

20年を超えれば ，その建築主はすでに洗練( 時間的発展) の 限

ひっきょう 20年にお Y る建築主の時間的免泌をうこと( 土，

度を超えたものとして廃棄せられるのである cJ と述べている。

同じくJ j むさの打定の J に立っとはいうもの乙ういう考え方は，

反自然ソフィスティケ ー 卜な ，の，上記渡辺氏の考えにある，

ガラス，光沢あるぺンキーーはその周囲の

それら自体の光彩を長大に発持させる。これ

はその効果を保持するためには完全な仕上げが必要，な ソフィス

ティケ ー トなタイプの建築 (a sophi sti cat ed  type of archi-

tect ure) である。それは時とともに円熟するのではなくして，

たえず優雅に新しく見えていなければならない。」
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的なものでなく ， 自然のまにまに， fi: j: き， うつろいやすさを積

極的に造形市でプラス {ζ 転じさせようとするものである。ただここでリチャ ーズのいう，ソフィスティケ ー トなタイプの建

その水質の 1ｾＮで，失言命な性質 この「伊勢 j の造形は ，何等か両氏に共通した見方としては，ものだということカ〈おわ笑が，

建築 lζ 対する永久性への仮託がふくまれていると

いう点で，これには同意見の人も' t かろうと思う。すなわち，

形式の「永久持続」の問題は， _f. .J 己柳氏の，大陀的系統の建築

の意味で，かりになると思う。上記のコ J レのサヴォア荘の荒廃も， ｾｾり日

とよりそこからのヴァイセンホーフの ft で許の薄汚なさも，

くる当然の帰ー結な のである。

ような事物的，固定的，空間的ないみにおけるだけにおける，

より精神的，流動的 . 11与間的ないみにおいても見出ではなく ，

と
-
' -

と い う「式 年 遷 宮J

される乙とを見逃しではならない。要するにある形式を ，形あ

る「モノ」として永く保存して 置こうとするのではなくして，

伝統的な方法として維持，継承して行こうとするもので，

インタ ーナショナル ・スタイルの建築吋のもつ脆

とど乙かで共通するのは「伊勢JI 佳 J などで代

こういう，

さ，はかなさ ，

L L  
日本の「非大陸的系

表される ，上記柳氏のいい方を借りれば，

同様 lζ 別の解釈にわれわれは上述の記念性の概念につ いても ，
統」に属する建築である。特に伊勢神宮には ，20年を周期とし

乙の点について，石ができることがわかる。森田先生もまた ，
て，古い建物を新たに造替えるという世界でも珍らし l 、代謝的

その素材の耐久性のゆえに ，必ずしもモニュメの建築だけが，
手段をとる乙とがi往日される 。この「式年連宮」を「建築的生

ンタ J レな性格をもつものとは限らないとしてこうのべている。
命J から論ずるならば，実にさまむまな解釈が可能であるが，

「逆 lこi時と共にいつの日にか滅びる木の建築にも記念性をみる
とれを大別するならば，上述の永久建築の思忽による記念向的

乙とができるのであります。記念性は決して素材の永遠性のご

ときでは達せられないといわな ければなりま せんご .  どうし

ι さの fj- 定の上に立つ

ソフィスティケ ー トな性格を f'f 定する側に立つかの何れかであ
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それとも，性格を! ? 定する側 lζ 立っか，



， 

ても記念性を裏付ける永遠性は建築の表現を通じて達せられて

いるところのものにまたなければならぬと思います。われわれ

建築家 IL : 課せられた問題は，記念的な性格をいかにして建築 lζ

賦与しうるかという乙とであります。ど承知のように ，建築な

る芸術は 19世紀の終りから今日にかけてひどい嵐 lζ 見舞われて

いるといってさしっ かえありまません。物質主義的 イデオロジ

ーは，その主IJ 那的な現実を重視するのあまり ，モニュマン lζ 対

す る興味を建築家から存ってしまったといってよろしいかと思

います。」森田先生の言葉を長々 と引用したが， ここには上述

した ， コJ レをは じめとする ，一連のインタ ーナショナル ・スタ

イJ レlζ 対する痛烈な批判が乙められている。戦後A/Revi ew誌

上のシムポジウムその他でみるれた ，現代建築 lζ 記念性をとり

もどそうとする試みも ，今迄の処そう成果をみたようには思わ

れない。むしろ事態は逆の方向に ，マニエリスム的混i屯の閣が

ますますふかくなる感がつょいといわざるを得ない。森田先生

も力説されているように ， これによって記念性を裏付ける永遠

牲が逮せられるという ，建築の表現とは ，何よりも広いいみで

の古典主義精神にもとづく必要があると考えられる。このいみ

でも現代建築はますます記念碑的性格を喪って行く傾向を辿り

つつあるものといわざるを得なし、。その聞に多少の 111断の時期

はあったといえ，持統 4 年(690) 以来 1000 年あまりにわたって

連綿として伊勢の式年遷宮がくり返されて米た乙との裳には ，

この建築が，ある洗練の過程を経て何らかの造形的なピ ークlζ

達 した。いわば「キワメツキ」のかなり完成度の高い ，一種の

「典型」形式をつくりあげていたことによるのではなかろうか。

「不 易 J と 「流 行」

「ニュ ーヨ ークの新シ ーグラム ・ビルのプラトニックな幾何

学と ， この年 (1958) のアメリカの乗用車の馬鹿げた俗悪さ と

の聞によこたわる様式的な距離ほ ，今日のアメリカのデザイ ン

の危機を測定する一つのそノサシである。人類史上， 乙んなに

キワ 立った美的対立が示された乙とは未だかつて一度もなかっ

たのではあるまいか。」

一一一ジェ ームス ・フイッチ一一一

乙乙 [ζ は 2 つの美学的な極がある。一つはミ ース ・ファン ・

デJ レ・ローエ の典型を指向する古典主義的な「不易」の美学で

あり ，他は一年毎 lζ モデルチュンジをくりかえす，アメリカ ・

カーの，商業主義にもとづく「流行」の美学である。両者の間

lζ は全く架けるべき惰が見当るぬ深淵がよとたわる。かつ て

とDes ignミ誌でこうした対立関係! とついて一つの論争があっ

た 3 (1955) くわしいことはほとんど覚えていないけれど，論

争したのは気鋭の 2 人の建築評論家 アメリカのピ ーター・ ブ

レークと ， イギリスのレイナ ー・ パンハムであった。もとより

論争の常として，どちらに軍配があがったというわけのもので

もなかったが，何でもブレ ー クが消費者の「欲望の廃物化」を

はかる長も有効な方法として， ア〆リカの自動車業界がそのカ

ー ・デザインの上で「変化のための変化」をデザ イナ ーに要求

するあまり ，典型化への努力は全くみのらずに ，すぐれた形式

的ピ ークをとおり乙して，腐敗の坂道を転落して行き ，いわゆ

る 「安ピカスタイル J ( "BORAX- TYL Eミ〉に堕 してしまう

乙とを絹烈 tL : 批判したのに対して，パンハムは何でも t 建築ど

乗用車の夫々の デザ、インは一本に考えるべき ではなく両者は夫

々別々の造形的価値の範チュウに属するものだという ，安ピカ

物肯定論を展開 していたように思う。

そのアメリカン ・カーの安ピカスタイルのい やら しさがやが

て一つの頂点 lζ 達するのが，上のフイッチのと とばにある ，

、
、

、

ースのシ ーグラム ・ビJ レの完成した 1958年頃だったのではない

か。その乙とを念頭におくならばフィッチの言い分はよくわか

るのでめる。 アメリカの有名なインダストリア J レ・デザイナ

， ジョ ージ ・ネルソン! まこうのべている。 「私たちは ，古い

ものを犯否し ，新しいものには退屈してしまうよ うな時代に 生

きている。 … それはある点では『はな紙文化』とでも形容で

きるような方向への明るかに抗し難い移向の反映でもある。そ

乙で多くの消ＧｉＮＧｾ製品が ， 半永久的前提かる ， 処分を前提とする

ものへとどんどん切り換えられてゆく。乙の転換が所有 lζ 対す

る関心を 減じさせるというところまでは結構だとは思うが

ヲ

て

れに附随しておこる ， 『新奇性の強調 がデザ、インの進歩と，

すぐれたデザイ ンの理解をアイ 7 イ!ζ してしまいがちである 。」

これもまた上記 フイッチと 同じーっの危機感の角度を変えての

表明 IL : 他ならない。今日アメリカともども ， 乙れと併行的な路

線を歩むわが国の建築にとって，デザインの危機は ， 「建築的

生命」をめぐって，次第に深刻な様相を呈するもののように思

われるが，それは上記の人々の危民をはるか tL : 通り越したもの

ではなかろうか。建築が乗用車をはじめとする一連の耐久消費

財 ( I D製品〉 との聞にするどい対立を示している間はまだし

ものことで，やがては I D が建築へではなくして ，建築が I D

の世界にまきこまれてしまうような気記がすでに一部ではかな

り濃厚である。特 lζ ，E X P O.70 を目前! とひかえ ， モント リ

オーJ レ万博の影響も手伝って， 乙こ当分は博覧会ブ ームのよう

なものがつづく乙とになるものと思われるが，そうしたム ー ド

のdMの巾で建築の主流がますます「新奇性の強調」の皮を深め，

あたかも「博覧会建築」のような寿命の短い ，安っぽいものに

傾かなければ幸だと思う。 ( ‘ 67- 10- 22)  

ｾ考 文献森国民一 「建築における院遣とスと用 J 1957  ( 彰国社)

官亮 「日本美の創生J 1942 ( 育2主主エ弘通羽〉

中良己 「ヴァイセンホ 7 ・J ー ド J ンク J ( 66- 9 ガラス〉

] . M. Ri char ds :  i¥n “ Int r oduct i on t o y l oder n Ar chi t ect l l r e"  1940.  

( Pe li can)  

渡辺保忠 「伊勢と出雲 J 1964. ( 平え註〉

] . Fi t ch :  " Ar chi t ect ur e and t he Es t het ic  of  P l enl y"  1961. (C ol l1 

mbia)  
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事 務 所 建 築 の デ ザ イ ン と 生 命

伊 藤

。
一小

文

事務所建築のラ イフ

事務 所長 ｾ ｾ 誕 のライフについて考えてみると ， 物E担保fなライ

フ，経済的な ライフ ，それに 社会的なライフがある と思 う。

);f51 の物El!自ZJ なライフというのは ，いわゆる建築の構造一寿命

のことで ，特 lζ 規模 の小さな事務所のほかは ，ほとんと‘ 鉄筋コ

ンク 11ート 造のビルである今 l二1，鉄筋 コンクリ ート が風化 して

ボ σ になるのは ，人間の寿命以 卜.に 長いものであるから ， ビノレ

の; もー命はまず 半永久的 と巧えてさしっかえないであろう。第二

次大戦で ，わが国の多くの(;fSｔ ｉｬ は 戦 災を受け ，初心 の ビ ｊ レのｾ

くは人為的に風化を平めさせられた。福井地以のとき ，福 )1市

の大和ビ J レは戦災を被ったビノレであったため ，T' 1!!、外の被' J ; : を

叉けたけれども ， 耐 ｩ ぷ嬬ｾ技術が特別促進Ｚ少しているわが国の

鉄筋 コンク リート 造ビノレの寿命は ，11ぐ界一長命といっても過言

ではあるま い。

ＩＺｪＧｾ＠ 2 の経済的なライフがあるが，端的にいえば，その建物が

採算がとれない状態になった時点を指すのであるが， といって

その建物が無用の長物になったというわけではない。無くては

困るのである。その原因について考えてみると ，次のような場

合である。

① 施工不良のためというか ，ある場介には設計がJE: いためと

いう乙とがあると思うが， ｩｩｬ 物の ｬ 政Ｚｊｦ ｬ が ｾｌＺ しくなった場合であ

る。たとえば似体は鉄筋コンクリ ー卜 訟でシッカリしているが，

スチ ーノレサ y シが最早ボロボロとなって開閉ができない ，羽田

がゆるんでいる ，床の ζ ろばし根太が腐って床がブカブカして

いる，塗天井の一部が剥離して落ちた ，夜ともなる と油虫やね

ずみが辺廻わる。乙のような建物は案外沢山あるものである。

② ピル内外の立匠やピノレの設備が陳腐化したため貸事務所の

場合など ，周辺の新しいオフィス ビルと同程度の家賃をとる ζ

とができなくなった場合である。昨今のビルでは ，冷暖房 ・温

湿度調整のできる設似i を作つビ J レが多くなったが，一行前まで

は暖房のみで冷房設備のあるものは少なかった。またさらに一

昔前は， 1121房はラジエ ーターによる直接暖房が主で，温風暖房
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などはほとんど なかった。事務宅の照明 に しても ，一般照明 の

事務机而での照度は低 く，特に明るさを必要 とする場合には，

17t 子スタン 卜にたよったものであるが，ノト 円では500- 600ルッ

クスが針通になり ， 1，000 ルックス将 皮 のものまで ，ＭＡ ｹ ｾ われた。

ビノレの ぷｼ 汗 ｻζ しでも ， そのビ ノ レがｾ設ＲＧれた 時 代の 佳 策立 ｬ 、初 ｪｬ ｃ

基づくすぐれた作品であれば，その後H年代が進むにつれて ，歴

史にますます磨きがかかってx しいものであるけれども ， 主主主b

lζ 汗|伊i されたものになると ，あきが米て逆 lζ 嫌 l床を11¥' 1すばかり

である。古くさいという感じのみが般l字ーになる。

③ 純粋にその主主物が不経済なイ{ ，( I.:になった l品合である。たと

えばビノレを投資の対象と考ーえるときは ，空間をもっとうまく利

用し ，伎い勝手のよい ，鋭絞の大きいヒソレ {ζ 建て併えたくなる

だろうし ，また財産として巧えるならば，内容のよい控物に悠

て替える乙ともあるであろう。

［Ｚｲｾ＠ 3 の社会的ラ イフ についてであるが ，11' 1・今村 lζ 大{ i 1STI 了にみ

られる現象として ，社会的地域的要求 lζ ぷづくピルの取:fl しが

ある。物則的な寿命が米たわけでなく ，また経済的な事情 lζ 依

るわけでなく ，たとえば社会的な要求や必要性があって ， そこ

に広場や空間を設けるために姿を消して11 う。あるいはそ乙 (ζ

他の国民的な施設を建設する必要から ，既存の ヒ・J レ』ζ ぷ発して

ＱＱ うという場合である。公共的な民Ａ山や ， 人聞が健康で ｾｉ￩ 活し

てゆく」こに ，その建物はない方が望ましいと誰もが巧ーえられる

ような1品合は ，そのビ J レがたとえ短命で終ってもやむをねない

し， またそのことが後々まで ， ｲｾ ｊ Ｇ く評価もされようが ， もしそ

れが ，個人ゃある企業の営利のためになされよ うものなら ，そ

れはつねに論争が絶えず ，円満な解決を見ない限り ，いつまで

もし乙りを残す ζ とになる。事務所挫築の種類は多く ，住って

いる場所も都市が多いが， さまざまである。

われわれｾ築技術者は ， つねに物理的 ｬζ 長命なヒソレを佳てる

乙とに努ノ ｊ しており ， 高〈虫わされる辺ｾをむかえるととのない

ように ，都市計画家や施政おーによってつくられたマスタ ー プラ

ンを尊重し ， 建設に当っているのである。その案が ｾＱ ＱＡ劣であっ

たり，権威がなかったりすると ，われわれが熱意を乙めでつ く



り上げた ピノレは，無用の長物化したり，取虫しの運命をむかえ

るととに なる。

さきに述べた第 2 の経済的な要因に基づくも ののうち①，②

の問題については ，技術者の日々 の勉強と努力と によっ て，カ

バーできると となのであるから， その点については大いに学び

大いに反省しなければならないと思う 。

事 務 所 建 築 の 計 画

一般論として事務所建築の形や ｾｊ 疋 につい て云々する乙とは

むずかしいし ，美観論争のように人によ って見解を具にするの

で，記述するととは遠慮するが，ただ一言私見を言ーわせていただ

くならば，/ 1 寺代の建築思潮からにじみ山た もの ，建設される周聞

の環境にふさわしい もの ，ポ務所建築の積芸誌に tc，; じその 内容に

7 ッチ したもの ，でまとめてゆきたいものとつねづね考ーえてい

る。流れに逆行するもの ，奇をてらうD t 築などは，少 くと も'JI

務所建築とし ては ，当を得ないものと考える 。そして必ずし も，::)

価な材料を使用しな くても ，よいオフィスビ l レは住つ? でである 。

事務所建築で ，一般 lζ レンタフソレエリアと称せられている :J I-

務室部分，化粧主や ，設備五などの共 ) IJ ｾＧｩｦＩ分 ， それに階段 ， !ii II 

下，エレベーターシャフトなどの交通部分の 3 要素か ら成る空

間構成について は，設計の当初 は十分に研究し 検討し つくさな

ければならない。その空間構成のバランスを，ムダのない最上

の状態 lζ 持っていく乙とができれば，大成功である。

設計作業の途中では，必ず機能動線の検討が行な われる。機

能本位に考えるととは，現代事務所建築の重要事項であるから，

十分に検討されな ければならない。 しかし私が望みたい乙と

は，機能的な中にも ，人間性を失なわぬような計画を したいと

いうととである。事務所で働くのも生活のうちであ る。 人間が

余りにも機械的 ・規則的なワクの中にはめられて働くことは，

不快なものである。乙の辺が設計の妙味というものだろう。

事務所建築は年々巨大化 ・高層 化しつつある。規校 が大きく

なれば，ビノレで、働く 人の数も多くなるから ，防災的措置は十分

に考えるべきである。火を出さない工夫 ，防火区画の設置 ，そ

して万ーの場合 lζ 備えた火災報知設備， 消火設備，避難設備な

ど. 災害は滅多 lζ 起るものではないが，一旦起きたときほと ん

どといってよいほど ，事故者が出 ている現状である 。法規的 lζ

は制限しにくい積載荷重である 燃えぐさの制限や ， シャッタ ー

などのよ うな鋼板だけでの防火区制の危険 ，避難時にお ける i屈

の仕末など ，大いに留意すべき事柄である。

次 lとモデュ ーノレの採用がある。事務所建築では 同じ平面の積

み重ねが多いし ，事務室内での間仕切など ，ある系列化したす

法によっ て処理する 乙となどによって ，建築の設計，材料の製

作 ，現場における作業などが，能率化されて経済的にもなる。

基準寸法の検討および決定は ，デザイン上の大きな要素の うち

の一つである。

第一生命新オフィスビノレ サンコン トロールと，防災上から，各階 1': コンクリート 造

のUl を設け た。外波は，耐和: セf . 鋼材の無虫色絞{ 上上 K よる， 7 イ γ クスの述窓である。

lt 物外 l乙は ，出 Jドあり，騒音あり ，雨，風 ，そして季節によ

っては事務作業に ふさわしくない i，'ut 皮や湿度がある。事務所で

はこれらを と手 lζ 遮断して ，心地よ い室内環境を維持しな くて

はならない。

事務所における色彩も注立を要する 。近年建築の色彩計四iの研

究が進み ，その 理論は確立むれたよう であるけれども ，場合に

よってはそ の理論を参考にしなが ら，人間が$ 直 [ζ 希望する色，

落ちつきのある ，あきのこない色の方が，事務所建築のように

サラリ ーマンが旬. 日 のように援する建物の場合 には ，向いてい

る乙とがある。人聞が昔から 身近かにあって ，非常に親近感を

持っているものは木材である o ij! 1吻は勿論 ，家具什器など広範

囲 !ζ 伎われたのは ， 1122か味のある木目とその色の ためであろ

う。近年鉄板やアルミ板， 合成樹脂板などにも木目をプリン卜

したり ，焼付塗装が施されているが，乙れも木目のパタ ー ンと

その色に特別な愛着を持っているからであろ う。

建築設備の技術は ，そのスタ ー トが遅かっ ただけに ，進歩に

よる変りかたがはげしし、。ーブj 建築構造の技術は電子計算機の

導入と相倹って ，超高層ビノレ砧築への道がひらけた。超高層ビ

ノレとなると ヒソレ設備は一段とむづか しい。設備はおのずから一

層高度なものになる。乙れまでのどノレではどうしても設備の陳

腐化が目立っていた。建築構造躯体の寿命が半永久という所ま

で来ている 。設備の寿命が延び，かっ ，陳腐化が避けられるよ

うになれば， ビノレの経済寿命は縮まる 乙とはなくなる。

ヒノレの規模が大きくな ればなるほと ， ビノレの維持管1 mとして

の，受付，警備 ，営議などに多くの人手を要するし ，光熱水料

も相当 lζ 嵩んで来るのである。とれらの ζ とについて設計のと

きから考慮 lζ 入れる必要がある。高級な設備をすると ， ζ れを

操作する高度の技術資格のある人も必要になる。事務所建築の

ライフとは直接なつなが りはないが多くの手をわずらわし ，多

額の光熱水料を使わな ければピ J レが運転で、きないようでは不経

済で ， 乙とにも検討の 余地が大 いにあるように思えるのであ

る。
( 筆者 w一生命勉設部)
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技 術 の 進 歩 と 建 物 の 生 命 (総論〉

白 石 登 喜 男

1. 建物の生命とは何か

一般に「建物にほ生命がある」といわれている。もちろん，

建物は無機物から成り立っているわけであるから ，通常の意味

における生命というものは存在しない。それでは ， 乙こでいう

生命とは一体何を指すのであろうか。

まず， 建物の設計者あるいは施工者にとっては ， 自己が設

計，施工した建物 lζ 対し ，あたかも自己の分身のごとき感情一

感情移入の作用が働く ， 乙の作用を称して通常「建物! とは生命

がある」という妄現がとるれている。

また ，客観的にみても ，建物には ，ＵＮ Ｑｾ 物あるいは他の建造物

と向じように ，生命( ライフ ・サイクル) といいうるものが確

かに存在する。

すなわち ，その建物が存在する時代の要請の変遷，技術の進

歩発展 lζ ともなう生活環境の変化などによって，ある時代 lこ盛

lζ 用いられた建築形式，建築技術，建築資材などは，一定期間が

経過すると漸次すたれてしまい ，次の新しい時代の建築形式な

どが登場，それらがその時代の主要な座を 占めるようになる 3

こうして，建物の生命は ，過去の迫産を受けつぎ ，それらを

土台として永遠に生成発展を続けていく。乙のようなこつの与

え方から「建物には生命がある J と一般にいわれるのであろう。

2. 古代から現代に至るまでの建物の変遷

上述のような観点から ，古代から現代 IL 至るまでミのわが国建

築発展のあしどりを ，その時代々々の建築上の特色を明らかに

しながら概観してみよう。

(1 ) 古 代 ( 原始時代かる平安時代 ζ ろ- 1190年ーまで)

旧石器時代，縄文式時代の住居は ，石器使用の技術と相ま っ

て，穴居を中心としていたが，弥生式時代，古墳時代 !ζ 至り ，鉄

器，青銅器の使用が一般化するにともない ，その生活，建築形

式も ifr 次変化をとげた。この時代 lζ は，建築資材として，かや，

草 ，木材，竹材，土などが使用され iJ 山uと平面的 I UJ<. 平の勤

線を主とした建物」が始めて出現したのである。

次 lと，550 年ごろ ， 新羅征伐を契機として仏教が大陸から伝

来し ， 乙れとともに大陸文化が続々とわが国へ導入されたが，

乙の文化はわが国固有の建物に大きさな影響を与えずにばおか
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なかった。

すなわち ，筆麗な寺院建築，宮殿建築が中心 となり ，それ以

前の建物は主流かるはづされることになったのである。

建築技術，建築資材面についても閉じ ζ とがいえ ，瓦，紙の

製法技術の修得によって，過去の草葺，板葺，桧皮葺屋根の生

命! ま一応終止符をうち ，瓦草屋根がとって代り ，また，始めて

竹，銅，鉛釘などを使用することによって木工技術が飛躍的な

発展をとげたりしたのである。

(2)  中 世 ( 平安時代かる安土，桃山時代ごろ - 1600年ー まで)

中世の末期，安土，桃山時代! こ入ると ，土木建築技術は ，曲

尺の使用，木劉法，規子B術の応用などによって大いに進歩，発

展した。

また ，左官技術についても ，それ以前の時代の壁が主材料 [ζ

葉，萌，紙，麻，糊に宰，米闘を使用した荒皇室であ った のに対

し， 乙の時代 lζ 始めて石灰，萌を主材料とし糊 lζ 海草を使用 し

た白壁が姿を現わし ，室電式白亜の土蔵建築 ( ζ の形式は ，防

火機能をも併有している〉が数多く見られるに至 った。

さる lζ ，塗装技術も長足の進歩をとげた結果 ，建物 l乙極彩色

の塗装を施すようになり ，仕上げも格段の美しさを誇る に至 っ

たのである。

(3) 近 世 ( 安土，桃山時代から某末- 1867年ーまで)

中世後期から近世の始めにか; オては戦乱 lと終始する時期であ

ったため ，勢い石垣積み ，貯水沼，木柵，板塀などの防備を主

とした建築技術が特異な発震をとげた。ただし ，その構築物は

いずれも ，山形，地形を利用した域とい うよりもむ しろ砦 lζ 近

いものであり ，いわば次の時代の先駈者的役割を果すものであ

っ7こ。

近世 lζ 入ると ，大規模な築城技術が急速な進展を とげ， 乙の

結果 ，前期の防備を主とした建築技術の生命は終りを告げると

ともに ，新しい城郭建築の時代が到来した。 ζ の城郭建築の伝

統は ，その後幕末まで存告することになったのである。

他方，民家については ， 乙の時代から防火を主目的と して土

蔵建築，塗家建築 lζ 屋根瓦を使用することが一般化し ，当時の

民衆の It存好を端的 lζ 反映した「水平の勤線を主とした平面的 lζ

広い建物」が全国各地で建築される! と至った。

乙の近世とくに江戸時代の建築技術 ｾｩ ，今日からみ て もかな



り高いAく准のものであったが，次の明治時代 lζ 人ると，これら

の伝統は ，西欧文明の影響をうけ終くべき変貌をとげたのであ

る。

(4)  現 代 ( 明治H引にから終戦 - 1945勾二ーまで)

わが国の外交政策は，明治維新を契機として，的問から一転

して fRJ 国へと変化した。

このため，西欧文明は活々とわか国 へ流入し，建築面l におい

ても過去の伝統を一掃せんとする勢 ρ てあった。

それ以前のわが園田干i の建築の生命は，この時点、においてほ

とんど途絶え， 乙乙 lζ 西欧の技術と; 軍然融合した新しい建築技

術の j J 強い芽が一斉に萌えl i ' 1 たのである。

いいかえれば，わが国の建築は，こ の時代に新しくとi れ変 っ

たのである。

それ以後，建築の発展テンポは，技術革新の流れに 沿っ て急

速に早まってくる。

まず，建築形式，技術面からみると，いよいよ乙の時代から

煉瓦建築の時代に入 った。

すなわち ，従来の建物は，前述のとおり ，主として水平の動

線を主とする平面的な建物であったが， 乙の時期以降始め て

三，四階建と「垂直の動線を示す建物」が主流を占めるに至っ

たのである。

煉瓦の製造技術は ，幕末ごろわが国へ導入されたが，現実 l乙

煉瓦造建物が完成したのは，明治 2 年 (1867年) の大阪造幣局

庁舎をもって鴨矢とする 。

また ，明治15年 (1882年) には，東京銀座通りに二階建赤煉

瓦の洋館が出現し，わが国最初 の 電 灯 ( アーク灯) が l 基設置

された。

明治30年 (1897年) 1ζ 至ると ，鉄骨，鉄筋コンク ー 卜構造の

技術が始めて導入され，わが国建築業界に根本的な変化をもた

らした。煉瓦建築の生命は ， ここで早くも終りを告げ，新たに

今 日まで続いている 鉄骨 ，鉄筋 コンクリ ー 卜の時代へと移り変

って行くの である。

なお ，耐iE構造理論について触れると ，明治24年( 1891年)

の濃尾地方大地 ｪｾ ， 大正 Ｑ Ｒ 年ＨＱ Ｙ ＲＳ 年〉の関東大震災の経験を

生かした独自の研究が進められ，その成果は . 鉄筋コンクリ ー

卜時代と相まって，地上30米までの 耐震構造建築を可能にした

のでめる。

次に， ｾ主築資材の進歩について概観してみよう。この耐の進

歩は，とくに日露戦争( 明治38年) 以降顕著であり，明治43年

(1910{内 外 装用化粧タイノレ( 当時は，建築用化粧煉瓦と称し

た) の' ! . : J l [ 2が開始され，また「テラコッタ J もそのころから輸

入され始めている。ここに ，従米の j奈喰主主壁外装の左官技術の

ＱＧＺ命は終り ， 次の新しい ｉｉＮｾ 代へ入ったわけである。

なお，この事実は ，単 lこ資材の変遷という函からではな く，

建物の外観に新しい去 と芸術性を生み:Uしたとい う点か らも注

目する必要がある。

以後に，建築附帯設備の進$，発展について概説を加えよう。

この分間でも ，その進歩は; 日露戦争後と くに著しく ，たとえ

ば水洗式便所の登場による汲取り式便所の退潮，また監付き暖

房，ストーブ式暖房などの直接暖房の普及による火鉢，こたつの

敗退，さらには直接暖房が温水 ・ステ ームによる間接暖房に座

をゆずる等々その変遷はまことにめまぐるしいものがあった。

(5) 現 代 ( 終戦から現在まで)

第二次世界大戦中 ，建築の進歩は 一時的に停滞したが，終戦

後再こji 新たな飛躍発展の段階 lζ 入った。

わが国の建築発展史上，近代西欧文明の洗礼を始めてうけた

明治初年から大正の始めごろまでを幼少年期，その後終戦まで

を青年期と ，それぞれ位置付けするものとすると ，終戦以降は

いよいよ壮年期 lζ 入ったという乙とができょう。

すなわち，終戦後わが国へ導入された欧米の最新技術の中，

過去に類例をみなかったものに土木建築工事の合理化一土木建

築工事の機械化 と 工程管理の自動化ーに関する技術があった

が，わが国の業界は 乙れらの技術をいち早く岨轡し ，わが国の

実情とマッチした新しい建築形式などを生み出すに至った。そ

して，わが国の建築技術水準は ，欧米諸国 [ζ 比肩ないしはそれ

以上にまで成長を とげ，現在におよんでいるのである。

もちろん，乙ζ まで発展をとげるに至ったのは ，大部分業界自

体の努力に帰する 乙と ができょうが，他面関連産業の発達が 乙

の発展を側面から援助した乙とをも見逃すわけには行かない。

さて，乙の時代における建物の特色は，その外観と機能性と

に求めるこ とができる。

すなわち，乙の時期 lζ 大型強化硝子の製造技術が開発され，
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建物の関口部の増加を可能にした乙と ，また軽量のカ ーテンウ

オーJ レの大量生産が軌道に乗った結果，鉄材万能時代は遂にア

J レミ ，ステン レス時代へと変質をと げた ζ と， 乙の二点か ら，

建物をして従来の建築デザ、イン上の束縛と 限界から開放し ，そ

の可能性を広範囲に拡張させる乙とができた。乙 のため，新し

い建物はいずれも色彩豊かな立体感 Ir : 満ちたものに なったので

ある。

以上，わが国の建築は ，政治，社会の動乱期一政権 の交替，

i出乱などーあるいは天災地変がそれぞれ節となっ て，今日まで

着実に進歩発展して きた。

ζ の間，建築のライフ ・サイク J レは ，近時とくに技術革新の

テンポが加速度に早まっ てきた乙と と対応し ，漸次短縮されつ

つある。最近では ，過去において数百年間変化しなかった建築

技術あるいは建築資材が，数十年いな数年にして根本的 lζ 改め

られる事例が間々見うけられるようになっている。

まさに技術の進歩と建物の生命とは逆比例の関係、にあるとい

う乙とができょう。

3. 将 来 に お け る 技 術 の 進 歩 と 建 物 の 生 命

上述のとおり ，今後は科学技術の研究が一層急 ピッチ で進み，

その成果が建築技術面に広範囲に利用されるにつれて，建物自

体の 新陳代謝 が ｾｉζ 行なわる乙とになろう。 との科 学技術面に

おける進歩の中でも ，とくに建物の生命の短縮化 に決定的役割

を来すであろうと，思われるものはエネルギー源 としての原子力

の利用と電子工学の研究成果の応用 ， この二つである。

まず ，エネ J レギー源としての原子力の利用であるが，たとえ

ば，将来は原子船などで具体化されているように ，建物どとに

小型原子炉が設置され， 乙の原子炉から屯) ] が建物内部 {ζ 供給

される時期がやってくると思う。

そうなれば，現在の電気，変圧，空調設備などは大幅な改廃

を余儀なくされる乙とになり ，そして良質，安価な電力が半永

久的 lζ 自給される結果，全階電灯をつ け放しにしておくととも

可能となり ， 乙のため採光窓なども消滅するかも 知れな い。

また ，原子力の利用によって，台風あるいは局地気象が コン

トロー ルできるようになれば，建築工期は大幅に短縮され，工

事費用面 lζ も影響を与えずにはおかないであろ う。さらには，

建築形式そのものにも変化を与える乙とも想像される。

次 lζ ， 電子工学の応用であるが， この点については ，まず

「屯子頭脳」が建物内部のすべての設備を集中管理する日がお

とづれると思う。

すなわち ，各建物には必ず「電子頭脳室」が設けられ， とこ

からの指令が内部のたとえば空調設備，給排水設備，エレベ ー

ター， 駐車場， 自動 ドア 開閉装置などに直接発せられる乙とに

なる。 ζ のため ，建物管理人員は現在の数分のーに減少し ，極

44 

端な頃合は ， どんな大規模な建物でも「電子頭脳室」要員 ，原

子炉室要員の他数名で事足りることになろう。

また ，電子工学の応用範囲はさらに拡大され，建設機械の自

動操縦化，携帯用無線器の普及による電話交換設備の不要化な

ども早|犯行なわれるとと間違いない。

f長後 lζ ，ll 築資材面 lζ おける進歩の予測を行なってみよう。

現在は ，鉄材 lζ 代り ，アノレ ミ，ステンレスが建築資材の主流

を占めているが，将来は ，合成樹脂にその座をゆずら なければ

ならない と思 う。

乙の合成樹脂 !ζ 種々改良が加えられ，強度，耐熱性などを増

した，建築資材として十分耐えられるものが製造された腕には，

骨材，外装仕上げ材あるいは建築金具とし て鉄，アルミ ，ステ

ンレスにとって代り ，色彩豊かなオ ーJ レプ ラスチックス製の詰

物が出現することになるであろう。

また ， 乙の時期 !ζ は， ￬￮ｊｾ子 ， 芯線Ｈ良導体の合成樹脂が発明

されるとすれば) なども ，あるいは合成樹脂製のものが使用さ

れるかもしれない。

ここに ，建物は天然、材使用の時代 Ir : 訣別を告げ，次の新しい

合成材使用の時代 lζ 入る乙とになる。

ま乙と lζ ，合成樹脂とそは未来の建物を予見する に もっとも

重要な鎚である。

4. 結

5oo 

E岡

以上，技術の進歩と建物の生命について概説を行なってきた

が， 乙乙 Ir : われわれは ，次のような顕著な傾向を読みとる ζ と

ができる。

すなわち ，前述のとおり ，建物の生命は技術革新によ って年

々短縮されつつあり ，最新技術を応用した新しい建物が続々と

建設されているが，現段階では ，まだ古い建物と新 しい建物と

が併存している状態にある 。古い建物はもちろん現段階でも都

市計画のもとに破境され， その上 lζ 道路あるいは新 しい建物が

建設されてはいるが， 乙れとてもきわめて一般的であるとはい

えない。

と乙ろが，将来は ，建築工事の合理化，建築資材の規格化，

合理化などが一層促進され， 乙れにともない建物の破壊，建設

に要する費用も漸次低減するであろうから ，建物は容易に破壊

されまた容易 [ζ 建設されるととになろう。

そうなれば，建物そのものの観念も変化 し，現在のごとく不

動産としてではなく ，ー箇の耐久消費財的性格を帯びるに至る

であろう。

建物の生命は日一日と短縮され，新しい建物が続 々登場，ま

た簡単に破壊される時代一 ζ の事態を， われわれは喜ぶべき

か，悲しむべきか，にわかに断定しがたいが，必ずやってくる

Ki 込いないと，思う。

( 筆者東洋不動産 K K専務取締役)



材料および工法の進歩と建物の生命

黒 山
石 之博

1. ま え が き

われわれが通常進歩と呼んでいるもののなかには ，と きとし

て疑わしいものもあり ，歴史的視野からするならば，退2f f では

なかったかと思わせるものもある。

しかし ，それらは個別的には非難されるべきかも知れない

が，より全体的観点から評価するならば，われわれ人類の進歩

の一過程にある貴重な体験として ，また因果関係究明の資料と

して ，その意義は少なくないものと思われる。

したがって ，それら個々の事象を休系づけ ，材料および工法

の進歩が建物の生命にいかなる影響を与えたかを解析し ，あわ

せて将来の問題をも追求するのが，与えられた主題の意図であ

ろうと思う。

と乙ろが，との作業は歴史的評価をなし得るだけの知識およ

び判断力を必要とするし ， さらにはある時間経過をした過去の

ものを対象とせざるを得ない。乙のような体系化 を したうえ

で，全体的な展望をし ，将来の判断 lζ 資するといったような乙

とは ，とても筆者の力のおよぶと ζ ろではない。

それとは別にほとんど技術的常識にも近いような ，個々の問

題を取りあげる ζ とは冗長に過ぎ ，単 lζ 資料の再盤理 lζ 終るこ

とになる。

そζ でわれわれ実務 lζ 携るものとして最も関心をひく乙と

は，体系をもった歴史的評価をある程度あきらめ ，正確さを あ

る程度犠牲にしても ，今日的な問題 lζ 対してどのような態度を

取った方が良いだろうか という乙とと ，今日対象 として取 りあ

げるのは ，どのような問題であるかを荒けずりではあるが提示

する ζ とではないだろうか。

そしてその真意は建築に関与するものとして ，今日の諸材料

および諸工法に対して ，できるだけ正確に把握しておく乙とは

義務でもあり ，たとえ冒険ではあっても ，その努力を続ける必

要がある と判断し ， 乙れを決定論としてではなく ，むしろ批判

されるべきものとして私見をまとめてみる乙とにした。

そのためと乙で述べるものは ， 全体を把握したうえではな

く，焦点を限定したものであるから ，煽重の訪りはまぬがれな

いが，乙れ も一部の立見 として存在する ζ と，およびそれらを

刺戟として ，より正確な把握へ と向う一方便としてのものであ

るととをお断りしておきたい。

表現の方法 としては ，その真疑 ，信怨性を検討するために ，

また別の資料参照するよな乙とは避 け，記述方法を取る乙とに

よって直ちにその判断を可能 lとするようにした。

2.  材料と工法の進歩

進歩というからには ，それらを評価する尺度が用意されてい

なくてはならないが，われわれは通常それを立識するととな し

に判断する 乙とが多い ，そのため甲のいう進歩と乙のいう進歩

とは食違う 乙とがある 。

それらの食違いは ，発注者，使用者，設計者 ，施工者および

材料業者とい う立場の追いに起因するものである。

たとえば建築家という枠内ではすでに建研の援助によって ，

建築家協会が材料性能のグレ ーディング表を作成し ，多方面で

利用されている。 したがって それに基づい て，ある系の材料で

は目的とする性能のグ レー ドが上昇した というととは ，その材

料が進歩した とみなす ζ とができる かも知れない。 しかし 乙の

グレ ーディング表は材料進歩の尺度として利用できるようには

計画 されていないので ，そのような使用方法はあまり意味をも

7こない。

ただ ζ れについて読み取れる乙とは，主として物理的性能に

力点がおかれ，本文の主題である建物の生命という評価は低次

lζ 考えられている乙とは事実であり，さらに施工性という要因

がない乙とからも材料という函を総合的 lζ 判定するには多少不

向きであろう と思う。

したがって乙乙で対象とするも のは ，個々の立湯を包括した

建築とい う場において進歩を論ずる乙と K ある。

そしてその方法論は ， 一般的傾向という総体的視野のもと

に，進歩の尺度となりうる要因を主要なものから順次列挙する

ことが良い とされているので， ζ 乙で もとれに準じて材料 ，工

法の進歩を計測す る要因をあ げてみたい。

(1) 物理的性能

材料というものは ， 目的意識のもとに使用されるものだか

ら，物浬畳で計測可能な性格をもつものである。そのため ，比

重とい うととも ，圧縮強さという乙ともその他諸々の言一l' iJl V可能
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な諸元は，それぞれ進少の尺J!!_ として jlk も，古味のあるもの であ

り，また進歩の尺j克を定! ? ; : 的 iζ 測定できるらのである。

(  2)  経済的性能

物B: H的性能 lζ 次ぐも のとして経済'tlloがあ げられる。すなわち

材料の選択方法でも f，，1t' k の下段が取られ，まず必ょたされる機能

を満たすか否かによって，フィルターがかけられ次いで経済的

フィ/ レタ ーによる選択が行なわれることは， 、可然なことであろ

う。経済性の制定要因としては，通常次のよ うに与えられ，

製品コスト+ 建築工事コスト

一ー ム維持符J ! f ! Ｇｻ ｾ＠ = トータル ・コスト

耐周年数

( 注) 製品コスト ( Pr oduc  t  cos t )  戸建築工事コスト ( Bui l di ng

cos t)  =1此終製品コスト ( Fi ni sh product cost )  

れ終製品コスト￷耐 ｭ 年数償却Ｎｻｾ

これらの相関関係によって決定つe けられる。しかしこの節. 定

はi . t 物全体については' x 胞されているが，例々の i取材について

は尖胞されていないし，まして付叫そのものとなると益々等問

視されている傾向にある c すなわち， i造物j 全体については ，税

法の: <i : め lζ 準じてそれを' C ，J : i 1 ¥し経済比校をするが，サッシにつ

いては ， 維持管ＮｬＺＱ ｒＧｻ ｾ は況 ｌ されたにして ｌ ， ＱＱＡ＿ 問年数について

は，いかなるものにも明芯されないし， ｾｬＢｩ ｦｬｬｊ しされていない。

さらに塗装材ともなれば，維持管理由さえも不明佐であり，竣

工時点のみの配応、しかなされていな、。

そして耐用年数ということをより正佼に去現するならば，機

能ITt iにおける劣化現象も含めな， -T" j " ばならないし，あたかも機

械などで実施されていると ｉ ｴｊ ｈｾ 二の経済計立をしなければ ならな

い答である。建築材料にこれが適用されていない乙とは ，本来

的にそうする必まーがないのか，または窓識的に避けているかの

いずれかであるが，少なくとも耐用年数というか建物の生命に

ついて関心の少ないことは事実である c

(3) そ の 他

( イ) 感覚的要因

建築は総て音| 側2 ' れることを前提としているわけでもない

し，逆にある面に関しては感覚的な商を電視するものもあ

る。したがって材料についてもこのことが当てはまる。これ

は物理的計測という材料の断面的判断の欠陥を補い ，全体的

把鐙をするのに役立つと共に，別な面では物理的計測を拒否

する面も持っている。これは定量化し得ないから ，主として

流行的風擦によることが多く，進歩といえないものもあるが，

ときとしてきわめて飛躍的進歩そ与えることもある。

( ロ〉 施 工 性

最終的 lζ 判定されるものに苑工の難易があげられ，主とし

て労働生産性という計測可能な面と胞てしやすさという技能

に属するものもある。

これらの要因によって材料とて法の進少を評価するものと思
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うが，こ IL  らの各要点が互に独立であって下渉する乙とがない

ならば，解答は比絞的 ｬ ｬｈＧｾになる筈であるが，実際は一方の成

功が他の犠牲を強いることになりかねない。たとえば機能は向

上した けれども ，11[日絡が卜. ったとか，現場施工が高度の技術を

必2 f とするようになったとかいうことがあって，必ずしも進歩

というレッテ J レをU，'j って良いものか必いものか懸念のもたれる

ものもある。

そして「控物の生命」という先注脅からみればきわめて重要

なことが，設計ｾ，施工ｾあるいは材料業苫からみて，第一義

的な関心事とは断言できないものをテ ー? とするとき ，その判

同がますますあやしいものとなって くる。 このように占いたか

らといって， it 物の '1ー命について無関心さを棋傍しているわけ

でもなく，現在モれを怪視しているJ i l l ¥l1Y! があるからこそ，乙れ

を改めてよ4直す必! 裂のあることを! 必ず るものである。

3. 建 物 の 生 命

1:. 命という言葉: 土元米生物に対して 1ft ｾ＠ 、ふれるものであり，

それを阪生物的に適用するのだか ら不自然 となるのは止むを件

ない。しかしそのために解釈が不正確にな ったの では，論旨自

体もあいまいなも のとなるので ，簡単に建物の生命 といわれる

ものの滋型化を試ム，本裁の対象施囲を限定しておきたい。

(1) 物理的生命

建物というものは ，その佼用者ーである人閣を度外視して考え

ることはできないが，生命ということを広義に把えるならば，

物理的な生命というものを考慮しないわけにはいかない。物自

体が自然環境の下におかれ ，崩壊過程に入る段階になれば，そ

れは物理的生命が終ったと判定することができる。これはきわ

めて除々に起ることもあれば，突然に死期を早められることも

ある。前者はロ ーマのコロシアム の ごと く，後者( 主ポンぺイの

遺跡のごときものである。

また別に自然環境が生命保持に f'j- 定的なものもあり，否定的

なものもある。前者は飛鳥 ，奈良などの寺社建築! こ見られ ，後

者は海岸近くの塩害あるいは硫化物による煙突などは著しい例

である。

ζ れらに類する事例は純工学的処理によってすでに多くのも

のが解析され，体系化している段階にあり ，かっ社会的影響も

大きいため ，材料，工法にしても無差別に採用される乙とはな

く，認可の過程を経るから，少なくとも建物の生命に好まし く

ない影響を与える ζ とはないし，総て公的に周知されているか

ら， ζ 乙で述べる必要もない。

(2)  社会的生命

建築が社会的要誌によって止まれるとするならば，社会的 lこ

存在価値が消滅すると同時に往笑の生命も終ると考えて良い。



しかし社会は単一評価を下すととはなく ，単位社会によって評

価尺度を異にするため ，あるものにとって建物の存在意義を認

めなくなったとしても ，別のものには ，まだ十分 lζ 価値のある

ζ ともある。

したがって建物の社会的生命は ，建物を評価する人々によっ

て左右され，一義的に定め難いから ，それらを除外して考え ，

そのような評価を左右する要因によって ，分類するのが良いと

思われる。

i  ) 経済的要因

建物の所有者は，連初の物理的生命とは関係なく ，その建物

を経済行為の手段として考える場合，現在の建物を存続させる

よりも ，廃棄した方が経済効果を増大すると判断するならば ，

直ち! とその行為を開始するであろう。乙の場合は工法，材料の

進歩とは直接関係なく，別の判定を必要とする。

i  i ) 機能的要因

建築物 というものを機械論的視野から把え ，人間諸活動を効

果的にするという機能的評価を優先視するならば，生活様式の

変化，生産活動の変化あるいは建築機能の進歩によって，過去

に建築された建物の生命評価は変化する。

乙れは建物自体の機能とそこに居住する人々の機能要求の 2

要因によるから ，やはり材料および工法という面にはそれほど

の関係をもたない。

iii ) 老化兆候

建物の生命は一般的に計測可能な物理的生命と ，筒別的! と計

測可能な上記 2 項の経済的，機能的要因のほか K 計測はなし得

ないけれども ，その部分的な故障などを臨床的 lζ 判断して老化

の兆候をみなす乙とがある。

サッシの腐蝕，タイノレの ;'1，1]落 ，外部からの漏水現象などは建

物全体の物理的生命を左右する決定的要因でもなく ，経済的，

機能的生命 lとも第 l 義的判断を与えるものでもない。

しかし乙の兆候ほ建物の所有者あるいは使用者 lζ 精神的，感

覚的な函かる ，建物の生命について大きな影響を与えるもの で

ある。

乙れは単 lζ 一部の 1]!1送! と留るず，老化のバロメ ーターとし

て，有効! と判断されることもあり ，まだ体系化されていないだ

けに ，建築の生命に影響するのではないかと恐れられる面をか

くし持っている。

4. 材 料 と 工 法 の 進 歩 と 建 物 の 生 命 と の 関 係

(1) 材料の生命と複合材の生命

材料および工法! 立総体的 lζ 進歩し ，かつある種の材料はきわ

めて著しく進歩したという乙とには恐らく異論を称える必要は

ない。 しかし複合材との生命という関係になると ， 個々の材

料 ，工法の寿命の延長がそのまま複合材の寿命に反影されたと

はいえないものがある。その理由は材料なり部材 なり が単独で

発揮した寿命の伸びを他の材料が抑制している現象がみられる

からである。たとえば塗料: ま単独皮勝、として生命を延長 しで

も，下地の寿命が従来と変るないならば，全く意味をもたない

乙ともある。 ζ のように建築は全て材料部材の組合せによっ て

成り立つために ，まずその相互関係をa援しなく ては建物の生

命 lと寄与する乙とができない。

(2)  材料の生命と建物の生命のバランス

自動車などではいくつかの尺度によって大体寿命がきまって

いて，生産者も使用者もそれを認識しているが， 建築の場合

は，そのバランスが均整 fじされていないしそれを表現する乙 と

もしていない。ある材料，部材が数年で用をなさなくなった場

合 ，施工者は当然の常識と考えたり ，使用者は意外な故障と受

け止める場合もある。もしそれるについて適正な標準が両者に

あらかじめ知らされているなる三，現在より明朗な建物ができ

るであろう。建築物 !C対して使用者がもっ不信感は設計者ある

いは施工者が材料の生命と法物の生命にバランスを考慮してく

れないという面 lζ 依存することが多いっ

(3)  既製化と建物の生命

建物の生命について悲観的要因: まかりではなく ，好転する兆

がないわけではない ，それは従ぷ現場作業 lζ 依存 していた もの

を既製化する勤きであって，この結果建物の生命とい うものに

多少の概念変換をもたるしたことである。既製部材は組立工程

によるため ， もしその逆の工程を辿るならば，解体する乙とが

可能になる。

この乙とを意識的! と採用すると，あらかじめ寿命の短い乙 と

が不可避的であるような部付を， -"Jl. ｾまらし可能なようにしてお

くと ，その部分が老化しでも簡単に取り替えるこ とが可能にな

る。そして単 !ζ 取り替え可能というだけでなく ，その時点でそ

れぞれの部材の寿命が均一化するように意識的に計画できる乙

とになる。

5. む す び

常日頃考えてもいなかったテーマのため ，適切な内 容を盛り

込む 乙とができなかったが，情論として ，われわれ建築 lζ 携る

ものは ，建物の生命という乙とに関して ，より深い関心を示す

必要があり ，またその義務がある。しかしそれは単に個々の材

料の生命という範囲だけでなく ，建物という次元で考える必要

があるが，それも単に寿命というものだけでなくバ ランスを考

慮しなければならない。さらに建物の生命は ，建築産業の工業

化という気運によってさるに正確に表現され ，意識されていく

ことを付記しておきたい。

(:('吉 田{ 竹中工i ! i 庖生産本部生産技術管理課長)
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設備の発展からみた建物の生命

高 4膏 誠 義

ま え が き

与えられた表題の芯味は ，近代建築のと1 : : : 命は長く ，40年- 60

年あるいは 100 年とも言われているが，その (1:1の一部である設

備は最近の技術の急速な進歩発展のために20年もすれば旧式と

なって使いものにものにならないというとと ，つまり ，耐久性

からみた建物の生命と機能的にみた設備の生命とは食い込i って

いるという乙と ， すなわち，ｾ物のＧ宵組と仕上げはしっかりし

てまだまだ長持ちしそうだが，内部の設備は最早老化していて

使用にたえないということを，もl 用価値の点からみてとの建物

の生命は終っているとみなすということであろう。しかし老化

というのは設備の発展からみた老化であって，そのものが消耗

や損似して使用できないという意味ではない。

以下一般の事務所ビ J レを対象として述べたいと思う。大阪で

は堂ビ J レが大正12年 {ζ 建設されてから ，今日まで44年間，その

他在を誇ってきたようであるが，堂ヒソレの設備は建設当時ラジ

エータ ーによる直接暖房であって， 乙れでも当時としては近代

性を仙えた設備であった かも知れ ないが，: Q，; : 近のビノレの必須条

件である空調設備の要望を満してはおらず，ついに 5 ， 6年前

{ 乙ビル の空調設備工事とそれに伴う建築の改造工事実施に踏切

ったのである。これによって堂ビソレは清新の息吹きを吹き込ま

れて蘇生の思いをしたであろうが，先 lζ 述べた意味で当ビ j レの

生命は機能的 lζ は 5 ， 6 年前に一応終った とみなされよう。

住友本社の場合も同様であり ，他 lζ もζ れと同線なケ ースが

各所でみられるが，このように設備部門では技術上の新しい様

式が開発，実施忘れて行 くと，古い線式は次々にす たれて行っ

て人気が泉えるととになるし ，建物内設備機能の不便さが目 立

ってきてそ乙に生活することが次第に湛え難くなってくる。乙

の乙とは空調設備だけで なく設備一般についてもいえるととで

ある。

たとえば電気設備の照明についていえば，昔のビソレで- はほと

んど白熱灯が使用され，照度も 100;レックスか200ノレックスが適

当とされていたが，最近は蛍光灯が多く ，! 照度につ いては1960年

のJ IS照度基準では ，事務所の場合500;レックスとされており ，

米国! 照明学会では 1， 0∞- 1，500; レックスを推奨している状況で

ある。古いビルにこの要求を満たそうとすれば ，照明 ｾ只の白
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熱灯を蛍光灯lζ 切り 主主える ζ とによって目的が達せられる以合

もあるが，照明用アウトレッ 卜の配置替えをするとともに提具

の数とビルの電源容量を増さなければならない場合が多い。 そ

のためには ビソレ内の電気配線，配管は勿論，電気室への引き込

み， トランス容量の泊力[1，配屯盤の模様替えなど根本的な改造

が必皐j となってくる。したがって，あらかじめ将来の包気容品

別を見魅 して設計 しであればさ ほどでもなかろうが， 一般には

ーのような改造は建築各郎の変更工事を伴い ， 乙のビノレを使m

しながら工事をすることは大変厄介なものとなるのである。そ

れでもなお乙のような改造工事を断行すれば，その建物の! 照明

に| 刻する生命は - J I寺的 lζ 延びる乙ととなる。

また ，エレ ベーターにしてもその運転方式は昔:は交紘一段ま

たは交流二段であったが，最近の両信i ビノレはほとんど直流ギヤ

レスでしかも群管理が採用されている。近代生活のテンポが口

増しに速められている今日 ，旧式のエレベ ーターでは振動があ

り，スピ ード も扉の開閉動作も遅くうっかりすれば扉に身体が

挟まれる危険がある。以近のエレベ ーターは自動運転が多く，

巡松は主筏滑かであり ，好降 JI 与聞も待H奇聞も短く ， ｊｪｾ＠ 1ζ 身体を

挟まれる心配もない。他の新しいビノレのエレベーター が総てこ

のようなものであれば，旧式のエレベ ーターを新しいものに取

り替えたくなるのは人的であろ う。と乙にもエレベ ーターの機

能的な生命がある。

従来一般に建物の生命といえばその耐周年数で現わされてい

たが，以上のよ うな意味では建物自体の耐周年数の如何にかか

わらず，その機能上の利用価値によってその建物の生命を推測

しようとするのが表題に対する私の考え方である。

設 備 発 展 の 経 過

およそ建築の設備についてはそれぞれに機能的な生命があっ

て，乙れが建物の生命 lζ 関係する乙とを先 !ζ 述べたが，個々の

設 {1mについてその機能的生命を知るためには ，それらの技術的

な変遷をみる 必要があると思われる。また将来のビルの設備の

生命を予測するととも必要かと思われるが，こ れは難しい問題

であって，最近の技術の進歩発展のテンポが次第に速く ，今後

の進展を予測する乙とは容易でない。 しかし ， 乙の予測は難し

いとしても ，旧来の設備の今日までの進展振りから将来のそれ



を煩惟するととも不可能ではないであろう。

以上二つの理由 によ って，過去か ら現在までの設備発展の経

過を辿ってみる乙とも必要かと思われる。 しかし ，従来設備の

発展史に関する文献 らしいものはあまり 見当ら ないので，座談

会の記録や人伝に 聞いたものによって判断するよりほかに方法

はないようである。

乙乙では設備工事の内，建物の機能的生命! こ関係の深いエレ

ベーターと空調設備に ついて過去の充展経過を調べてみる ζ と

とする。

(1) エレベーターの沿革と寿命について

イ . 沿 革

エレベーターの濫しょうは 1853年，ニュ ー ヨー ク万国博にさ

かのぼるが， 日本では 1890年( 明治23年) ，東京浅草公園 の通

称12階に第 l 号機が現われている。( 速度50尺/ 分〉

その後明治29- 34年にはアメリカから輸入され始めている。

アメ リカでは 1904年 ( 明治37年) にすでに ギヤレ スエレ ベー

ター第 l 号が現われ，約50年間の技術の進歩を物語っている。

明治36年，大阪天王寺公園 (ζ 第 5 回日 本勤業博覧会開催の と

きと，大正 2 年，千日前楽天地にそれぞれ国産 エレ ベーターが

アメリカのものを模倣 して設置されている。

大正 4 年頃から一般ビ J レの国産乗客用エレベ ーターが現われ

始め，大正11年には大阪市役所にも納入されている。しかし，

以上国産機はいずれも交流方式の簡単な機能のもので ある。

その後日本のビノレの高居化{ 乙伴ってエレベ ーター も高速度の

ものが要求されるようになり，昭和 2 年，アメリカのギヤレス

エ レベ ーターが日本における第 l 号として東京三井本館! こ設置

された。

昭和 5 年，アメリカ のシグナ J レコントロ ーノレのギヤレスエレ

ベーター ( 速度 150 m/mi n) が日本 l乙納入されている が， これ

は現在の群管理方式の走り とい えるものであろ う。

昭和 6 年，国産ギヤ ー ド第 1 号( 速度 90 m/ mi n) が現われ

ている 。

Il B和11年，国産 ギヤレスエレ ベータ ーが大阪宇治電ビノレ [ζ 設

置され，そのう ちの l 台は現在も伏用されている。( 速度120m

I min)  

昭和28年頃はギヤ レスエレベ ーターの制御回路 ，D C  230 V  

を D C125V ，ζ 電圧を下 げて リレ ー類を小型，長寿命のものに

変 え， また磁器増巾 器 を使用したフィ ー ドパック制御によっ

て，技術の革新が行なわれている。乙の頃の新技術によるギヤ

レスエ レベ ーターは東京東急ビソレ ( 現在の東松i百貨問ヒソレ) ， 

福岡岩田屋などに設置されている。

昭和38年頃になると技術がさらに進歩し ， いわゆるダイ レク

ト，メ ジャ ー レギュレ ータ一方式を採用して無音無振動運転と

ともに，実効速度の飛躍的な向上をはかつている。なお乙の頃

Ａ こはビノレの超高層化にや ｉｾ ってエ レ ベ ー タ ー の高速 化 が求められ

ている。とれらの条件を満すものとして名鉄 パスタ ー ミナ ルビ

ノレ， 日木不動産銀行 ピノレなどがある。また乙れに先立ち群 管理

方式が登 j易し ，名古屋名鉄ビ ノレ，大阪新住友 ビJ レなどに採用さ

れ，現在では ，高速エ レベータ一群が具備すべき必須条件のー

っとなりつつある。

乙の他に昭和35年にはエレベ ーターに関する JIS 規格が制定

され，今日まで，い わゆる規格エ レベーターが一般に普及して

いるのである。

ロ. 寿

ぷ会、

ロロ

明治34年，大阪日本生命保険会社へアメリカ製エ レベー ター

が輸入設置されたが (速度 80 択/ 分) ，約60年間使用された後

lζ 上野国立博物館に移管展示されている。そのように長寿命の

ものもあるが，一般の エレ ベーターでも所要部品の取り替えを

行ないつつ ，適当な保守管理をするならば数十年の使用に堪え

るで あろ う。ただし ，技術は日進月歩であって，既設の エ レベ

ーターが際腐化したために ，撤去して新製品と取り替えたとい

う例は各所 lζ 現われている 。

さきに述べたとおり ，アメリカでは50年聞に初歩のエレベ ー

ターから ギヤレス エ レベ ーターまで進歩したが， 日本では当初

アメリカのものの模倣ばかりであ ったために日本独自の技術進

歩の度合は測り難い。 しかし ，国産のギヤレ スエレ ベーターの

誕生は昭和 11年頃であって ，17， 8年後の28，9年 lζ はギヤレ ス

エレ ベーターの技術的革新が一つ現われている 。期間は 17， 8  

年であるが 戦時中の休眠時代を 差し 引けば Ｑｏ ｾＱＵ 年位Ａとなるか

と思われる。次の技術的な革新は Ｑ Ｐ 年後の Ｓ Ｘ ｾ Ｔ Ｐ 年に現われ て

いる。したがって， ζ の聞に旧来の既設 エレベ ーターに飽き足

らずとい うよりは時代の必要に迫られて新 しい ものに取り替え
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fこ数例がある。

1. 大阪トヤマヒソレ

第 1 号機，昭和27年設置( DC ギヤ ー ド)

昭和40年撮去新設( 最新の制御回路の D C ギヤー

ド〉

第 2 号機，昭和28年 設 置 ( 同 上 )

昭和42年 撤 去 新 設 ( 向 上 )

2.  大阪第一生命ビ J レ

昭和28年設置 ( D C ギヤレス〉

昭和42年撤去新設( フィードノミック制御方式〉

3.  毎日大阪会館

北館 昭 和31年設置 ( DC ギヤレス)

昭和41年金自動群管理方式 lζ 改造

南 館 昭 和33年設置 ( D C ギヤレス〉

昭和40年全自動群管理方式 lと改造

乙の場合僅か 7 年間で取り替え た乙とは早過ぎるよ う

であるが，経営者が早く経済的利点をキャッチしたた

めと思われる。

乙れに似たような実例は上記 3 件だけでなく ，他にも多くみ

られるが乙乙では省略する。

以上エレベ ーターの沿革と寿命について述べたが， エレベ ー

ターの法定の減価償却期間は20年，すなわち法的寿命は20年で

ある。しかし ，実際 lζ は数十年も使用 lζ 堪えている ので，建築

の耐用年数 lζ 近いようにも思われる。ただ し，技術を25- 恕し た

機能的な寿命は上記の例 lともみられるように ，10年- 15年であ

ろう。 今後は乙の期聞がさらに短縮されると思うっ

(2)  空調設備の沿革と寿命について

イ. 沿 革

日本における直接温水暖房の始まりは明治17， 8 年頃かと恩

われるが，その後蒸気暖房，真空式蒸気暖房，温風暖房と進展

している。しかし ，暖房だけでなく一般空調設備の起源として

は，アメ リカでは 1902年( 明治35年) 1<:: ，キャリア がピッツパ

ーグの夜話で温湿度調整を思いついた時期までさかのぼるべき

かと思われるが， 日本では明治38年頃すでにキャリアのスプ レ

ー装置を輸入して工場の空調 lζ 使用したと聞いている。

大正11， 2 年頃からは ，一般ピノレにもアメリカかる輸入した
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キャリア式エヤ ー ワッシャ ーを使用した井戸永冷房が始まづて

いる。当時の空調 lζ 関 して はほとんどがアメリカの模倣であ っ

て，その後しばらくは 海外の知識の吸収時代 といえよう。

大正13， -1- 年頃に なると 国産アドソ - ) レ脱湿空調が流行 し始

め，その後しばらくは寿命を保っていたが，間もなく との方式

はすたってしまった。

昭和 2 年墳にはアメリカ ， ドイツなどから冷凍機の輸入が始

まった。乙れる! 主主として炭酸ガス，アンモ ニヤの冷媒使用で

ある。

昭和 6 年 lζ は国産冷凍機第 l 号が現われ，その後次々と各ピ

ノレ[ こ納入されている。冷媒としてはメチルクロラ イド ，メチレ

ンクロライドなどを使用している。

昭和 8 年 lζ はウ エザーマスタ ーという空調の個別制御装置が

現われて い る 。 ( 今日の ウエ ザーマスタ ーとは異る〉

昭和 9 年には フレオンガス冷凍機が現われている。

昭和10年にはヒ ー トポンプやクライメ ーター が現われてい

る。

戦時中は主として撞船の空調設備など軍需方面の特殊の技術

市要のため，一般の平和産業と途って空調設備はさ ほど停滞す

る乙となく ，かえって戦後の技術発展! こ役立ったか と思われるつ

戦後はアメリカ技術の輸入が活発化し ，次々 と空調設備のビ

J レが出現している。

昭和26年には本格的な高速ダクト方式が現われている。

昭和27年にはハイスピ ー ド，ハイプレッシャ ーのインダクシ

ョン 式ウ エザーマスター が現われている。

昭和28， 9 年には吸収式冷 ;j i 機が現われている 。

昭和30年頃から益熱槽が使用され空調設備の熱経済 lζ 貢献し

ている 。

昭和38年頃にはデュ アルダクトが一般に使用され始めてい

るコ

ごく最近はガスエンジンによる冷i点検運転や吸収式 とタービ

ン認動のタ ーボ冷凍機のシリーズ運転などの新方式が現われて

いる。

なお ，空調設備に深い関係のあるものとし て自動制御の 問題

がある。 ζ れも アメ リカの技術こ負うところが多く ，当初かる

輸入方式をとっている。すでに昭和 L 5 年頃から空調設備に



は自動制御が採用され， その制御方式は電気式と ，空気式と両

方が採用さ れていた ようである。戦後本格的に自動制御が採り

上げられたの は27"' 29年頃からであって，アメリカの影響が強

く，全面的に空気式が採り入れられていたが ，ーー官官に は電子管

コユ ［も併用されている 。その後簡単な設備に電気式がｾく採用さ

れ始め ， 次第に電気式が 一般化するに至った。 しかし，故近

5 ，6 年前からはビルの大型化と経済性から ，また空令いえが復活

し，検出端は電子管という併用方式が現われつつある。なお，

中央監視装置 とし ては ，昭和30年の始め頃までは中央監視盤 l乙

温度，温度，電流，電圧などの指示計，記録計などを取り付け

る程度であっ たが， 次第に動ノJ の故障表示の監視ランプ [ζ 変

り，さら にグラフィ ック盤が現われるに至り ，こ のけ」に動力全

部の監視 ラン プと操作用抑ボタンを並べるようになった。その

後開ボタ ンの数を減 らすことによってよりコンパク卜なグラ フ

イック盤が現われている。さらに最近の大きな技術変革とし て

はセレク トグラフ ，スキ ャニング， ピン六 ー ドなどの出現によ

る中央監視お よび全自動運転方式であろう。さらに セレクタ ー

コー ドシステ ムなどの 出現によって自動制御の高度化が計られ

ている。なお，最近は電子計算機と自動制御装置との併用によ

って，ヒソレ管理資料の整備と空調設備の経済運転が計られてお

り， このよ うにして技術の進歩はたえまなく大き く前進を続け

ているのである。

ロ. 寿
. Aー

ロロ

前節で簡単な 空調設備の沿革を述べたが，ここでみられるよ

う に ， 空調設備では ＱＰ 年 ｾ Ｑ Ｕ 年の期間をおいて大きな技術的革

新が現わ れたということではな く，毎年のよ うに目新しい方式

が撞を接 して現われているのである。もとより日本の空調設備

技術の進歩は諸外国特にアメリカ のそれに負 うところが多く ，

アメリカの技術の進歩に何年か遅れて追随しているのが実状で

あろ う。

ところで，乙のような技術の進歩の うちで最も変革の大きい

ものは直接暖房から空調への移行で: ある。日本のビノレにおいて

は，明治17， 8 年 lと始まった直接暖房から ，昭和初年の本格的

空調の開始まで約42， 3 年を要し ，比絞的長期間のように思わ

れる。すでに述べたように堂ビルは38年振りに ，住友本社の場

合 は31年振りに本格的空調に切り替え ている。ただし ， ζ れ ら

の切り替えは早くからその要望があったとしても ，各ヒソレの事

情によって遅延しているかも知れないし ，また i政時ヰl の平和産

業の停滞期閣を考え合せ ると ，直接暖房からみた機能的寿命は

ＲＵ ｾ ＳＰ 年位かと考えられる 。

一方戦後のビ ノレ については，たとえば大阪大和ビ J レは昭和27

年に竣てしたか，その後ビ、 J レ使用人員の泊加，照明照度の上昇

などによる冷房負荷の増加を来たし ，そのため冷凍機界最の増

強工事とそれに伴 う建築の改造工事を昨年実施した。乙のビ J レ

の場合は設備機器類の機能の老化による改造というよりは ，時

代の要求に伴う冷房負荷の自然増に対する空調設備の補強とい

った方が適 当であろ う。しかし，この場合も古いビルと同様に

機能 I→必要な改造であるが，古いビノレでは改造までに 30年以上

を経過しているのに対して，このビルでは 13，4 年より経過し

ていない。五2・近の技術革新のテン ポが速められていると とを示

す一例といえよう。今後の空調設備の技術革新がどのよ うに進

展する か予測できないが，たとえば電子冷房が実用化されて空

調設備に大革命が起るかも知れない し，その他各種の革新が次

々と現わ れる 乙とと，また その テン ポがますます速め られるで

あろう こと が予想される。した がって，設備の機能的老化によ

る建物の生命はさらにさらに短縮されることであろう。

あ と が き

前章でエレベ ーターと空調設備に関する沿革と寿命につい て

述べ，そ れらの発展が建物の生命におよ lます影響 と将来の 技術

革新などに触れたが，イ也の設備についても乙れと似た ζ とがい

えると患 う。

以上私の述べた ζ とは表題の内のごく一部であって，その見

方 もおおまかであり ，なお多くの問題を残していると思う。紙

面の都合もあり ζ の辺で止める乙ととするが，設備の発展から

みた建物の生命 というとと は大 きな 問題であり ，建築，設備な

どに 関係 される方々には色 々と乙 れに関する御意見を御持ちの

ことと 拝察される。 今後乙のよ うな御高見を拝聴する機会も得

たいし ，また今後乙の問題 lこ対する各方面の調査研究と ，信ぴ

ょう 性のあ る建築設備発展史の編さ んを望んで止まな い。

( 筆者 ・限大林組取締役段備部長〉
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「耐 周 年 限」お ぼ え が き

輪 雅 久

1. 建築学会の近畿支部にも ，最近ようやく建築経済関係の委

員会が発足 して，その方面の有志が定期的 lζ 会合を持つように

なった。有志といってももちろん専門の研究者から ，あまり縁

のなかった筆者あたりま でを含めて ，小人数で、あるから ，一括

して有志といっても失礼にはならない乙 とと 思 う。

建築経済という領域が，建築学全体の中でどのような役割を

持つべきなのかといった事柄は ，まだまだ今後の活動によるの

であろう し， またそのような活動が協会や学会などを中心にし

て大いに進められる乙とが望ま しいのであるが，ひとつの専門

分科と して確立するまで，もうす乙し時間のかかるととであろ

つ。

2.  乙乙で与えられた題目は ，地域社会の変貌と建築の生命と

いうのであるが，とくにそのような観点で考えを整理するより

も，筆者の知っている限りで，戦後そのような建築経済につな

がる研究のすべり出しを記してみたいと思う。

3.  戦前の話は筆者はよく知らないが，終戦前の文献として戦

後しばらくの 乙ろよく見かけたのが，原沢東吾著の日本建築経

済史であった。後 lと生産史と名前が変ったのであるが，建築経済

という言葉を字面で見たのは私にとってそれが最初であった。

4.  昭和24- 5 年までに ，大学などの研究活動はようやく軌道

に戻りかけたといえる。しかし園内的にも圏外の乙とも文献や

研究情勢にしても ，印刷物として得られるものはまだ少なく ，

口伝てによるか，せいぜいガリ版程度のかな しい時期である。

大きな主題は ，住宅復興であり ，都市復興であった。また並

行して戦中 ，戦後の空白を埋める研究作業が，容さやかに続け

られていたといえる。研究費などの面でも ，また研究の進み方

にしてもきわめてささやかであった。

乙のような事情の中で，建築経済の領域 lζ 関係 して行なわれ

ていた作業は ，ひとつには「住宅」に関する経済の研究と ，容

積制や都市の高層化を考えようとした建築物の経済 lζ 関する研

究などがあった。

学会の研究発表もまだ部会が二三! と分れる程度で，住宅問題，

都市計画 ，防災，経済といった部門は一緒であった。物価庁の

谷重雄氏 ( 現都立大教授) ，衆議院事務局の早川文夫氏( 現名

大教授) など ，その途の専門家で淡々とした語りロの発表をよ
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くうかがったものである 。

京大，東工大，早大な どの関係はよく知らないが，東大， 日

大 ，建研などで，ぽつぽつ乙 のような建築経済 という 領域で専

門家の卵が育ちはじめたのは ，その乙ろといえ よう。 それに し

ても ，何年おきかにひとりとい った状態であ った。そうし た人

たちの研究というより勉強も ，非常に乏 しい情報源を手さ ぐり

で求めながらの血の出るよ うな試行錯誤でめった といえよ う。

徳永勇雄氏訳の R.P. Bolt on 著「建築物の経済J ，古川 修氏

紹介の 「米国住宅産業の分析」などのガリ版を見る とそのとろ

の事情がよく思い出される。

5.  建築物の寿命 lζ 関する研究も ，ようやく乙の乙ろからはじ

まるのであるが，その主題は住宅であった。不備な統計や ，経

験的判断による建物の寿命についてはいくつかの説があ ったと

しても ，統計的な検定にもとづいたものはなかったのである。

エしてそれを開拓したひとりが実は関野克氏 ( 当時東大第二工

学部教授〉であった。その総まとめ! と当る報告書の緒言を失礼

かもしれないが引用させていただく乙とにする。

『本奈良市民家調査研究は昭和22年以来の科学研究費の援助

による民家の耐用状態の調査についての最終の報告で応る。敗

戦直後住宅復興がやかま しく論じられたとき ，政府は戦災で失

なわれた住宅の建設に力を注ぎ，長期計画を戦後経済との平衡

においてたてるのであったが，在来住宅の老朽化については顧

る隈がなかったし ，昭和初年の生活水準 [ζ 戻すといっても ，当

時の経済力が住宅 lζ 反映したその結果に ついても明らかにして

いなかった。私は日本住宅の耐用状態につい ての調査研究の極

めて大切である 乙とを感じ ，昭和21年 4 月から 3 カ年計画で当

時の学術会議による 科学研究費の援助を仰いだが，認められな

かった。しかし第 8 部第 14研究班，都市復興第 2 班都市復興住

宅の班研究 IC加えられて ，調査 ，研究を進展させる乙とができ

た。 乙のときの援助額は5，000円であった 。一方伊藤( 鄭爾氏)

は昭和21年 4 月から大学院学生と して協力する とと になり ，最

初! と たてられた目標は家屋年令構成であ って，伊藤の努力によ

って千葉県の各都市が所有する昭和 2 - 3 年の家匡調査カ ー ド

をもととして ，千葉県下の佐倉町，佐原町に ついて家屋年令構

成が明らかに された 。ついで 7 月 lζ 佐倉町 ，11月に滋賀県八 幡

町の本格的な民家の耐用状態の調査を関野と伊藤は行なった。

その結果は①「木造住宅の百周年漫についての予備的考察( 千



葉県佐倉町の場合) J 建築学会大会，昭和21年11月23 日，として

発表 した。 昭和22年度は第 8 部第17研究班民家建築 lζ 加わり ，

「民家耐用状態の調査」 として 6，000 円の援助を うけ，22年 6

月に愛知県西尾町の調査を名古屋工業専門学校 O 助教授の協力

を得て行ない，また22年 3 月K 福島県中村町の調査を学生A 君

の卒業論文と して指導 した 。 ζ れまでの調査は ，中等学校およ

ひ川、学校 lと依頼 して その生徒なり児童の住宅についてカ ー ドの

記入 してもらう方法によったから ，その結果をもってその都市

を代表させる 乙と は不可であって，乙乙 lζ 伊藤によって抽出調

査の理論的探求が始められ ，22年11月戦災復興競技術研究所第

1 研究部と協力 して，千葉県船橋市の住宅についてその保安状

況の調査に抽出調査を始めて応用した。一方昭和22年度におい

ては，家屋耐用年限と家屋年令構成の間の理論的な関係も見出

された。その結果は伊藤鄭扇! とより ，②「家屋耐用年限につい

て」 建築学会大会，昭和22年 7 月13 日として， 佐倉町内郷町 と

八幡町の耐周年限の確率曲線の作図法 とピアンス曲線による解

析を発表。ついで伊藤は昭和23年 3 月，@  1家屋耐用年限の理

論的考察」と題して ，定常状態の場合，年令構成曲線 f ( x ) と

耐用年限の確率曲線 g ( x ) との聞に f ' ( x ) =- g( x ) なる関係

あるを説いた。また関野は昭和23年 3 月 ，@  1木材置と耐用年

限の関係についてJ と題 して ，木材需給計画の一資料を提供，

昭和23年 4 月の論文集第37号 [ζ 発表した。また伊藤は昭和23年

11月 P L A N2 号〔前川設計研究所編，雄鶏社刊 )1ζ ，⑤ 「耐用

年限理論序説」と題して従来得た研究を纏めるとともに耐用年

限の理論経済学的解析を試み た。そ の間昭和22年11月伊藤は ，

@ I 中世奈良の庶民住宅の耐周年限J を発表 している。

昭和23年度は研究班はなくなり個人研究と して引きつづき科

学研究費16，000円の援助を得て ，奈良市の民家について抽出調

査を行なう乙とと し， その中心を予備調査 と計画の樹立におい

た。伊藤によって近代的な推計学による 抽出理論の研究も統計

数理研究所の小川濁次郎氏の指導を得て行なわれた。( 中略〉

昭和24年度は引きつづき 40，000円の援助を得，病床から伊藤

の奈良市民家調査計画が届いたのでいよいよ笑施の目的をはた

す ζ とができた乙と本調査報告の通りである。ただし 抽出調査

理論は ，終戦後日本 lζ 紹介されかっ著しくその価値の高いと と

が認識された一方，その基礎をなす推計学は高級であるた め，

未だ建築や都市計画方面での応用は試験の範囲を山ないであろ

う。( 中略) なお奈良市民家調査については昭和25年 5 月，⑦

「奈良市民家抽出調査方法の実際J ， 8 月③「奈良市住宅の構

造的耐用年限 について J ， 9 月①「奈良市民家抽出調査概要」

をそれぞれ建築学会で発表している。

乙の奈良市民家の調査研究の基礎 となったリスト ，カードと

調査カ ー ドは ，永く東大第二工学部( 昭和26年度から東京大学

生産技術研究所) 1ζ 保存すると同時に ，調査に多大の援助を願

った奈良女子大学にその写しを保管していただい た。( 後略 ) J

( 抽出調査による奈良市民家の研究 0949年12月- 1950年 2 月実施〕京大第二工学部建築史研

究室より引用 )

乙の報告書が印刷される乙ろ ，昼食のあ となどによく座談で

うかがったのが，サンプリングや，ジブラ分布の話ーであ った。

文化財の関野先生というよりも個人的! といわしていただけば，

私にとっては ，ジブラ曲線の 関野先生である 。そ してまた ，研

究作業の経過と内容を第三者的にすべて記録 して ゆとうという

ドキュメ ンテーション の関野先生である。

6.  乙うした条件の中で，サンプリングによる住宅調査やその

結果の解析ある いは理論研究が進められていったのであるが，

当然にその対象は非戦災の市町村であった。大中都市の調査

は，上の引用にも登場する復興院技研( 現在の建設省建築研究

所) 第一研究部で ，新海部長や宮崎元夫氏 などの手で，非戦災

の京都市，金沢市などについて進 め られた 。そ れぞれ報告書が

出されている 。

また 乙の時期，昭和25年ごろまでに ，東大丹 下研を中心とし

た建築物経済の領域の研究や ，あるいは国民経済的な住居費関

係の研究があっ た乙と もメモ lζ 止めておく必要があろう。関東

支部の研究発表会での ，きわめてあざやかな立体グラフによる

発表は今でも強く 印象に残っている。

他の研究機関でも恐らくさまざまな試みがくり返された 乙と

と思うが，私的なおぼえがきとして取材洩れはおゆるしをいた

だき fこい。

7. 乙の夏から ，学会の建築学発達史のどく 一部をお手伝い し

ているが，終戦前後の比較的近い過去の乙とであっても ，案外

にわからない乙とがある。何か事物のは っきり してい る ζ とで

あっても ，どんな経過であったのかという実態は必らずしも明

らかで・ない。もちろん関係の人たちに聞けばわか って くる乙 と

もあろう。 ( 57頁へ続く)
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税 法 上 か ら み た 建 物 の 耐 周 年 数

槻 木 開 次

は じ め に

減侃li償却l資産の耐周年数は減価償却計算のかなめをなすもの

であるが，その測定 lζ はきわめて困難な問題を含んでいる。す

なわち ，物理的な耐周年数についてみてもその予定される使用

の態線維持修繕の見込などによって相違があり，また経済的 な

耐周年数についてみても将米の技術の進歩旅行の変せんなどに

関連して相迫が生じ，その予測はきわめて困難である。もとよ

り理倍、的には耐周年数は個々の具体的資産について定められる

べきであろうが，それが予測である限り企業の主観 lこよりきわ

めて広い rlJ を持つことは当然であり，公平を fJ t 、則とする税務の

取扱いにおいては慢然とそのけ l を容認することはできない。

以上乙の小文において，税法上( 主として法人税法上〉の建物

の耐周年数の取扱いとその注意事項に就て述べることとする。

1. 税法上の耐用年数

税務計算上適用すべき耐用年放は，法人税法施行令第56条の

規定 [ζ 基づき ，減価償却資産の耐用年数に関する省令によって

定めら れている。

乙の省令による法定所周年数はI点& i J として通常考えられる維

持補修を加える場合に，その減価伝部資産の本来の用途用法に

より ，現 lζ 通常予定されている効果そ挙げることができる年

数，すなわち通常の効用持続年数というのてあって，わが国

現状において将来において予測される物理的および経済的な隙

腐化をも考慮して定められたものである。

2. 建物の法定耐周年数

建物の建造様式は種々雑多てあって，その日周年数を的確に

定める 乙と はすとぶる医難てあるが，建造様式によっ て 次表

( 耐用年数省令別表第ーのうち建物の部) のよ うに 8 種類に区

分 して算定されている。すなわち，それぞれの建造様式別の建

物の燐造体を中核として ，防水設備，床，外装および窓を骨子

として ，それぞれ各構成郎分の支出額をそれぞれ各構成部分の

耐周年数で除して得た額の合計額で給額を除して得た年数を耐

用年数としている。
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ただし ，ホテル， 旅館，料J : i l l 居，劇場など特殊の用途に使用

されているものは ，比較的命数の短い床 ，窓，壁などに多額の

資金を要しているのみならず， しばしば改造が行なわれ，ま た

?21・業卜. の競争もあって ，その有効使用期聞は ，一般建物の 1096

ないし ＱＵ ｾ ぢ減 と 見詰るのが適 ψＡ と認められるので ， 一般の耐用

年数より短縮した耐用作数が定められている。

またぷ気または塩などの l成i!W. 1 ' 1 1 : または腐食性を伴うものを取

り扱う建物は，それぞれ榊造体の各部に与える影響を考慮し ，

腐食などの程度に応じて自社周年数を低減し，塩［ｴｾ ，塩酸など最

もj肉食性の著しいものの影響を直接受・ 4 るものは ，一般の建物

より 50
0

6程度耐用年数を短縮している。

なお，建物の附属設備であるエレベ ーター， ｩｾｾ ｦＡｾ房設備など

については ， 建物と別例に ｾＧｩｴｭ 年数を定めている。

3.  建物の耐用年数適用上の注意事項

(1) 建物の耐用年数の適用原員i

建物については ，建物附属設備を除外した建物本体について

附周年数省令別表第一( 次去。以下別表第ーという。) ，ζ 縄げ

る「構造」により区分し ，さらに用途，使用状況などの「細目 J

の区分にしたがい ，その該当する耐周年数を適用する c なお，

建物を構造により区分する場合にむいて， との構造に属するか

は，その主要骨格が主としてどの構造によっ て構成されている

かにより判定する。

(2)  二以上の構造からなる建物の耐用年数

一つの建物が別表第一の「建物」に掲げる こ以上の構造によ

り構成されている場合において ，構造別に区分することができ

かっ， それぞれが社会通念上別の建物とみられるもの である と

きは，その建物につい ては，それぞれの構造の異なるごとに区

分して ，その構造について定められた配用年数を適用する。た

とえば鉄筋 コン クリ ー ト造三階建の建物の上にさら に木造建物

を建造して四階建としたようなものであるときは ，鉄筋 コンク

リート 造の部分 と木造の部分に区分してそれぞれの耐用年数を

適用する。

(3)  建物の内部造作物の耐用年数

12物の内部に施設された造作については ，その i2i- 作が別去第

一の「建物附属設備J に掲げる「居間簡易装備，および簡易間
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45  40 35  28 20 18 16 

40 35 32 18 15 13 

工場( 作業場を含むつ) 用又は倉庫用

のもの

塩素，滋駿，硫酸，E;1酸その他の著

しい腐食性を有する液体又は気体の

影響を直接全面的に受けるもの，冷

凍倉庫月のもの及び放射性同位元系|

の放射線を直接受けるもの

塩，チリ硝石その他の著しい淘解性

を有する固体を常時蔵置するための

もの及び著しい蒸気の影響を直接全

35 32 28 

面的 lζ 受けるもの

その他のもの

40 35 

倉庫事業の倉庫局のもの

32  

ユの他のもの 45  40 35  

?  

旅館用，ホテ J レ用 ，飲食活用，貸席用，

劇場用，演炎場用，映函館用又は舞踏

場用のもの

45  

旅鉛用，ホテ J レ用，飲食j苫用又は貸

借用のもので延べ面積のうち iζ 占め

る木造内装部分の面積が三割を こえ

るもの

その他のもの

変定所用，手t這所用，送受信所用，停

車場周，車庫用 ，格納庫用，荷扱所用，

侠画製作ステージ用，屋内スケ ー ト場

日 企 主J坦 主 主 萱 場 周 の b の

公衆浴場周のもの

35 

J レーフイ ング

ぶき又はトタ

22  I  20 ンぶきのもの

ι一一一一一110年

(2) 掘立造のも

の， 7年

28 20 

16  13  9  7  

20 15 12  10 

26 16 15 

仕切り J ! こ該当する場合を徐き，その造作の構造が当該建t J の

骨格の構造と異なっている場合においても ，それを区分しない

で当該建物! l : 含めて当該建物の百周年数を適用する 。したがっ

て，た とえば， 旅箆などの鉄筋 コンクリ ー ト造の建物につい

て，そ の内部を和風の株式とするため特 lζ 木造の内部造作を施

設した場合においても ，当該内部造作物を建物から分離 して，

木造建物の耐用年数を適用する乙とはできず，また ，工場建物

について ，温湿度の調整制御 ，無菌または無じん空気の汚濁坊

止 ，防音 ， しゃ光，放射線防御などのため lζ 特 lζ 内部造作物を

施設した場合においては ，その内部造作物が機械装置とそ の効

用をー にするとみるれるときであっても ，その内部造作物は建

物 lζ 含める 乙とになって いる。

(4)  二 以上の用途に使用されｾ建 物の耐 用年数

ーの建物が別表第ーの「建初」に掲げる二以上の用途に供さ

れている場合にその建物について適用する耐用年数は ，原則 と

してそ の使用面積の割合，使用程度の割合などより勘案して ，

その割合の大なる用途; こもっぱら使用されているものとして，

その用途について定 められている 百周年数を適用する。したが

って，たとえは ，鉄筋 コンクリ ー ト造の事務所用 ビソレディング

の地階 lこ設けられてい る電気室，車庫または駐車場等について

は，こ れを区分 しないで事務所用建物 :ζ 含めてその耐用年数を

適用する ことになっている。

ただし ，建物の一部をその建物の本来の用途以外の用途 l乙使

用するために ， 特別な内部造作その他の施設がされているも

の，たとえば，鉄筋 コンクリ ー ト造の六階建のピ J レディングの

うち一階から五階までが事務所に使用され六階が劇場に使用さ

れているようなものについては ，その建物を別表第一の「建物」

の「細目」摘に掲げる こ以上の用途 ごと Il : 区分 して ，その用途

について定められている百周年款をそれぞれ適用する乙とがで

きる。

(5  )  別表第一の 「細 目」椀に特渇されていない用途に使用 して

いる建物の耐用 年数

建物の討周年数は建物の用述ごとに細分して定められている

が ，こ の場合の用途は制限列挙であるから ，耐用年数去の「細
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目」欄にその用途が特渇されていな い主主物については. I左記

以外のもの」の耐周年数を適用する乙とにな って いる。たとえ

ば，社寺，教会，図書館，博物館の用 {ζ 供する他物のほか，工

場の食堂および講堂，研究所，設計所，遊技場，競技場; . 特殊

浴場 ， コツレフ場など のｾ物については「左記以 外 のもの ｊ の耐

j百年数が適用 される。

(6)  工場構内の附属建物の耐周年数

工場構内に ある守衛所，詰所，監視所，タイムカ ード 置場，

自転車置場，消火機具置場，更衣所，仮眠所，浴場 ，洗面所，

便所その他乙れらに類する建物は (5)にかかわらず， 工場用の雄

物としてその耐周年数を適用することができる。

(7)  I倉庫事業の倉庫用のもの」の耐用年数

)JI J法第一の「紙1¥目J :fil' ulζ 掲げられた「倉J'[r' 事業の倉庫用のも

の」とは ，倉庫業法( 昭31法律第 121 号ー) の規定により 運輸大

臣の許可を受けた倉時業者または虚業倉庫業法( 大 6 法律第15

号) の規定により ，行政官庁の認可を受けた農業倉庫業者がそ

の事業の用に供する倉庫用の建物，すなわち営業倉庫をいうの

であって ，倉庫業以外の事業を行な う法人の有する合庫につ い

ては . I工場用または倉庫用 のもの」の「その他のもの j の耐

周年数を適用する。

なお ，倉庫事業の倉庫用の建物であっても ，冷凍倉庫，塩な

どを常時蔵置するものなど別に「細目」欄に特掲されているも

のに該当するものについては，その特掲されているものの 耐用

年数を適用する乙とができる。

(8)  ビルの屋上の特殊構造物の耐用年数

ビノレディングの屋上にコツレフ練習所または花塩その他通常の

ビJ レディングとしては設ける乙 とがない特殊施設を設けた場

合に ，その練習所または花壇などの特殊施設については ，構築

物について定められている 耐用年数を適用する乙とができる。

(9)  気泡 コンクリート 造建物の耐周年数

いわゆる気泡 コンクリ ー 卜 ( 原料である セメント 類 に発泡剤

を加え ，その化学反応によって多孔質の気泡状としたコンクリ

ー トをいう。〉造の建物については ，鉄骨または鉄筋を有するも

のは別表第一の「建物」の「鉄骨鉄筋コンクリ ー ト造また は鉄

筋コンク リー卜 造のものJ の耐用年数を ，その他のものは「プ

ロック造のものJ の耐周年数を適用する 。

( 1 国土蔵造の建物の耐周年数

土蔵造の建物については別表第一の建物 lζ 掲げる「木造のも

の」の耐用年数を適用する。

(11)  アルミニウム造の建物の耐用年数

アルミニ ウム などの非鉄金属を主要骨格として建築されてい

る辿物は ，別表第ーの建物 lζ 掲げ る「金属造のもの J 1ζ 該当す

るから ，その耐周年数( ま ，主要骨格材の肉厚の区分に より 定め

られている耐用年数を適用する。

(12) 合成樹脂造の建物の耐用年数
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別表第一の 「建物 J Iζ 渇げる「合成樹脂造のもの」とは ，主

要位が合成樹脂のものをいう。したがって ，いわゆる ミゼット

ハウスなどのように主要柱が怪足鉄骨造のも のは ，たとえ外壁

などが合成樹脂であっても「金属造のもの J の耐用年数を適用

しけなればならない。

4. 耐用年数の短縮制度

税務上の減価償却計t) において適用すべき耐周年数は法定耐

用年数による乙とにな っているが，青色申告法人の有する減価

償却資産に次に掲げるような理由があり，実際の耐周年数が法

定耐用年数と著しく異なるときは，国税局長の本認を受けて法

定耐周年数を短縮することができる。

(1)  当該資産の材 質または製作方法が ζ れと種類および構造を

司じくする他の減価償却資陀の通常の材質または製作方法 と著

しく異 なる乙とによ り，その使用可能期間が法定耐用年数 {ζ 比

して著しく短い乙と 。

(2 )  当該資産の存する地盤が隆起し，または沈下した乙とによ

り，その使用可能期聞が法定耐周年数に比して著 しく短い乙と

となっ fこ乙と。

(3)  当該資産が陳腐化したことにより ，その使用可能期間が法

定耐用年数lζ 比して若しく短いこととなった乙と。

(4) 当該資産がそ の佼 l !iさ れる場所の状況に起因 してJM食した

乙とにより ，その使用 可能期間が法定耐用年数{ζ 比して著 しく

短いとととなったとと。

(5)  当該資産が通常の修理または手入れをしなかった乙とに基

因して著しく損耗した乙とにより，その使用可能期間が法定耐

用年数 lζ 比して著しく短い乙ととなった乙と。

(6)  (1)から (5)までに準ずる 事由および大蔵省令で定める事由に

より ，当該資産の使用可能期間が法定耐周年数{ 乙比して著しく

短い 乙ととなったとと。

なお ，上記の場合 「法定耐用年数! こ比して著しく短い乙とと

なったこと」とは，法定耐用年数 [ζ 比しておおむね一割以上短

くなったことをいい ， ( 法人の昭和42年 6 月 1 日以後に ，開始

する事業年度分から適用) また耐用年数の短縮の対象となる資

産の単位は建物については ，建物ご とに判定す ることになって

いる。

5. 中古建物を取得した場合の耐用年数

中古資産を取得し個人の業務または法人の事業の用に供した

場合における当該資産の耐用年数は ，法定耐用年数を適用しで

もよいが，その用 [ζ 供した時以後の使用可能期間 ( 見積り耐用

年数) による乙 ともできる。

なお ，中古資産の残存耐用年数の見詰ーりをする場合 lこ，その

見積りが困難であるときは ，次の 1¥または (2)によって計算した
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その端数を切り捨てた年年数 ( 1 年未満の端数があるときは ，

乙の執筆を依頼されたとき ，筆者の知って乙ん な乙 とから ，
その計算 した年数が 2 年 [ζ 満たない場合には 2 年とす数と し，

いる限りの とζ ろで何があったのかと記憶をたよりに思い起し
る。 〉 を残存耐周年数とすることができる。

てみた。専門領域内の人たちから弘ればすでに自明の乙とであそのｦＮｽ｟ｾＺ［ｌ法定耐周年数の全部を経過したものについては，(1)  

そのすぐ外まわりにいた者るかも知れない が，場合によれば，
耐周年数の 20/100 Iζ 相当する年数

の方が岡目 八 日で ，案外覚えている乙 とがあるかも知れな いと
その法定法定耐用年数の一部を経過したものについては ，(2) 

いう気になっ た。また最近のように ，研究者の数も全国的 lζ 増
耐周年数から経過した年数を控除した年数 lζ 経過年数の20/ 100

とくに調べえている乙とであり，分野が細かく分れてしまう ，
lζ 相当する年数を加算した年数

また tlt 代間でそれぞれ知っていないかぎり忘れる乙ともあり，
その取ただし ，当該ヰl 古資産を事業のml 乙供するに吋たり，

ることに食い逃いが多い。
得後相当の期間内に改良などのために支山した金制が、idl J夜間定

とくに上記岡目八自のメモとして制介しようと思ったのが，
資! 立の再取得価額の 50/ 100 ，ζ 相当する金額を乙えるときは，

の「耐J T j 年限J である。( t; 宅あるいは民家の寿命といった当り前
「い古l 1AEの見積耐周年数を適用 することはできず ，法定耐用年

ようやく何 らかの検定に耐えるようになった のが，の乙とカ人
数を適用しなければならない。

こ、く新しい ととなの である。
その取引後また ， 、竹該中古ｬＱｊ＿ｴＮを Ｇｊ Ｎ ｾｊｾ の川 ｬζ 供する、 ＢＱ たり，

土ｾ築物単体の経済といった而での知見はかなりの程度まで8. 相、円の JOJ間内 lζ 改良などのために文山した金紛が、"1 該 'I' ，l，資比

また逆 iζ 国民経済的な建設部門まとまっているわけであるし，の1 &得価額 50/ 100 ! こ相、竹する金制をこえるときは ，残N耐m

しかの動向についてもあるれj交の作業はできるようになった。
イド数1C' J . f 際 lζ 見絞った残ι 耐川 "1・数によるべきことになってい

しながらその聞に横たわ っている本開発の組成は大きく残され
るが，次の簡便方式 lζ より計百I した年数 ( 1

1y 米満の端数があ

ているといえよう。これを切り徐てた年数とする 。) を当該 '1' t!: i 白山の技るときは ，

統計的に扱おうとしてl呼あるいは集団としての佳築物を ，イょ耐川年数としているときはこれを認めることになっている。

も，そう簡単な乙とではなし、。とくに地域的な集団としてとり

まだ本 ｾｉ の領域であるというといいすぎで

あるかもしれないが，それに近いことは確かである。現ギ1-- の 11

あげようとしても ，
当該t : IJ古資産の改

良資の額
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木のように ，都市化と技術革新とい った変化が著しく急速に展

聞している過程ではなおさらであろう。

ここでは ，気楽なメモとして，戦後しばらくの乙ろの研究9. 

乙の時期の研究成活動の一部を紹介しようとしたのであるが ，

りわお

それも部がガリ版程度の印刷物で LLI た程度であり ，果はその

以上税法上の建物の耐周年数についてその概要を述べたので

何らかの組織によって100 部程度で止 まっているものが多い。

その償却方法がきわめてあるが，減価償却を論ずる場合には ，

マイクロ化のようなＨｾｾＺＨｻと閲読の使が確保できれば ， 相互の便
重要な喪ぶとなる。すなわち ，過j必良: 位却を求める場介は定不:

ははかり知れないであろう。またとくに全国各地にひろがった

訟によるべきであり ，定制償却を求める場合は広瀬t12を採用す

h月先活動にとって ，戦前はもとよりであるが，戦後の乙う した

べきである。また ，新築貸家住宅や耐火住造物についてはより

研究上の成果も貴重な資料であろうと思われる。物によればそ

早期的 ｬｾｊ を実施する乙とを回途 ｬ 乙特別的 ｬｊ｝ 制度が認められてい

ろそろ紙質や印刷の物BI'f内定命がきているからである。

るが今回のテ ーマ外であるので割愛した。

10. 以上のメモは昭和27年ごろまでの私的な記位で' ある。まだとのささやかな解説が説ｾＭの ｗ￤ｌｉ のｾ物の耐ｊｦｊ "1 数の取扱

他にもメモすべき研究活動があるかもしれないし ，渡辺製氏を
いの ]lJ !解の一助 ともなればド L、である。

日rl' 心としたサンプリングによる市川市の住宅地環境調査や ，('1'1-1': 大阪関税局法人説芯伎術E . m

木住宅協会の戦前戦後にわたった時期の建築統計の整理といっ

た:' ji :業への展開も蕗すわ けにはゆかな いとも思う。

そのためにはもっと適当な方があろうと思われるのしかし ，

で，乙乙では関野先生の報告むを中心として紹介したいと思 う。

公表の報告書であるので ，失礼をかえりみずに 引用させていた

だいた。それはまた ，戦後しばらくの聞の研究活動の「経済」
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の貴重な記録でもあるからである。
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建 築 照 明 技 術 の 最 近 の 傾 向

Ix 

10，00 

1，000 

推

奨

照

度

100 

〆

〆

10lL_二

1900 ↑1910 1920 1930 1940  1950  1960 1970 1980 

タ 時

噂 ン 1童

1草ダ ＧＷ ｾ俊 唾 昭明修

の さ 第 i 次 世 界 大町 田 安 箔 2 次世界 大蛇

発 光

明ン 明 :1

図ー 1 推奨照度の変遷 (一般事務所〉
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図- 2 践み易さと照度の関係、を示すモノグラフ 判

大きさ A ，コントラスト C ，および"鋭みやすさ " S から照度を求めるグ ラフ。

観 察 矩 能 2 m，大き さA .，( 約 7 mm) ， コントラス トC. ，"絞みやすさ "70の

" 合が例示しである。

C8宇 94( %) ，C  7* 92.  5， C. "' e' SS， C;; :  80， C戸 67，C3宇 85

表 一 1 図- 2 の各要素叫

大きさの種頬 コン トラストの種類 続 品 や す 古 の 程 度

日 ｉ ｾ ｊ 山 日早るＨ帥Ｉ
A s  5.8  C3 54.3- 62. 0 30  大体絞める

A4  6.9  
C"  63.7- 69. 1  50  普通 Ictt める

A .  8.3  Co 78. 2- 81. S  70 

j説みやすい( 適 当である〉

A 6 1  10. 0 1  C.  86.8- 89 80 

I  ｾＺ ｪ＠
92. 1- 93. 1  100 

非常にt ' ，みや( す十い

分す ぎる〉

94. 0- 94. 6  
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堀 成大

建築照明設計は)un去による平均] 1 ，( ¥皮計算が広く行なわれ，簡便に ，ほぼ正確

に計};I される勺しかし大郎分の設 ;11' 者は光来法の簡便さ故! C， その必要条件( ラ

ンプの極類，器具効率，配) t ，反JlFf ' ーなど) を容易に決定する傾向がある。必要

照度は JI S によって1 J ; i I ，! i が決められているが，個々の対象物について直観的に行

って ， ｝照度の 測定Ａこ当っても Ｒ ， Ｓ のｽ， ｉ ｾ ，を測定 し， I大体予定通りだ」とされる 場

合が多い 内測定してみるのはまだ良いブj でtあろう。

最近の傾向は光 ｊ 反発散皮から声 ｕ ｬＮ￭ｴ ｾＧ ｉ Ｇｾￎ Ｚ ， ｾｉ 出の適切な裕助 人工照明 Ｈ ｐｓａｌｉ Ｉ

の検討へ進もうとしている勺乙れらの問題を定量的に解決 しようとすると， 心理

学 ， 生理学ＨｊＧｾ安ぷが加わり ， 解析が非常に複雑で Ｎ 現在で は ， まだ一般的手 法の

21日発を検討している段階である。実務 (I (Jなxn築設備の面からは乙れらの定性的な

考え方によって，よい照明を行なうのも一つの若自の仕方ではあるまいか。

適 性 照 度

作業5) IJ の縦突! 照度は JI S Iζ より i)とめられているつ JI S の値は数年どとに改訂さ

れて，大休 10年間で 2 倍の附加を示す傾向があり ，その年代の光線の極獄j ，経済

力 lζ よって決まるといえる。( 図ー l 参照)

また，視力は照度が昼間の太陽直射の 10万ノレックス程度までは増加するといわ

れている。印東氏の「適正照度の心理学的実験」札 rr:は，実験によって適正照度

を求める一つの手法が述べてある。将来は JI S の値も実験的に光源の種類，作業

内容に適した値に改訂される i侍が来るであろう。( 図ー 2 ，表 l 参照)

凶- 2 の見方は文字A で， コントラスト C の文字を何ル ックスで読めば，適当

であるかを求めるもので，A より水平に C との交点へ行き ，斜線に平行に必要な

ｓ の総まで進み ， その交点よりＮｉｦｾ也 ｬζ おろした点が照度であ る。例では ａＴ ， C 4  

の湯代を示しているつ

平 均 照 度 の 測 定 法

]l S  * 2や照明学会蕊準ゅでは ，まず測定する全域を適当な( 例えば スパン の% 位) ，

等面積の単位領成! とわけ ，乙の平均照度を} ，I 出し ，それら の算術平均で求める。単

位領域の平均照度は測定点、の位置に応じた荷重平均で算出する。通常は 4 点法，5

J点法 A ，5点法 B ，9点法があるが，9 点訟の必要性は比較的少ないであろう。またあ

まり照度むるがない湯合 [ζ は， 1点法 ( E y ，点〉の値で平均照度を求めて も実用上は

さしっかえない。照明器具の配置が対照的であれば ，測定す る点は室の%でよい。

4 点 法 5 点法A 5 点法 B ( ]l S  による方法〉
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E i， Ey， ｅｭ は単 位領域の測定 ｽ， ｾＢ E，οは平均照度。

測定 ｈ 与の主な注芯 ｾ Ｑ Ｑ 項 は次の通り 。

(1)  測定する対1! 日r r : 適した正確な ]1，日皮 JI の使用

(2 )  測定点、の決定 ｉ ｲＺは器具配 ￬ｾｌ 室の状態 ｬζ 注怠

(3)  受光器は正 しく 設定 し5 分間以上の1t1; 光

4)  照度計の誤差{ ま土 3 96- ::t l096程度あり注芯

5) 照明器具への供給電圧は規定値

6)  測定H寺の状態を考慮， ランプ使用 II ，IH昔J，測定年月日時，温度，湿度，外光

の状態なと勺



輝 度 計 算

照度の上昇lζ 伴って人工照明によるグレア( まぶしさ〕が問題にな って来 る。

グレアとは視野内における高郷皮あるいは輝度差によ って起乙 る不快，苦痛，見

え方を損じるような効果で、ある。タレ アを大別すると

視力低下のグレア ( Di sabi 1  i  t y g lare)  

不快なグレア (Di scomf or t  g lare)  

がある。乙の評価は個人差のある生理的 ， 心旦目的立ｾ［ｾが関係するので ， 一般的 ｬζ

は求め難く ，わが国ではまだその計算手法は確立 されていなし 、。現在多く使用さ

れている イギリスの照明委員会 (l ES) の手法を紹介し よう。

グレアの定量的評価の計算式

口 1. 6 . 1円' ，) 0. 8

C= L; ーとL 二二Eー..・ ー一一一一 ・(1)
Bb ・j J J.I

G lar e I nde x= 10 l og，oC;  

ただし C  :  J照明設備に対するまぶしさ定数

β s  個々の光源の輝度 ( フート ・ランパー卜)

ω  Ｚ 個々の光ｩｊｪｾの円の位置における立体 ＱＨＱ ( ステラジアン)

B b  光源を除いた周悶( 背l;}) の知li 皮( アート ・ランノミート)

P  : -flI，1々 の)ti J j ; "{の i伝it( 1ζ よって i)とまる指数( 位置指数 ・|ヌI 4 参 JI.( ¥)

(図- 3 ，図- 4 . 表 2 ，表 3 参照)

クレア評価の方法は上のとおりであるが， 乙の式を実際の! I : 日。] 設的! ? に当てはめ

て計算するととは非常にわずらわしい。そこで簡単にするために ， 照明ｾ兵の配

光を分類し ( B Z 分類 Bri t i sh Zona l  Cl ass i f i cat i on) ，刊の位置から! 照明i * 只

までの高さの値で室の寸法を指数にした! 照明率表のような G lar e I ndex  ぷが作

られている。紙面の都合で ζ のぷはのせられないが， ｾｬＺＺＺ＠ 4 ， ｾＺＺＺ＠ 6 を参照されるよ

う願います。一般的に! 照明 a 以の配光曲線や配列を考えてグレアを感じる光源が

直: 妓目 !C入らないように配慮し ，同l I !j(ζ 建築的には ，ぽITri ，ヌJ l- riri の反射ホをiu

くして背長崎1皮を上 げるよう検対すればよい内

PSAL I  昼間の補助人工照明

現在ふつうにいう室内! 限度とは外光の拶特のない状態で計算したらのを指す

が，実際 lζ は作業所，事務所. 学校などのように主に只間f *mする湯合がほとん

どである。まして建築が大型liE層化して来ると ，昼) ' t . のみで室内照明を行なう乙

とは不可能に近い。質問の点からいっても ，昼光本 1 - 2 96にしようと思えば階

高を布くして窓面積を増やすことになるので ， 建設ＧｃＨ Ｎ 空調 ｚｾ ともにかさみ維持

費も増大する。それに人間は心理的 lこ外界とのつながりをもっ乙とを望んでお

り，窓からの昼光プラス人工照明といった考え方をしなければならなくなる。

P S ALI とは，そういう芯l沫の補助人工! 照明 ( P er ma nent Suppl ement ar y 

Ar t i f i c i al  Li ght i ng  of  Int er i or s) のことである 。

次lζ ，昼光によ る影響と PS AL I の内容について述べる。窓からの光は強い方

向性があるため ， 次のような防 干 ｉｾ［Ｇ がある ｮ

(1)  物 !C不快なかげがつき易く ，J1:日度分11j( こむらが多い。

(2)  窓と室内 との輝度対比が大きかったり ，窓際の人がシルエットでみえる。

乙の自然光による不快な点を人工照明で打消して，良い! 照明をしようとする考

え方が PS AL I であり ，前者は照度 PS AL I ，後宮; は府Is"[ PS AL I といえよう《

図- 5 は昼光率 196の場令の窓外天空姉度と補助人工! 照明の関係を実験的に耳とめ

たものを示す。( 図- 5 参照)

PS AL I は1959年 lζ 英国の Hopk i nson が促唱してから ， 日本でも PS AL I に

対し関心が持たれている。しかし北西ヨ ー ロツノマと日本とでは昼光の状態が異な

るため ，ホプキンソ ンによる PS AL I を日本にそのまま適用することは出米ず，

日本 P S ALI を定位的! と解析する必要がある今現イEのわが国の事務所では昼間でt

も人工照明をつけて業務を行なっているので. すでにある程度照皮 P S ALI が行

なわれているわけで，輝度. PS AL I の而を取り入れでも . 経済的には現状と大差

なく ，良い照明が可能であろう。

*  1  照明学会誌40年 2 月 適 正 照 度 IC関する心理学的実験 印* 太郎，河合悟

*  2  照明学会誌40年 9 月限度測定方法 日本工業別絡

ネ 3 "  40年 1 月 照 明 施投の照度測定方法

*  4  松下電工照明 カタ ロ グ 照 C - l 0

*  5  照明学会誌39年10月 まぶしさの計算斉雌民明、

* 6  "  39年 4 月 イギリス照明学会照明要綱，屋内良照明の縦突 1961 ｮ 辺ｾｩｩｘ

c匝計 ー大林組本庖設備部)

C J  

く二〉

〈二〉

〈コ

Bs
C二 〉 く 〉

o  

図 - 3 グレア評価式の記号説明図叫

2.0  

図- 4 位 置指数 p >!<4 ， 町

表 - 2  Glar e  Indexと

グレアの程度判

POSI (l OIl Index ( P )  

表 - 3  Gl are Indexの推奨限界値

( 英国 1，， 5抜率 ) 叫 ，刊

| 感 覚 的

Gl ar e  l ndexl  ':;:， >  

|  グレアの程度

IG  lare l ndex 
場 所 1

|の 限 界 値

|  ひどすぎる

28 

商庖( 一般箇所) ，空港恋物1 • 22 

一般事務室，会議室，図密室! 19 

25 

22 

19  

16  

13  

10  

? 言劫照明

( Ix)  

1000 

8001 

不快である
製図室，教室，憾物館 1  16  

( 快不快の限界〉
病室，教会本堂 13  

I  > 高川る

美術館，手術室 10 

工場 経作業 1  28 

l J j じられる 中作業 25 

精密作業 1  22 

超精密作業 19 

40006000 10000 

水 平 線 上 5 度 の 天 空輝 度 ( cd/m') 

図- 5 窓外天空輝度と補助照明との関係 〔ホプキンソン氏)
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良日次村〔
呂

屋根葺工史話 (3 ) 板葺史話( その 1 )  

板材の裂割，伸縮，狂い ，歪みは長 ， IIJ ，厚み とも大きい程多く ，n  

然、物でーっとして全く閉じ板は ，厚にもよるが，皆無であるはずだし ，

初4 自にしても ，自の粗密により巾の伸縮は兵る。 しかも 時雨怨|援日 l!ilな

どを考え，木材であることだけ考えると ， 常! と動いているよ うなもの

で ， はなはだ図 ｾｾが多 く ， その上かり Ａ と和主 ｪ を要す るだ け矧いるに し て

も. 和釘のできは ，調貨が熱時間などの関係で硬欽，強弱ができ ，江戸H寺

代のものでも ，同寸，均賃のものは指ij え難い状態であるのその1 . . : 1ζ j ，'i び

るよに点を避けられないっしたがって長板の板葺屋線はできたとして も，

その j二lζ J } 料がないと ，恐らく雨』ζ 悩まされた乙とであろう内

坂屋の沿革はこの板の性質を経験のh ' i み inねで順次改良し て米たこと

をそのま ま 示しているのは興 味深 し、。かりに木の板のｬＧＮｉＯＮｾ " J、}'，ーを数多く

得られれば，アイデアは桧J文D と同じ で民般立はできたわけで，上限を

ｬ 児かにしないが ， 鎌倉 期 までの心もとない工具を考えると ， 経済を Ｑｵｾｴｲｾ

しないとよい屋i授はできたと忠われないっ板屋は下屋，JLt ，仮尽などに

利用され，それでも l角剣や雨漏りに皆しんだ末，使立のめる場合には ，

板のところを瓦wζ 改良す るなどの方法がとられている e しかし ，室町

時代 lζ 入ると ，木工事がにわかに面白を一新して来た。前述した鉄仁具

の革命的の進歩がめったのであるつ大鋸の用い られた伝世川は ，三重県

稲生村の種生神社のおu札に大鋸の仇Wlが認め られるのが最古のものとさ

れている( 大永元年，1521 ) 。文献ではよ十二審歌合絵巻の大がひきの

図( 次良の図) が初見のようであるう従; l ミの段tl Jと迷 って絡別な材の選

択の必要もなくなり経済的に白山! こ製材ができるよ うにな った乙とは画

期的の進歩といえよう勺同じ絵巻物の材木必の絵を見ると ，銭。; のイH離た

さを強調するかのような ， '(0奨を切 ったような小板類を荷tri えしている

さまが怖かれている。そ してその一方に大体同時代に拙かれたと見 られ

る治rl' 洛外JJr 風図( 上杉家及田1111家Ii : ! ( ) の絵にある 材木を売り J13く人たち

板 葺

飛鳥板蓋宮については前述した。紫蚕業京や， うつ ぼ物語 lζ 11:¥る似殿

や，板屋なと‘の構造! とつい てはいかなる工法が取られたものか，筆者! と

はわからないの強いて rl らを納得させる ζ とができると思う工法は，化

事l:母屋の上 lζ 直 lζ 下柑liを仕上 げた化粧のj以仮を ノシjまにし ，その上の立

料! c 桧皮，杉皮などで泣く か， その縦横を逆 lζ しN i: C将様)1ζ j平仮を張

り，託料は別にしたもの ，認聞が小さく j乎板を) ¥J 底 lζ 強ってその l二{こ足

恨設をしたもののどときで，下から見て ，立派な板: a 昆と見えるものなと

が，一応15・え! と浮ぶ今もちろんいずれも独断で迫構の存否も知らない。

たた、 路 工 技術 者としてぷ任が持てる ｉｗ か ら の考えである。家屋矧 ＧｾｊＵ Ｇ・ の関

板野説明の一貫ii を渇げて，昔の人の見方を参J5 とするととに しよう、

「板屋の巡り粉加さまぎまあり似の板ltl 杉の板底土手いう類なり勺又関

板と て常ざまのー| 出板の如きを雌羽 l ζi l l ねて横 tC伎を打ちたるあり 。又

検1繋tc竹をうちつけて石なとおくもあり。 乙は板毘の紋 ｊＮｬｾな るものな

り。高11の家の雑会下屋の類，平{寺の家などにmひる事なり今義経氾，

忠信吉野の寺 lζ 火をかけて関板をがばと踏破りて逃げ出すなどし、ふ予み

。(1 0  0  0  0  0 。

ゆ。其不堅固なる乙と知るべし 。又小板自というも のあり ，関板の紛1や

。o 0 0 .0 0  : : 1ケ，

かなるものなり。中古と今と大いに見な らず、布liffi といふは今の小板立

なり」とある。猛者佐藤忠信の迷け、l.l:l す様が話を而白くしているの

また鎌倉時代の後期と 見られている絵紙北紙の板屋のあばらやを見る

と，昔の木材に対する人々の知識と 一般に使j刊された工具や副資材をZ-

えると ，必ず乙のようになるだろ うとわれわれが怨像できるの恐れ方を

巧に描いてあり 材料の抑えや，工法などはむし ろこの程度にするには ，

骨が折れたと思う位であるう床は板敷 きで主人だけ畳を敷 き，IJI 兵ーは組

方は縦横の俊が重ね合せ lζ 組合わし であ るうま ず，板屋は乙の程度な ら

当時として上等の部類と考え られる 勺 ( ド|文1参)1，日)

洛中洛外扉風図 ( 上杉家蔵 )

材木売の図

各 種の木材を先っていることに ιt ，:Z

絵師草紙の家の板屋根

鎌倉時代と推定 される(141並紀) 絵師草紙の第二段あばらやの絵師の主人公の家の校織。 小板

のIk l i Cは小穴があり ， 岱などで縛 りつけた穴のように 凡える。 慢組の穴ではない。 とにかく

伊予て)'1ζ 任 じら れた ζ とのある 絵師の家でiIl 只から 見ても中級以上の家であったと思わ れる。

その坂屋級が ζ の程度であっ た ことは官者 には 阪巾 が持' い両端J七切 i品えである乙とを弔 えると

丁寧 にすぎる と思う位である 。 ( 唱者t t t . 大 ｪｾ 巧｝ＮＺ ｾｴ 印 付与〉
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大鋸引の図。三 卜二帯歌合せ ICTi; めてとの閃を見る。

近世職人尽絵悶
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三 十 二番 職人歌合 。 ｦｾ ￎ j占tj ，の ものは小板Li の阪のようであ る。

が未だ模省jをした よう な背板織のものを担 っているものがあり ，ちょう と時代の

移り変り をそ のままに見せている 。また同じm風絵から U1J のようすを見る と， 瓦

桧皮 ， ｾ［Ｎ茸 の 家 が 点 在 する ｉ ｾ Ｎ ｉ ｋ ， 板 葺 の小 さな Ａ 町 屋が 事 ｦ を 並べ て いるさまは ， ょ う

やく j苫舗商庖街の初期の模様を綴わせ，なお同上両家の絵の双方 1<::: 町衆が 自分の

家の屋根を家中の者が総掛 りで葺替えを行なっているのを見出す ζ とがで きるっ

との時代に未だ首都京都の街中 ! こ自給自足の自分たちの家巡 りの名残 りを残し

ているのであ る。当時の民家は l∞ %近 く臼給自足であったのであり ，中世のまJ

iill 市l下にお いての庶民の家は洋の東西を問わず，大体同様である。( ピエノレ・プ

リゾ ン原著 ・中世盟諸人史 ・日井勝喜: 代氏訳参照)

ただ し上記の板造 りは，大鋸の普及程度と大鋸挽きの貨鉱!が比較的高かった関

係、で，農家では ，その後も ，12閃期を利用しての俊割材の屋綴板もそ れよりかな

り後世 まで作 られたのであるの鋸が改良され，木材の玉切りが容易に なると ，一

問屋根板は作り 易くなった。模';!i IJ の湯合は材料は紅白程好まれ，その内でも特 lζ

訓 り易い木が選ばれた。その関係で古来吉野や土佐のものが好 まれ，わけでも土

佐の野線山材 は征目も 通り 板におlき易い性質があるので，呼称を屋板板と混同さ

れ易い野根板と 称し てお: 月l されたものだという( 石 Illi ，削虫氏) 。

さて，前記の大鋸についての" 己主s(主主として製板についてであったが，j71!; の発

迷はもちろん ， その他の木 二 ｬ ｬ￼Ｎ ｩ Ａζ 蘭 ｗｬ ＨｴＧｾな改造ーを見せた。板屋被 材料の 面からだ

けを見ても ，材の玉切りが白山! となり ，木材の桁材をfl るζ とが容易になった乙

とから ，紛板の製造がはなはだしく楽になり遂に ji } i 板誌の流行を見るに至る端を

なしたものと考えるのである。その一つの道程として ，長さの ζ く短かい美しい

小板時の家などが，iE玉1111社臨時祭の図) ) f 風( 重文燈l..i: i ド間) 絵に見える。乙の

桃山|時代も後期となると ，庶民の上にも桃山文化が以透し liij 記のような風俗| ヌI/jf

風例えば相応寺l肝風( 立永{f 附) とか，o [ i 文の歌鍔佼凶1)Uffit ( 成長年間j ) ，犬. i . Q物1;(

1!lit (J慶長年| 首J ) などを見ると ，建築の而においても ，技術的にほとんど今日の日本

線式が大成せられ ，) 副長なとも. i l i 物の極煩によってそれぞれ瓦，絵皮，板ijJ と処を

得たものとなり ，板公昆娘も lti _ l 二笥のものは ，小阪五枚' 1 i . ねと見えるものもある。

( 註絵のWi 方により観察! こ過誤があるかも知れない乙とをお断りしておく)

なお重ね合わせばかりではなく ，Jl、小鮮をつけたり ，日板打などを して粁先の

工風を した建物 も見る ζ とができて，現存する各種の立派な木造建築の逃構と変

らぬ程度の仕事になっていて，板を主材料とする屋被も一応の限界 Iζ 達した乙と

を物語っているのである。 しか し， いずれの遺構を見ても ，U与代が新らしく年月

は多く見て幾十年のものでもはなはだ しい雨水のため腐食j( して，使用に耐えぬ程

度のものがほ とんど総てであるラしょせん，板fr 昼線は常に23替えを j f して前記

の絵のような風物詩の題材となる程度 lζ しか考えられない勺

以上はただ板屋根を主として述べたのであるが，桃山1f!j1ーには申すまでもなく日

本が初めて政治的にも国家統ーができ ，経済も全国fドJ K統合のできる強力なもの

になった ときであり ，それを誇示するかのような指導者;豊臣秀吉の派手好みは ，

住築のノレ才、ッサンスとしてー11. 'f K 花と

ｉｊ ｾｊ き ， 目覚ましい建築文化の発述を促

したので‘ ある。

日本建築は乙の時代! と ほとんど大成

したといってよかろう。京割1において

は，冗文頃 lζ 至って，bli (ζ 平行に l¥lt 板を

立いた家が現われたと藤111元-{j 氏が日

本民家史でいっておられるのは ，'1J下

地が正確になって来たので，板I1. の改

良という面よりむしろ前記の各方而の

進歩によって，建築の構造体1 ' 1休が従

来より遥かによく ，しかも容易に精度

のより高いものができるようになった

乙とを証すものと考えられそうに思

う。また乙の頃になると鉄j ) J の生産 も

上がって来たので，高級なill 物の一部

!ζ は，ｾｊ が ｉｾ 由 ｬζ 利用され ＱＷ｝ めたので

はないかと考えても ，さして無理がな

いよう lζ 思えるのである。 高山 ・額葺庇
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工高生教育小委員会

5 8  311寺- 5 時 於会館集会室

山 席 者 篠 原 幹 事，上野委員

議 事 ( 1  ) 工高生デザイ ンコンク ←ノレ応募作品

の検討

( 2) その他

工高生デザインコンク ール審査会

7 日 正午- 611寺 於 会 館 集 会 室

U¥I'¥' J'者 彦 谷 審 査委員長ほか12名

?i Sl 3図工市生デザインコンクール応募作品の

探査

鉄骨デザイン 幹事会

5 日 31時半- 91時 於 会 館 集 会 主

i_U席者 木田 ，宮川幹事，芳村委員

版稲内界打合せ

集 委 員 会

都市のいこ いの場特集幹事会

6 日 41侍- 71時 於 会 館 集 会 主

I.HI市白 小竹，寺島両特別幹事，多明幹事

ほか 3 幹事

「部di のいと いの場特集」の企聞につい て協議

委 員 会

13日 411寺- 611与 於 会 館 集 会 主

山jr; 者 長谷川委員長ほか 4 名

議 事 ( 1)  11月号= 第14回青年建築家特集報告

( 2)  12月号= 建築の生命特集報告

( 3) 正月号= 都市生活特集報告

( 4 )  2 月号= 都市のいといの脇特集報告

( 5)  3月号= 創立50周年記念卒業記録号

報告

( 6) 発行日の件

( 7 ) 広告委員会の{ ' j :

表紙デザイン 小委員会

17 日 正午- 211与 於会館集会室

出席者 村尾委員ほか 3 名

来年正月号以降の表紙について

都市のいこ いの場特集幹事会 ( 第 2 回)

17 日 41時- 6 11寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 多，'ifl 幹事，羽田氏ほか 3名

都市のい乙いの場特集内容企画と執乍者グノレ

ープとの打合せ

編集 O Bの会打合会

18日 51時半- 81時 於 会 館 集 会 主

出席者 旧委員= 田中 O Bほか 4 名

現委員= 松田委員ほか 2 名

編集 OBの会の性絡ならびに名称，運用など

について

| 住 宅 委 員 会

版 委 員 会出

編

議 事 ( 1  ) ファ イJ レ表紙デザ インについて

編集C グループ打合会

9 日 51時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 小川主査ほか 2 名

議 事 ( 1  ) 掲載依頼会社分類決定について

( 2) その{ 也

編集幹事会

12日 5 時半- 9時 半 於会館集会室

出席者 中原 ，総本I正副委員長ほか 6 名

議tJc ( 1 ) 各工事別による掲 il i X 依頼会社につい

て

( 2 ) 出版工程全般に ついて

( 3) 出版要綱，執筆依頼要綱 lζ ついて

委 員 会

19日 5 時半- 9Mj 於会館集会室

出席者 中原委員長ほか16名

議 事 ( 1  ) 第 l 回幹事会報告につい て

( 2 ) 各工事別による Jf，Jl I古依頼会ネl の決定

について

( 3) 出版工程全般について

( 4 ) 出版要綱，執筆依頼主主: 綱について

( 5 ) 編集デザイン分科会の報告( ファイ

ノレほか〉について

( 6) その{ 也

編集幹事会

21 日 111! i' - 4 11与 於会館集会主ご

出席者 rt 原委員長ほか 6 名

議 事 ( 1  ) 各工事別による掲峨依願会社につい

て

( 2 ) その他

30日 31侍- 611寺半 於会館集会室

出 席 者 中 原 委 員 長 ほ か 4 ;?" 

議 事 ( 1  ) 各工事別によるj : ! ; ¥，成依頼会社の決定

について

( 2) その他

弘

日本建築協会

月間の動き

口 昭和42年10月分 口

. 6.  

=  

4 日 4 11!y- ＵＱＱｾｪＧ＠ Jt: 会館集会出

山 問 者 塚 本 日IJ 会長ほか 11理事

議 事 ( 1  ) 大阪的住築健康保険組合に加入の{'I

( 2 ) 事務局職員採用の{ ' ! :

( 3 ) 忘年懇親会開似の件

( 4  ) 万国博惟進運動大阪i 1 i 絡協i議会』ζ 参

加のn

( 5) 現場実務泌習会の受講料;(j 正の{ ' I :

( 6)  ｬｬｩｉＮ引銀行預金口賂名義変立 ｩｬ｣ イ Ｇｉｾ う会

ＺＺｉＢ ｾｊｊ 務処 ｊｉ ｊｬの件

ＨＷＩソ辿占年ｾ築家と会合の ｻ Ｇｉ

( 8) 入退会者双認の件

( 9 ) 報告事項

主計理事会

12日 211主- 3 時 半 於 会 館 集 会 主

出 席 者 根 本 主 幹，中原，伴，問中各理事

議 事 会 計 事務処理内規( 案) の審議

建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

事理

委 員 会

11 日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 黒 谷 副 委 員 長 ほ か 11委員

議 事 ( 1  ) 住宅ス ライド作成につい て

( 2) 住宅委員会の事業活動について

( 3 ) その他

. 6.  

τl X  

各種説明会打合会

4 日 正午- 211与 於 会ft，' : 集会室

山市 r， 近藤高 ｉｊｾ 日以， U;，t:イT板協組

ほか 2 名

忘年懇親会小委員会

26日 ＵＱＱｾ ｆｙ Ｍ ＷＱ 時半 於会館集会室

出席者 111本副委員以ほか 5 委員

議 事 ( 1  ) 忘年懇親会企聞全般について

( 2 ) その他

委 員 会

31 日 正午- 11時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 政 問，山本，山野，)己f(l ，I同本疋

副委員長ほか 5 委日

殺 事 ( 1  ) 最近の P C 工法滞泌会について

( 2 )  r建築と紡火j長」企図lについて

( 3  ) 忘年懇親会企画について

( 4  ) 昭和43年 1月- 3月までの事業企函

について

( 5 ) その他

教 育 委

員委業事

編集分科会

2 日 511..'y半 - 81時半 於 会 館 集 会 主

出 席 者 池 田 幹 事 ほ か 3 名

談事 データ ーシー卜 ・ファイノレ，給目次，巾

トピラデサ‘ インに ついて

編集 B グル ープ打合会

3 日 51時半- 811寺 於 会 館集会主

山 ｉｾＧ ，Ｇ者篠崎幹事ほか Ｒ 名

議 事 ( 1  ) 掲，1員依頼会社分類決定について

4 企』

τl X  貝

( 2 ) その他

編集 E グループ打合会

5 日 正午- 31時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 宮 武 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1  ) 掲載依頼会社分類決定について

( 2 ) その他

監修者顧問打合会

6 日 正午 - 11時 半 於 会 館 集 会室

出 席 者 監 修 者 坂 静 雄 氏

顧 問 増 井 敏 克 氏，岡本弘氏

中原，松村正副委員長

デー タシ ー ト編集について経過報告. その他

編集分科会

9 日 正午- 21侍 於 会 館 集 会 室

ｌｾ ， 貯 ＳＲ 守池田幹事ほか Ｒ 名
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住宅スライド小委員会

17日 51時半- 9時 於 会 館 集 会 宅

出席者奥山主査ほか 7 委員

議 事 ( 1  ) スライド試写および選定

( 2) ストリー概要検討

( 3) その他

建 材 委 員 会

委 員 会

20日 3 時- 51侍 於 会 館 集 会 室

出席者堀内委員長ほか10委員ゲスト 4 名

左官用セメン卜検討会( 第 2 悶)

法 規 委 員 会

委 員 会

25 日 3 1時- 5 11寺於会館集会主

出席者佐野委員長ほか 9 名

議 事 ( 1  ) 士法，基準法改正問題について

( 2) その他

見

声 同

寸『

. 6.  

τ"" 

大日 本インキ化学工業株式会社吹田工場見学

A  

コ;0;:

「プラスチック成型工j易( ビーノレ利プラスチ

ック容認製造場) J  

設計 海老原建築設計事務所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務応

20日 l  時半 ｾ Ｓ Ｑ 時

参加者 20名

「若い会員の集Lリ 車両と新幹線墓地を見る

集い

26日 11時半- 6 時

参加者 25名

I  50 周 年 記 念 事 業

原子力発電所建設現場と硝子工場特別見学会

関西屯力美浜発電所， 日本原子力敦賀発電所

日本板硝子舞鶴工場

27 日- 28日

参加者 30名

大阪城公園内に建つ休憩所デザインコ ンクー

ル入選作品展示公開

展 示 場 本 会 4 階集会室

30日- 31日

50周 年記 念 事 業 総 務 委 員 会

記念事業写真グループ打合会

20日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者近藤委員ほか 4 委員

記録写真の検討と建築と社会 3 月号特集号の

編集について

ソ連 青 年 建 築 家 と の 懇 談 会 |  

14 日 l  時半- 611寺

於竹中工務応設計郊会議室

出防省 ソ連青年建築家19.名

協会 ・士会 38*" 

( 日本建築士会と共俄)

関 西 都 市 住 宅 会 議

万博のあとにくるもの

30日 1011与~午後 41時半

於国立京都国際会館

参 加 点 約 2∞名

l  跡地利用 について

説明 ・報 告 欠 臼t'r 男氏

( 大阪府万博協力局調整課長)

liiJ 川治氏( 吹田市助役)

提i;. ( 1  )  ぷ良弘美氏

( ，初日新聞社論説委員)

11 ( 2 )  土.111 篤氏

( 京者E大学助教授)

2.  EXPO' 67 ( モント リオーノレ博) の問題を

発 ｾｉｬｩ する

l.m淡 辻 虫f純徳氏( i ili 辺住築事務所)

吉岡 Ｎｾｩｫ￭ｾ 氏Ｈ大林組Ｉ

i，';-;]<和弥氏( 泊水利弥設計事務所)

3. E X P 0'70万博を契機と する問題

i ! l 設産業へのしわょせ

銭高郷之氏( 銭高組社長)

建設産業への近代化の問題

古 川 修 氏

01; 没'(iiJl( 肝 . _ i l l 設経済研究室長)

共催団体

日本7 J l 築協会，大阪府法築士会，日本建築

家協会関西支郎，日本建築学会近畿支部，

大阪建設業協会，日本建築材料協会，大阪

住宅建設促進協議会，大阪市街地再開発促

進協議会

10月 の 入 会 者 〔敬称略〕

〔団体会員 4 社〕

大: M It エ( 則 氏 巳 興 業 附

(! 甘太平工務応 寺崎電気産業l同

〔個人会只25名〕

ヨ 今 U ンョウ

石川 ifi. "A 進興 冬木美津雄

上野山ｾ次 下tll 敏美 wJ 由 紀 良

大久保甲造
拍i 堂 登

益 悶 丈 夫

大号車 妹 昭

白 川 秋 男

水 畑 春 男

筒 井 ‘品

杉 ｾｦ nI 彦

山本 if( 

Ij 'TF 俊彦

I且nl ｾＮＺｴＺ必
長 谷 川 功

吉 川 武 光

)1¥1) 1} 勉
平 IU 明書

吉 川 直 明

河野 ｪｾ＠ 'il i加見俊犬 吉 田 宗 次

〔准会日 3名〕 ( 氏名省略)

|  会 員 の 死 亡 〔敬称略) I  

伏 見 キ :' 1'1 67才 白 営 42年 9 月26日死去
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業 種 別

広告目次

昭 和 4 2 年 1 2 月
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基 値 k k武智工務所…・・・ … ー… … … 表3

コンク

3E C  シポレックス販売kk …・・・ … 8  

ウ

日発実業k k ........ .. …ー…・・73

防 水 奥山化工業k k .. ・… …… … ・・70

柏原漉青k k ... .. .  … … … 一 一73

k k久保商庖 ・ー…………・ー 65 

( 有) 果、川化学工業所 …  ..... .70 

合同特許建材工業k k … .... ..69 
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建 具 k k コ'ーノレ ・・・ ・・・ ・・・・ ・一・・ .. . ーーー 12
金 物

三栄建材工業k k ・ー…… ・・ 4  
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l  

2・天葬 泉石総n.:. 業k k ... .. .. .. .. ..........69 

室谷商事k k . ... ..… … ・・… … 65 

内床装 大誠化 1・k k ・・・・ … …  ー・・・69

霊 :  fu.;)j" k k  …  ・・ 69 

保 全 ビノレ汽機管.f! Hk k …・ ・… ・・ ・…・ ・・缶

詰 雲 岩佐物産k k ...... .. .... ... .. ... .... 66 

kk 目立製作所 一 ・・… …・・・ υ 表4

k k平川鉄工所一・… . . 一- ー… 表4

松下屯器産業k k … .... . . . . . . . . . .. 1 0

三レ 2 日本エ レベータ工業k k ... .. … .64 

2宮寝 脱建設工業k k .  一 66 

k k朝日工業社 ・・・・ … ・… … 66

k k栄興商会 … …  ー…・ーー・… 66 

kk大阪城 口研究所 一… ・- 一… 66

大阪電気暖房k k .. .…… …・. . ・. 66

k k建材社 … 一・ー……… -・ 66 

2詩久工業k k .  一. .  • .  .  .  .  • • .  … 66 

kk斎藤省三商庖 ー…一. . .. ・・・・ 66

三機工業k k .. ー・ー・・一 -… .. ....66

k k三晃商会 ・… …・- ・… .. .. .66

須賀工業kk ...…・・ 0 …・・ …・ー ...66

第一企業k k .. . . ・……・ ー・ー … 67

第一工業kk ‘・・・ ... ・・ e ・e ・・・ 回一67

2奇妙熱学工業k k .. . .. . . ..… ....67 

東洋キャ リア工業kk .. .…  一67

東洋熱工業k k ...... .. … 一… 67

日本管工業kk ... ... ..... .…・・・… 67

日本;冷熱工産k k ・・ーーー ・ 67 

kk西原衛生工業所 … ・ー・… 67

平山工業k k … …・・・・・・・・…・ー… 67

k k森野工務居 一・ 0 ・・一一… ... 67

山田工業k k ... ..... .…  ..... ... .67 

理研鋼機k k ・・ー…一 ........... .67

5 語 浅 海 省気k k .. .. ..  …  ・ 68 

工藤電気k k …ー ー・・ー・・ ・・・ー・ ・68

柴原工業k k " …・・ー ・… ...... ...68

k k三興社 ー… ー・・・ … ........68 

三宝電機k k ・ ・……一・ ・・…… 68

中央電気工業k k … … … … … … 68

朝陽電気k k .ー… - …. . …ぃ・・ 68

東光電気工事k k .... .. .一 …一一 .68

中本電気k k ・・…・・・・・・……… ... 68

虫f ｉＡＡＮＧ ，ｌＺｾＨ＠ L業k k . ・… ・・ 一・… 68

富士電業k k … ー・・ … … … ...68
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般 設 備 暖 房 ・ 冷 房
換 気 ・ 給 水 ・ 給 湯 ・ 衛 生

ボ イ ラ ー ・ エ ン ジ ン ・ エ レ ベ ー タ ー ・ 冷 凍 機 ・ 電 気 ・ 電 話

技術者・有資格者の派遣・常駐

一一御一報次第係員参上一 一

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番 地

電 話 ( 981  )  0 6  16 - 0 6 18  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

岩元式ベンチレータ - A 型・ B 型・固定型

岩 元 式 連 塔 換 気 装置

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特 殊 装置 による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換 気 扇 の 能 力 を 倍 増 す る /

最 新 型 採光排気塔( 風光) スーパ ー ラ イ ン 特 殊 増 幅 装 置 付

ス カ イ ラ イ ト 工事 ・通風 ル ー パ ー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各種 シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式
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空 調 設 備 の 頁

営 業 種 目 ・ 空 気 鯛 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 段 傭 ・ 塗 装 設 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 置宣言十・製作 ・縮 工

哲三道平 ネ土

本社 東京支庖 = 東京都中央区銀座西6 - 3 ⑨ ( 572 )7411 代

大阪支居= 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑨ ( 203)3721 代

名古島支庖 = 名 古 屋 市 中 区 綿 2 - 2  - 13 ⑨ ( 211) 1535 代

出張所=札 幌 ー仙台 ー高岡 ・神 戸 広島 ・松山 ・九州

式 会

喜 久雄

英 雄

ｦ ｴ￪ ｾ ，ｦ［ Ｈ＠ 201)  0 181  <1"1: )  

¥1l ，;，fi ( 363)  4 108- 9  

m話 ( 23 1) 3046 ' 6007

fteiifi ( 74 )  6 8 6  3  

( 75)  5  4  8  2  

社嘆

材建線式会社

山一
玄
ゆ

本 社

出張所

ノド辺 . 1笥とE ・ 11是冷1:Ii. 其 f也1J 仁司王

設 J r 並 胞 E

( 旧 務 総久 孝事 務 所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 阿J 1  1 番 地

'LII 訴 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本社 点点者j) 千 代 田 区大 手 町 2 の 8 Is: j 也(日 本 ピ Jレ)

'，'0: ，!占 束 京 (270) 7  4  1  1  番 ( 代 表 )

ヰω姑' ，q'業所 宇凶'lI! rl i 南太jJJ 白川" r日U lJ tl l ! 迫銀ピル !lt ，!i; 札申見⑫ 5756

全 ｩＯｾＧｩ［｜Ｇ ＺＡ￬Ｑ ｉ Ｇｦｲ 金沢 ＱＱ Ｑ r:": i  I品l 町 2 得 1 6  ｾ［Ｎ 心 Ａ Ｏ ｩ 金沢高 ＲＰＷ Ｔ
払 ｉ ｜ Ｉｉ Ｚ ，Ｇ ｌＧ， ｾ ｕ ，世 ｾ Ｎ ｉ jl' di 1 . 卸事 2 の l γ日:ii i i:m葛2436

，:':j 訟，'1'，悦1' .昨，. 百 松 ，Ii  2  I昨 r  9  "li .!i; ，:"j 松 め 5195

Ｑ 湖 ｉￜ ｉ ｉ｟ｬ ｉｉ ｾ ｬￆ ｬｾ 斤 ｉｾｊ 1[/ ，r; 大 fJ¥ 3  8  0 の 1 官。!i ; ｉｾｊ 山 ぬ ＵＴＸＶ

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備 設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《診
都 新 目 玉 業 社

本 庖 大 阪 市 東淀 川区加島町357 電話 ( 302) 2271- 9(代)

大阪支社 同 上

東京本社 東京都港区芝浜松町2 ー 7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

支 庖 北海道 ・ 仙 台 ・ 名古屋 ・ 広 ぬ ・ 福 岡

営 業 所 釧 路 ・ 盛 岡 - 検 浜 - 事11 戸

General  E lectr ic  ( G.  E ) 社 製

冷暖房機 「ゾンナJvl ウェサ、ートロ句その他 各種冷暖房機

ｩｬ ｬＱ ｾＷＮｋボ イ ラー ｦ ，、イテンプ ｊ Ｈ￯ ｊｻｪｾ虫 ｗｅｂｓｔｏ Ｎ ｈ Ｎ 役付 ￬ｪｪＩ ｌ ｊｩ ｏ

大 阪 底 大 阪 市 西 区 土 佐 場 通 l の 1

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

大阪市北沢 .l t;佼町 3 - 56(  I崎 天 l品ビル ) '，L:，.，r;  ( 364 ) 2238(代表)

点 点 目1I 中央 医ｾ ｉ ［ ｾ＠ I斗 1 - 1  0  '，(e，，，r; ( 551  ) 1079 ・1617

名 古 屋 市 南 区 人一機i I 1i 2  - 7  "正"，f; ( 821)  3  5  5  8  

八 幡 浜 di 大 川 町f 3  Ｂ［ｬｌ ｭ ｲ［ 八 崎 ｩ ｾ 514 ' 1  4  

本 社

東 京

名古屋

四 国
京 都 庖

冷 H変 芳'f Y  6  S サ ァ シ

給排水、衛生水道 s .  環 境 術生 nt!i，l量

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機械

厨 房 I ，化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 芸 言 大 阪 支 庖

収 締 役 社 長 大 前 玉 男

取 締 役支 庖 長 f @ 口 』券 栄

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 番地 電 路 大 阪 (202) 代表3071

本 1苫 東京 日比谷 三僧ピル

支庖 ・出張所 名古屋、福岡、; f [)ll J<、 広島、仙台、

笥山、金沢、併問、 百五位

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 2 - 1  

電 話 (4 5 1) 3  3  9  1  (代 表)

東 京 ・ 仙 台

神 戸 ・広 島 ・高 知 ・千 葉 ・八

株式会社

本

支 庖

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 包括 ( 364) 代 表7031

東京綿干代田 区神国小川町2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電 結 ( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電路 ( 76 ) 代 表3795

名 古 屋 ・富 山 ー金 沢 ・福 井 ・京 都 ・松 江

戸

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

建 設 工 業 株

代 表 取 締 役 田中

大阪出 張所長 猪 俣

東 京 百日中 央 医 日 本 精 通 3 ー 1

大 阪 市 北 医 樋 / 1: 町 5

:r，古 尾 市 中村 ) v 内 2 - 17 - 10  

稲 岡 市 東 淡 町 3 8  

創 業 暖 冷 房 ・換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 郎 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸 ピ ル 6 7 6 号

1It 舘 212(代 )3751

大同 ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 唐 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番地 電話 61(代 )4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千代田ピル 5 1  4 号

電話 261(代 ;0641

京都市南区西九条春 日町 4 8 番 地 電結 68(代) 1781

設 計 施工

生

気

ノド ・衛

房 ・換

J非

冷

給

日愛

株 式 会 社

干上

底

本

支

大 阪 城 口 研 究 所

取 締役社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 I豆 町 一 ・電 話 大 阪371局7151 (代 表)

京 都 市 東 山 区 大和 大 路 正 面上 ル 電話京/ I ! l 56局4945 ( 代 表 )

神 戸 市 生 田 区下 山手通六ノ ー ・電 話神 戸34局 5 8  9  2  

株 式

会 社

出張所

社

ぷ〉、

ヱミ
業 株 式工賀須

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 上 位 招 ; iIi 1 丁目 1 4  ｾ 立話 ＴＴ Ｑ ＭＵ Ｑ ＷＱ

l占 一 東 京 ・大 阪 ・名 古屋 ・京 dl l . 神 戸 ・福 岡

空 気 調 和

会 社

取 締役 社 長 菅 谷 三 郎

大 阪 市 西区江戸塀! 1  - 6  0  電 話 (441) 8231 大 代

東 京 ・ 名 古 屋 縮 問

北海道( 札幌) ・東北( 仙台) ・北|控( 金沢) . 中国( 広品)

京 都 ・神 戸 ・岡 山 ・高 級 ・熊 本 ・横 浜

新 ￬ｴｾ . 富 山 ・福 井 ・津

暖 房 株 式
』

丸大 阪 電

本 庖

支 庖

営業所

出張所 支

営 業所 一 広 烏
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冷房 ・暖房 ・温湿度調整装置

換気 ・給 排 水 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 開T 1  r 目 5 7  

'i11 ，1，f; (351)  ( 代 点 ) 2  8  0  8  

東 京 者1I 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

m お (811 )  ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支 庖 出 張 所 名古屋 ・ 悩問札帆 ・ 仙台 ・ ｲｻＺ ，ｾ松 ・ 広島

空 調 設 備 の頁

CiUUIT 3舎町産居副S

Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・・ ｆ 司 ＺｾＺｕ ＺｬＺＢ

司 F電'ー....
ｾ＠ 東洋キャリア工業( 株) 製品販売! 苫 ・特 約 工 事 庖

!∞l 日本冷熱工産株式会社

ｾ＠ 本社及大阪営業所語頭市伊兵1L1匂JI Iビル)

ヰ土本

給 -排水・衛 生 ・消 火・暖 冷 房 設 備

西原衛生工業所大阪信

株式

吉社

電 話 大 阪 ( 458) 3531番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通4丁目 11

出 張 所 = 京

j昆 湿 度 調 整 装置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖
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仙 台 市 新 伝 崎 町 6 0  
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名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

10: 1I 苫 ( 971) 3  6  2  1  

仙 台 支 1苫

名古屋支 l苫

給 水 衛 生 空 気 調 和 設備

設 計 施
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設 計 施 工
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大 阪 支 庖
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場
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工

大 阪 市 北 区 菅 原 町 7 5 電話 ( 361) f伶 6571

東京都新宿区新小川町 3 - 32 電話 ( 269)2833- 4

本社

支庖

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 ・水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備
吾凡計施工

換気・除塵設備悶

c: : : : : .m哩胆コ

社

1包，1，1; (443) 代&8161- 9

電話 ( 9∞ ) 5  I  4  I  

' iR話 (541) 0966(551)1655 

m話 (34) 1778 ・4386

電話 (47) 7575 .  7588 
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京
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東
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広

社

所張
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業エ田山

東 洋 梨 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 后

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

温 湿 度 調 登 装 置 - 冷 暖 房 - 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・アルミ -サ ッシ - ドア - シャ ッ ター

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

銅 機 株 式 会 社

大 阪市東区高既得 5 - 4  5  (興 銀 ピル別館)

電 大 阪 代 (202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

m 東 京 代 (901) 3  1  9  1 悉

東京都港区西麻布 4 - 15- 23( 第 5 興和ピル)

電 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

理 研

大 阪 支 庖

本 社 ・ 工 場

温湿度調整 ・暖冷房・換気給排水 ・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取締役 市 川 繁 雄

ヰ土 京 郎 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

mJ 舌 (68) 5101- 5 ・夜 間 専 用 ( 69) 1045 

大 阪 市北 区 天満 係筋 1 - 3 7 ( 天満紙北詰)

m訴 ( 352) 3501 - 3  

四 日 市 市浜田西末広町 ｾＱＡ， ｬＵ 電 ｾＷＴＳ Ｑ Ｍ 3  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  包 括 ⑥ 3 6 1 0  

本

大 阪 営 業 所

⑨ 

古
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電 気設 備 の 頁

設計施工

社

A

Q

Z

 

式電陽

4土

営 業 所

朝

本

社

社

東京支社

ノド

営 業 所

応

業 所

支

' 品

会 社

電気設備工事設計施工

電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社 長 姉 川 正 男

大阪市東区，:Ji I1i U高五丁目 二八番地 'IIl:，If ，大阪 (202) 0325- 9  IJI: 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 地

支 社 札 似 ・ 仙 台 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 悩 聞

出 張 所 旭 川 ・ CI 河 ・償 浜 静 問 ・富 山

電 気 工 事 設 計 施 工

東 光
ネ土

A

Q

一

A
式株

信

一

川電藤工

市

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九 電.1t . 大阪 (313) 代表3456

東京支庖 東 京 郎 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

'1tt 話 (551) 8  3  3  0 ・ 8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・| 羽 山 広 品 ・ 北 九 州

電気設 備 ⑤

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ビルデイング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

? S _ 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 中 京 区 西 ノ 京 中 合 町 2 0 の 1 1  

T E L 代 表 (81 )  9  2  9  6  

西 村 庄取 締 役 社 長

営 業 所

設 計 ・施工

司'

電 気 工 事電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 rl i 城 東 区 n i J : 点之町 三 丁 目 一 五

?江 川 大 阪 (931) ＨｾＱ＼＠ 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 . 2 1 9 3  

大阪市城* 区聖子江点之町三 1"1 1一一 '，'l! .lli 大阪 (931)7∞4

4T良県御所市御開通り 3 6 0 .0'草川田l所 ② 2ω7 . 4259 

A

Q

一

A
式ネ来

信

一

刈

E 居

宅，本中

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・九州、| ・神 戸

ふ
一

A
式

英信

株

原

業

莱

エ

取 締 役 社 長

原栗6主

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 1 1号( 福島ピ J レ)

電 骨舌 東 京 ( 491 ) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

周 ・ 千 葉 ・和 歌 山 ・ 名 古 屋

工悦

血

〈

敏

凡

又事工
と

司電

社

1苫

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 訟 田J / 丁 目 2 2  

1活 必 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 信1I 港 区 赤 坂 1 丁 目 5 番 7 号

電 活 (481) 8  6  2  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 福 岡

旭 川 ・償 浜 浜 松 姫 路 ・高 松

本

支

社

夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

屯 ｉｪｬｾ ⑨ Ｓ 6  7  1  (代)

東 京 邸 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

Ｎ ｾｕＺ＠ dli ⑪ 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 - 叫 悩 山

林

株 式 会 社

代表取締役

ヰ土本

后支

営 業 所

君芋出 ｾｾｐ［ 斤出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

社

A

Q

一

A

電 気 ・ 吸 冷房 - 空 間 工 事 設 計施 工

宝 電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

ゐ

')毛

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

中回取締役社長

本土4玄

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . J : ! {f市 ・高 槻 市 ・姫 路

キ土

宇土

本

支

営業所

営業所

市神出g長所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大 阪 南 北 海 道 ・名古屋- 四日市・福山 ・福 岡

A

A

一

A

A

Q

Z

 

電 気 工 事 ・富十装 工 事 ・設 計 施 工

気 工 業 株 式

今 村 騰

中 央 電

取締役社長

社 大

東京営業所

本

ネ土

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・ 静 岡 ・ 水 島 ・福 岡

取締役社長

社

支 庖

営業所

本

所張出
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建 材 ・そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庄 |  庄の窓掛、鍛帳、 R際、壁紙 室 内 装 飾 紙降、舗床材一般

東洋リノ 1) ュ ー ム の 東 リ f 1 - ぺ. Vト発売元

タ イ ル 工 事 施 工社

A

G

一

A

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

式株井亀

特許申請中・完全滑止タイル

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

ト弓 1 ・ヒr ム宅

ベン手しーチ・ミ)i!;-j.レ

( カタログ進呈)

⑪52PRF 界8 久性磨

考シ 繰 式 会 社

主 宰 商 曾

⑩ 

Board &Sl ate 

@問

' ;'-"i7' π町、一司r、""‘ ニ- - 、2・・

2 ・ p ｟Ｚｏｏｾ、マ ｾ

ｴＺ ＧｾＮＢＧＱ＠ i'!o" 1  p l 'i 

E 酬 に 孟 2 ) /:.... "  

Standard 

. 内 念 市 内 ゴ ー レ ック ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ットスタイン吹付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

フ タ パ 黒 板本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3- 54 電話(702)代7814- 6  

特約代理庖・ 点 京 ・名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・今 治 ・稲 岡

a・a・・・E ⑧ ・ .0II1II‘。.
ＮｾＮＮ＠ - ＮＮｾＮ，、ＮＮ団ーＭ

］ｾＢ 骨 ＮＣ￸Ｚ［Ｂ • . .  飢・.， " ，，， 、_，.
ｅ はナイロン ＱＰＰ Ｅ の Ｑ Ｇ ＱＱＱ 毛で すから ｾｪ ￬ ｩ 力作に富み ｲ￭ｬｩ ， ｪ 久力に悩れています 。

施工用 ・・・・・…・・・ ・2 ・O: ; : bー ベ ョ ト の 独特 の ，'11' ，'[ '1を特 別 な 甚 コv ム加工を

施 し て 工 事 用 に 合 理 的 な 価 格 で 作 り 上 げ ま し た 。

デ ラ ッ ク ス ・ー・・・ス ベリ 止 め 加 工 、 重 量 感 の あ る 豪 華 さ 。

スタンダード・・ ・・一 裏 は 板 ゴ ム で 特 に 工 事 向 の 価 格 。

大阪 l同ぬ 大 誠 化 工 株 式 会 社 州

建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電ト の 最 高 水 準 を 行 く f ノ石 綿 セ メ ン

ガラス工場の壁、製糖、

場の床、スカー卜壁などに段迎。

所、配屯室、製鋼、

製 油 製 薬

アスベストJω ャ

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大阪市北区 |吋心町 1 の 11 電 話 ( 351) 3442・4078

@  

As be s t o B a r r i ev ( 硬質石綿 板)

( 呈カタ ログ)
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建 材 の頁

を

前回 ＷＱ ミー陥ｾ帯

苧ヲ q イ ト

奥山イヒ工業株式舎壮

特許 絶縁工 法陸屋根防水には 奥 山 式

ノマーフ ェ ク ト な 冷 工 法

① 塗 り易 い

③ 創 れ な い

③ ア ク が 出 な い

④ 早 い 仕 上 り

⑤ 好 みのイ士 上

ヲ

大 特 長

ｾ＠

吉野后賓株式会活

東京都ffl 困II 丸/ 内3丁目 2番地( 新東京ビル6階) 東京 (216)0951( );: 代 &)

大阪市北区堂島浜I l f i l の25( 新大ピル ) 大阪 ( 344) 6691(代)

本 社

大 阪 支 ! 万

5  

*  

* 左 官 工 事 の ス ピ ー ド 化 *

Y Nヌ ヲ

• • • • • • • 責 任 施 工

震 111イ色券の

もメント吻婦に

製 造 発 売 元

認 黒 川 化 学 工 業 所

本庖工場 神戸市東灘区住吉町反高林 T E L 附 2723

ポ ン 防 水 液

防 水 液 B 号

急、 結 液 壱 号

ン 耐 寒 剤

防 水 目 地 材

ト

ツ

ン

ン

ポ

ン

ニ

ポ

ポ

ポ

:

y

 

1

・

ヨ白

ツ

ツ

特

ニ

ニ

、、J

ビ コ

標準匂〆ント防水剤

j レ

ｊｴ ｉｊ 工ミ ｊｾｊｾ ｊＮ Ｙ ル
. 永 久 建 材 の 超 ひ ふ く 鉄 板

スー ｊ｜Ｚ ・ｊｴ Ｇｊｉν Ｇｊ ｊｾｾＹＧｾ (S P M)  

フらいス l二も/ 季如ごι

函を・薬品にも

大丈夫で・オ

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

Ｂ弓圃スー ｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉν Ｇｊ ｊｾｾＹｊｾ に ｓｐｍＩ
. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す. 責 任 施 工 ・ 型 錦 送 呈

鐙鱗
本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話大阪(.al ) 8 0  8  5- 9  

大 医 宣 唐 尼崎市北軒町 4- U(古川ピル) 電苗大阪(.al ) 8 0  8  5- 9  

軍事宝庫量工場 埼玉県草市東町 2- 20 - 4 電 信 班(32) 3  1  1  5- 7  

宝 庫 ・出彊所 郡山・八幡田名古旦・川崎・岩国・宇都・延岡・韓貿・三原・革島・徳山

7I
I

J  1  !J -9 ｊｾ＠ ｾ＠ '1 ｊｾ 製造株式会粧
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建 材 の頁

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -武11¥ 1異※ 特 許

11¥俣シャEγ9- 工業椋式会社大阪支庖

工

イ乍

施

言十

製

さきn .

E 又

近代建築の要求する

サ ッ シ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

ド ア ー ハ ン ガ ー

套ｾ三高製作所
本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

電 話 大 阪 ( 401) 6158 ・6159 ・7939 ・9463 (  

ド ア ー• 

• 

11 

111 

ス チ ー ル

ア ル ミ

ス テ ン レ ス

hy

T
吋

'

;

 

M

-

K園

児

-

T

u

-

j

;

 

ポ

、
一

M

F

N. G. C. 或

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責

内タト: 2 業株式会結

。

大阪市東 住吉区桑津町 3 丁目 16番地

71  
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建 材 の頁

72 

石膏壁は

5 5 5 プ ラ ス タ ー c (セメントモルタル下地用 )

5 5 5 プ ラ ス タ ー p (ペイント下地用・金銭仕上)

5 5 5 プ ラ ス タ ー S P (発泡軽量コンクリート下地用 )

5 5 5混 合 プ ラ ス タ ー (上 塗 用 ・ 自

. 建 築 用 ・ 美 術 工 芸 用 ・ 各 種 焼 石膏・

サンエス石膏株式会社

本 社 工 場 ・姫 路 市 神 霊 町 4 - 7  7  

T E L  姫路 (22) 3  8  3  7  (代表)

東京営業所 ・東京都新宿区東大久保 1 丁目 3 3 1 番地

T E L (351)  0 3 9 6 ・(351 ) 6  9  6  2  

中部営業所・ ifI i 戸 工 場 ・ 瀬 戸 市 苗 場 町 1 1 3

T E L  i紺戸 ( 82) 9  1  8  5  - 6  

大阪営業所 ・大阪市西区江戸堀 1 - 24(三輿ビル 2 階)

T  E  L  ( 441)  0  0  9  4 ・ 5 3  7  5  

福岡営業所 ・福 岡 市 七 附 2 8  2  - 3  

T  E  L  (  82)  9  4  1  9  

色)

⑧ 
.・・

⑨ お音1)屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調 和 で ・・・・・・・-

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

(  附 繊 *11" ｬｬ ， ｾ 材 Ｉ - チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほ た る か ベ

- い す
3・、・

か ベ
・ノ、.  

ビ ロ ン .匂i、 〈 よ か ベ
.  :，ヨ同住Z

流

F  
• 

- 欝 香

- 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K
( _ :. ｈ Ｈ 繊維 ｉｬＮ ｾ 材 Ｉ

- ス ー パ ー ウ オ ー ル .  !筒 雲 一 コ コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

一

- セ ン カ ウ オ ー ル (  '. 州 劫皇制1: "，fc.  H )  - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ lナ Lま: σコ - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん ( 特 f* 

- 新 興 壁 - 大 E反 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

Ｈ 日 ｽｪ 火繊維 ｴＺｬｾ 村 としてご 使川 の 節は上 ｈ 己 ｩｦｩｪ .W.に ン ン ケ ンjW火 剤 を出 入 の こ と)

Ｎ ｾン ケ ン ｼ坊火持 ＱＩ ・ ｼり ｾｪ $i!i 剤 エ パ コ ン . 耐出荷1) オ ー ト ン ・ 化 'γー約l ス ー パ ー シ ン ケ ン約I ( 全国 有 名 建 材 j内 に 有 )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大阪 di 西 区 間 ツ焔 T  E  L  ( 538) 2951代 ( 54 1) 5757代

営業所 末 以 ・大| 坂 ・明 石 ・広 仏 . t;，;， I凋

.'  
4  

.  
4・



• 

奇ＭＡｴＮＺイココロ・ ｾＡｊ ｀

ヌヲυーココ. ロック

キz ーピ・3 ヲコ. ロ・: J ' j ⑮

全国各地区各市( 全関東除く) の生産実施工場を

紹介させて頂きます 。

ま た 、 全 国 有 力 ブ ロ ック メ ー カ ー あ る い は 東 北、 東 海 、 北 陸 、近 後 、 中 国

四 園 、 九 州 の 各 コ ン ク リ ー ト ブ ロ y ク 工業 組 合 へ 直接 お 問 い 合 せ く だ さ っ

て も 結 織 で す 。

京 都 市 中 京 区 西 洞 院 通 四 条 上 ル ・ ウ オ ジ ビ ル

電 話京 都 (075 )23- 3487 .21 - 7996 ・21 - 7948

つ

. "".  キ

柏 原 涯

州議

青 株 式 会 社

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 (471) 0  4  2  
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l  鉄骨のデザイ汁

( 実 例 と 考 え 方 -

【体裁】 B 5 判 (182x  257mm)  8 ポイ ント活字一段検組約 400 頁

( 設計図面88枚) 図版多数挿入

本文 ・特別上質紙，表紙 ・特ク ロー ス上製本 ・特製図入

【価絡】 予約特価 2.000円 定価 2. 500円 送料 250円

【発刊】 昭和42年12月下旬

. 編集のねらい

1.  学会新規準案による断面算定表を. J I S 規格鏑材のほとんどを網羅して，

60余 頁 に 集 録 し た。独自の工夫により作られたこの算 定 表 を 利 用 す れ ば，

新 規 準 案 に よ る 断 面設計 は き わ め て容易である 。

2.  実 例 に 従 い ， 鉄 骨 設 計 の 急 所 を ， 施 工 上 の 注意 すべき点、もあわせてわかり

やすく詳細に解説した。

3. 設 計例はすべて ，新 規 準 案 に よ り 計算 し，部分的に現行規準と対照できる

ように編集した。

4.  実例にはいろいろな骨組形式と 鋼材を使用しており，それらについての懇

切 な 解 説 か ら 実際 の設計に当り数々のヒントが得られるであろう 。

5. 巻 末 の 豊 富 な資料は，常に設計者の座右にかかすことができないものであ

る。

【総 目次】

欽' 円 f，時ii!i の考え方

尖 伊IJ Ｚ［Ｚ ｰＺ家ｊｊｬの ｦｲｊｾｬ ・ 溶接構造の給油

所 ・鋸屋根のある工場 ・クレー

ンのついた合同1 . 2 階建の工場

内食堂 ・3 階J J l の事務所 ・鋼管

椛造の工場 ・屋上独立鉄. f ? 5 . !I蚤

ii1) 巴鋼による工湯

J J l 築鉄骨のお主接設，ij

柿逃走1・33A苫ーについて

設計ー資料 ・鋼構造設計・規準案による断面Z7

定表

形鋼 ・みぞ形鋼 ・H 形鋼 ・T 形鋼 ・鋼管

- 山形鋼の引張耐力 ・ラチスの圧縮耐力

標準形鋼規格 ・各種断面 lζ 対す

る最小二次半径近値表 ・アンカ

ーボルト計算図表 ・電動クレー

ンの主要す法表 ・山形ラ ーメン

の公式表

特別資料 ・各種鉄骨材料一覧表とその解説

鉄骨のデザイン (実例と考え方) 編集委員会

委μ 長 悦 尼 長II 三 ・大阪大学工学郎

幹 事 木 悶 幸 夫 ・大林組設計部

幹 事 宮 川 達 郎 ・泉設計事務所

委 日 乾 見三 ・今宮工業高校

11 北村俊夫 ・ 清水建設設計 ｦｾＱ

11 

fr石 秀 夫 ・竹中工務活設計部

佐 藤 哲夫 ・竹中工務庖設計部

長田 正雄 ・大阪建築事務所

西川幸之輔 ・大阪市建築局

11 

百D川 陽一 ・村野森建築事務所

森田 康次 ・川鉄建材工業

1.〆
横 井 元 昭 ・大林組設計部

吉 仲 清 ・大阪府建築部

力 武 利 夫 ・清水建設設計部

，〆
若林嘉律雄 ・日建設計工務

!  則 行

奪 回 本 建 築 協 会 Idt li ｾ＠ ｉｾＺｬ＠ J  11川 山 口
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株式会社日本セメント防氷剤製造所

本 社

i産 品各 戸斤

出 弘主 戸斤

ウ才ータイト式防水

工 事 代 行 底

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 - 3  1  ( 船越ピル) 電 話 ( 941 )与626 ・2628

宝 塚 市 高 台 上 の 池 電 話 宝 塚 ( 36) 21 5 3  

電 話 東 京 ( 431 ) 8 6 4 8・名 古 屋 ( 321) 13 31 ・仙 台@0 7 21 ・札幌 @ l l l l

諸 大 三 工 業 務 松 ( 2) 0016 安 藤 工 事 徳 岡 ( 28) 5  2  0  7  

f 2 永 建 材 広 島 ( 61 ) 6  3  7  1  

モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト 用

防 水 剤

急 結 剤ヨｾ 1 . . 16， 
- 防 水 工事 責 任 施 工

製 品 A  

E ヨ

τヲ

- セ メ ン ト 混和 剤の ト ァ プ・・・ -ー

接 着 剤

剥 離 剤

ご一 報 次 第 カ タ ロ グ進 呈 し ま す

ミ璽
株 式 会 社 油 周 首 位 工 社

本 社 東京都 品川区大弁 l ニ1 5 電話 ( 774) ' 4111 ( 代表)

大阪営蝶所 大阪市東成区西今里 2 - 48 電話 (971) 4765 ・∞63

. 基 礎 施 工 の 悪 イ 際 件 を 克 服 す る

読 置 式 自 信 三 踊 杭

特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号 本 社 大 阪 市東 区 高麗 橋 2 - 2 0  ( 高麗 新 ピ ル )

T E L 大 阪 ( 202) 3233( 代) ・ 7501 ( 代 }

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 ・ 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

名 古 屋 営 業所 名 古 屋 市 中 村区 船 入町 1 - 12( 服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代)

株 式 会 社 武 智 工 務 所

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・ 3 2  2  4  

名 古 屋 工 場 愛 知 県 海 部 郡 弥 富豆町 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 )  1  1  9  1 ・ 1 1  9  2  

U 日 本 建 鉄 の

PS型レテW ードサッシ

ァ'ILミ サッシドア

ー 日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511( 大 代 )

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  ( 新阪神 ピJ レ) T E  L 大 阪 ( 361 ) 67 58 ( 代)
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技術の目立
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日宜建築設備

ピルの上 から一下ま で、

あらゆ る場所 で働〈目立

の建築設備。バランスの

とれた総合設備は 、

の機能を高め、働きやす

い環境をつくります 。

ビル

- 昇降設備

・冷暖房換気設備

・電気設備

・給排水設備

・通信設備

・照明設備

・消火設備

・ そ の 他

d
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B 玄室長 T丘病

1  m
2

当 り1 0 Okg /  hも 蒸気 を 発 生

5 0 %も 多 く 蒸気 が 出 る の で 、 数 多

く の ボ イ ラ が 不 要

3 Tパ ー ナ の 組 合 せ で 、 燃 焼 負 荷

2 0 %から 1 0 0 %ま で 、 何 れ の 負 荷 で

も 、 ボ イ ラ 効 率 は 、 い つ で も 8 7 %

以 上

ウ ー タ ー パ ッ ク で す か ら 、 ボ イ ラ

背 面 か ら の 熱 の 放 散 や 後 部 鏡 板 の

過 熱 は な い 。 従 っ て 断 熱 材 の 脱 落

も な く 、 補 修 費 も 節 約 で き る

長 女特

*  1  .  

2  .  

3.  

官電

4.  

〈新開発〉

平 川 鉄 工 所

本 社 ・工場 大 阪市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 の 11 T  E  L  ( 458)  8681附

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州 、 | ・ 滋 賀 工 場

音R

三

O

O
円

( 送料共)

5  t / h  

10t / h  

株式会社


